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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　縛りプレイという言葉を知ってるか？

　語感から亀甲なんちゃらを思い浮かべる方々もいるだろうが、実際は『一定の縛りを設けてゲームをプレイする』やり方を指した造語だ。

　なぜそんな面倒な事をするのかと言うと、ゲームの上級者にとってクリアする事は当たり前で、人よりもより難しい縛りがないとゲームを楽しめないんだとか。

　ハッキリ言って俺には理解不能。

　ＲＰＧで『装備を使わない』『レベルを最低限しか上げない』『魔法を使わない』『道具を使わない』なんて、面倒を通り越して拷問だろ？

　ゲームでは特に防御、回復を重視していた俺にとっては僧侶を代表とする『回復役』を使わないのはありえねーよ。

　しかし、そんなＲＰＧの世界で〝本当に〟回復・治療の魔法が使えなくなったらどうなるか、考えた事があるだろうか？

　ゲーム目線であれば『アイテムで代用すれば？』って考えるだろう。

　しかし、ゲーム序盤でお世話になる『毒消し』などを最後まで使っている人がいるだろうか？　大概道具袋の肥やしになってＭＡＸまで溜たまっていないか？

　要するに、便利な回復や治療の魔法があれば道具は使わなくなる。

　オマケに何にでも効果のある『毒消し』なんて存在しない。

　毒によって効く薬も、そして解毒法も全く違う。

　あらゆるものに効果のある魔法と、知識が必要で手間が掛かる薬剤、万人が魔法に頼るのは当然の事だ。

　そんな流れで薬草などを使った地道な治験を必要とする治療法は忘れ去られていった。

　発展した英知の恩恵を受けていても、それが生まれる前の『英知』を知らなければどうなるか。

　日本人に喩たとえれば、誰もいない山中で車が故障してスマホも無くし、近くに公衆電話があるのに電話の掛け方が分からないようなものだ。

　そうした薬学の廃れた状態も魔法が使用可能なら問題なかったのだが、約２年前、その唯一の安心材料である魔法の恩恵を受けられなくなり、梯子はしごを外される事になった世界。

　日本人の高校性、俺こと仁に王おう院いん陣じんは何故なぜかそんな世界に今立っている。

　怪け我がの回復が出来ないのは元より、一番の問題はいわゆる『状態異常』を回復する術すべがない事。

　ゲームだって毒、眠り、混乱、麻ま痺ひ、石化なんて状態異常を最初から最後まで背負ったままだとしたらやっていられないだろうに、不幸な事にコレはゲームじゃねーんだよ。

　そんな世界で俺はあるシスターに出会った。

　かつては聖女として光魔法を駆使し、万人に救いを授けていたが、世界的に回復・治療魔法が使用不能になった時、その役目を担えなくなった。

　しかしそれでも人々を癒したい一心で、世界から失われつつあった薬学や医療を文献から掘り起こして別の方法で人々を救おうとしている女性。

　治療法が教義に反するとして彼女を異端と誹そしる教会や、救えなかった人々への罪の意識に押しつぶされそうになっても、それでも人々を救おうとする聖せい光こう教会の修道女、マリーベル・クレアシオンと。

　彼女の治療方法はほぼ独学で、現代日本では既に迷信になっている事も真剣に行う始末。

　初対面で俺の怪我を治療しようと、まず傷口を舐なめてきたのだからな。

　いや、まあ嫌だったとは言わないけど……。

　そんな彼女と最初に訪れた村では『眠り病』が蔓延はびこっていて、紆う余よ曲きよく折せつの末、光の魔力と悪者にされていたサキュバス『ユメ』の活躍によって解決する事が出来た。

　そして再び彼女と、そして村で俺と召喚獣契約をしたユメを加えて旅を再開したワケなのだが……早々にトラブルが起こっていた。

　はぐれていたマリーの護衛騎士と再会した矢先、その騎士が俺に刃やいばを向けて襲い掛かってきたのだ。







　咄とつ嗟さにバールで剝はぎ取とったチェストプレートの下から現れたのは、伝説では英名でブラジャーと言われる神域を守る為ための防具……いや大げさな自覚はある。

　マリーの護衛〝騎士〟と聞いて男だと勝手にイメージしていたのだが、よく見ると銀髪を後ろで纏まとめてキツめの瞳で睨にらむ表情は凛り々りしく美しい、イリスという名の女性。

　均整の取れた体つきはモデルのようで、更に少し見えてしまった部分も……その、それなりにある。

　そんな不ふ埒らちな事を考えていると、彼女は顔を赤らめたまま細身の剣を両手で構えた。

　庇かばっていた胸元を曝さらけ出して……。

「この不埒者め！　マリーから離れろ!!」

　上段に振りかぶり襲い掛かる彼女を俺は直視できない。何故ならマリーやユメ（大人版）に比べれば大人しめだが、それでも形の良い双丘を目の前で震わせているのだ。

「ま、まて！　そのままはマズイ!!」

「問答無用!!」

　気持ちを切り替えたのか、それとも開き直ったのか？　いや、まだちょっと恥ずかしがっているようにも見える……。

　その様が相まって、チラ見せ状態が無駄に色っぽくなって非常に目の毒だ。

　俺は目を逸そらしつつ、バールを横向きにして剣を受け止める。

　しかしガキンと弾はじいたと思えば、次の瞬間にはイリスの片足がバールの上に乗っている。

　弾かれたと同時に勢いを殺さず、そのまま上空に飛び上がったらしい。

　そしてそのまま空中でバク転をすると、更に刺突を繰り出してくる。

「クッ！　はええ」

　何とか体を捻ひねって直撃は避けたが、左肩を浅く掠かすった。

　鋭い剃刀かみそりのような攻撃は時間差で痛みを感じるもの。イリスが俺から距離を取って再び構えなおした時になってようやく焼けるような痛みが左肩を襲う。

「中々やるようだな奴隷商のワリには……」

「やめてイリス、その人は！」

「……心配するなマリー。すぐに片付ける」

　マリーが悲痛な声を上げるがイリスは構う事なく再度襲い掛かってきた。

　奴隷商とか口にした辺り、彼女は多分ロロイプールでマリーの事を聞いたんだろうな。

　いわく『極悪面の奴隷商に聖女様が捕らえられていた』とか。

　その話自体は俺が村に入り込むために作った創作なのだから、誤解を解ければ問題はなさそうだが……。

「待てやイリスさんとやら！　こっちの話を」

「問答無用と言った!!」

　聞いてくれねえ！　戦闘中は他に目が行かないタイプか？

　それとも出会いがしらに装備と一緒に服を破いた事を根に持ってんのか!?

　しかしマリーは心配してくれてオロオロしているのに、召喚獣のはずのサキュバスは主あるじの危機的状況を宙に浮かびながら頰ほお杖づえをつく器用な格好でニヤニヤと鑑賞していた。

「ねえお兄ちゃん、今は戦闘中でしょ～？　真剣にやんなきゃダメじゃない」

　しかも必死でイリスの猛攻を受けている俺にユメはそんな事を言いやがる。

「……何だと、貴様。どういう事だ？」

　そんなユメの指摘に俺も困惑したが、もっと気になった様子なのは攻撃をしていたイリスの方だった。

　いや、俺は真剣にやってるぞ？　そんな〝貴様、真剣勝負で手を抜いていたのか!?〟みたいな空気を出されても困るんだが。

「真剣勝負中なのに、お相手をちゃんと見ないのは失礼じゃない？　ちゃ～んと真正面から、ま～っすぐ見てあげなきゃダメじゃない」

「…………いや、それは」

　いや、正論だけどよ……戦闘中に相手をちゃんと見ないのは問題だけど……だけど、なあ……ちゃんと見るのもそれはそれで正しいかと言われれば……。

「も～う、顔に似合わず純情ウブなんだから～。その程度のチラ見せなんて、マリーお姉ちゃんのストリップに比べたら大した事ないでしょ～？　破壊力が」

「バ!?」

「…………なんだと？」

　その瞬間、護衛騎士イリスの全身からドス黒いオーラが立ち上った。

　さっきまでの殺気を紅ぐ蓮れんの炎ほのおだとするなら今度は深しん淵えんの闇、殺気と言うよりは明確な殺意が芽生えたような。

「……マリー？　今彼女が口走った事は……本当？」

　機械仕掛けの人形のようにカクンと首だけ向けるイリスはホラー以外の何物でもない。

「え、え[image: ][image: ][image: ]っと、それはですね……」

　そして指をゴネゴネさせながら真っ赤になって目を逸らすマリー、それは無言の肯定と言っても過言ではない。

「そうか……私の、守護すべき聖女に……この男は……」

　ギラリと向いた目は紅あかい光でも放っているのだろうか？　それ程までに怒りの炎に満みち溢あふれていた。

「殺す!!」

「のわあ!?」

　瞬間、矢の如ごとき刺突が俺の胴体部分、正確には心臓を目掛けて飛んで来た。

　凄すさまじいスピードなのは変わらないが、下から上に突き上げるようなしなやかな動きは避よけにくく、体を捻ってかわすのがやっとだった。

　更に彼女の猛攻は続く……ハッキリ言って受けきるのがやっとだ。

「だああ!?　くそ、ユメ！　お前が余計な事を言うからだぞ、何とかしろよ!!」

「だ～って、本当の事じゃない。清らかなシスターの柔肌を目撃したのよ？　あんな綺き麗れいなお尻を見る幸運なんて滅多にないんじゃない？」

「ユ、ユメさん！　なんて事言うんですか!!」

「……殺す……ころす、コロス、コロス!!」

　ユメのからかいに更に真っ赤になるマリー、そして俺への殺意を倍加させていくイリス……こいつは本当に俺の召喚獣なのか!?

「煽あおるなって言ってんだろうが！　仕事しろ召喚獣!!」

「やれやれ、仕方ないな～」

　ユメは面倒くさそうにそう言うと、指をパチリと鳴らした。

　その瞬間、虚空からピンク色の霧が発生して、そのままイリスへと巻き付いていく。

「な、なんだコレは？」

　そして霧はイリスの胸元辺りを覆い隠すとそのまま定着する。

　突然の事にイリスは戸惑い霧を払おうとしたが、霧は払われる事はなかった。

　直ちに戦闘に影響はないと判断したらしく剣を構えなおした。

　しかし俺にとっては非常に重要な意味を持っている。

　何しろコレで神域に目を奪われる事なく戦闘行為に集中できるのだから。

「ったく、私は世間じゃ淫魔って言われる色欲の魔物よ？　欲情させるんじゃなくて覆い隠すなんて役目じゃないでしょうが」

「……何かスマン」

　確かに世間体を考えると逆だよな。

　でも煽ってたのもお前だろうが。

　俺は気持ちを入れ替えて、手にしたバールに意識を向け、今までバールだった物を光の塊に変化させてから形を変えていく。

「む、武器召喚……貴様召喚士か？」

　これはこっちの世界に転移した時に手に入れた力の一つ。

　こっちの世界での俺の職業はＲＰＧで言うところの召喚士らしい。

　でも一般的に召喚士が扱う召喚術は、いわゆる手から炎を出すような魔法と違って召喚獣と契約しないといけない。

　そして召喚士は召喚獣との契約とは別に、自らの記憶、『自己精神世界アストラルサイド』から武器を召喚する『武器召喚』を使うことが出来る。

　自らの記憶に強烈に焼きついている何かを。

　そして光は形を成して俺の手に現れる。

「……何だそれは？」

　どんな凶悪な武器が出現するかと警戒を強めていたイリスが漏らしたのはそんな言葉。

　それは恐怖でも更なる警戒でも驚嘆でもない……若干の呆あきれだった。

　現れた武器は凶悪な刃物だ。

　しかもただの刃ではない。切断を目的にした片刃の刃を二枚も組み合わせ、更に中央で交差させた事で梃て子この原理、いわゆる力学に基いた科学的理論により少量の力で樹木のように硬い材質でもたちどころに切断してしまう凶悪な攻撃力。

　更にその巨大なフォルムから、巨大な物に対しても高い場所でも問題なくその威力を遺憾なく発揮できるポテンシャルを秘めていることが窺うかがえる……。

　……ここまで言えば剪せん定ていバサミでも武器っぽく聞こえるだろうか？

「……貴様、私を愚弄するつもりなのか？」

　どうやら武器召喚で出た物がコイツだったのが気に入らないらしく、イリスはブルブル震えながら睨んでくる。

「いや……そんなつもりはないんだが」

「……確かに貴様の面構えなら恐怖を誘うかもしれんがな。私には通用せんぞ！」

　グ……意図的ではないかもしれないが、今のイリスの言葉は俺の胸にグサリと刺さる。

　俺の記憶から武器召喚で生み出される物には一定の条件がある。

　それはランダムで俺の意思で出てこない事、そしてもう一つは『他人を怖がらせてしまった代物』という事だ。

　日本、異世界問わず、見た目に難のある俺は他人に恐怖を与えやすい。

　特に多いのが日曜大工で使われる道具たちで……ハッキリ言って俺は世のホラー映画に登場する殺人鬼共に声を大にして言いたい。

『大工道具を大工以外で使うんじゃねえ！　こっちは大迷惑だ!!』

　斧おのに始まり鉈なた、チェーンソー、ノコギリ、ハンマーなどなど……誰だ最初にこんなもんで恐怖を煽った戦犯は!?

　お陰で剪定バサミで家の松の木を切っていただけで通報されたんだぞ!!

「舐なめるなああ！」

　俺の心情なんて知らないイリスとしては馬鹿にされているとしか思わなかったらしいな。

　イリスはそのまま真正面から体を沈みこませて突きを繰り出してくる。

　しかし再び体を捻って避けようとすると、イリスが剣の軌道を変えた。

　胴を狙っていたのかと思っていたのに顔面へと。

「なに!?」

「もらった！」

　しかし、確かに避け辛いが今度はしっかりと彼女の動きを全体的に見ている。

　軌道が変わる直前、彼女が手首を微妙に返す所までしっかりと確認していたのだ。

　俺は切っ先が眉間の辺りを通過する直前、剪定バサミで剣自体を上にカチ上げ、そして〝バキン〟とそのまま剣を中央からへし折り……いや断ち切った。

「な!?」

「おお～さすがは植木職人の魂。切れ味はピカ一だな」

　元々彼女が使っていた剣は突く、刺すを目的にした細剣レイピアだ。切る事、受ける事を目的にしていないから横の攻撃に脆もろい。

　対して剪定バサミは元から硬い木を切る為ために作られた代物、こういった作業は得意分野に当たる。

　難点を挙げるとすれば……やはり格好がつかない事か？

「く、おのれ……」

　イリスは半分になった剣を投げ捨てると一足飛びで俺から距離を取った。

　その目からは憎悪も闘志も失われていない。まだやるつもりらしい……という事は。

「……まだ武器を持っている？」

　俺の当たって欲しくない予想は正解のようで、距離を取った彼女は迷う事なく地面に置いてあった物に手を伸ばす。

　多分俺に襲い掛かる前に一時的に置いていたのだろう。

　巨大な、どう考えても持ち運びに難しかなさそうな何かを。

「ぐ、ぐぐぐぐ……」

　それは見た目通りに重いらしいな。

　長さは持ち上げるイリスより長いくらい、幅だって負けていない。まさに無骨な鉄の塊にしか見えない……インパクトのみを重視した結果、利便性を全て犠牲にしたとしか思えない巨大な、巨大すぎる剣だった。

「く、くく……これであれば、貴様も断ち切る事は出来まい」

「いや、確かにそうだけど」

　彼女の言う通り、この剣だったら剪定バサミで切る事は出来ないだろうさ。

　だけど得意気に言おうとしても歯を食いしばり重量に耐える姿に余裕は見えない。

「その剣、重すぎるだろ。使えんのか？」

「う、うるさい、敵に心配される謂いわれはない!!」

　いや、どう考えてもその剣はダメだろ？
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　刀に限らず武器ってのは見た目よりも重いのが相場で、その重さすらも自在に操れてこそ本物の達人と呼ばれるって師匠じいさんも言っていた。

　見た目通り、いやそれ以上に重たい、持っただけで腕どころか膝すらプルプルしているような剣では扱うどころじゃないだろう。

「差し出がましいだろうが、その剣はアンタのサブウェポンにゃ向かねーだろ？」

　まず間違いなく彼女のメインはさっきの細剣レイピアの方だろうと思わず言ってしまったのだが、次の瞬間には彼女は巨大剣を振りかぶって襲い掛かってきた。

「やかましい！　この『ディメンション』が私の、メインだ!!」

　振りかぶり鬼のような形相を浮かべる様は迫力満点、威力だけならさっきの細剣レイピアより強力だろう。

　だが、動きはさっきよりも遥はるかに遅い。

　俺は彼女の攻撃を受けるのか、かわすのか、瞬間的に判断しようとして……その迷いは徒労に終わる。

「いい加減にして！」

「へぶし!?」

　遅くなった動きは戦闘に向かないマリーでも捕らえる事が出来たらしい。イリスはマリーに背後からしがみつかれて巨大な剣ごと地面に顔面からダイブした。

　うーん……ありゃイテェぞ。




「……イリス・パルトネールだ。マリーベル・クレアシオンの正当な護衛騎士である」

　マリーに組み敷かれて強制的に止められたイリスは、その後マリーに俺の説明を含めた説教を散々された後、本当に渋々、不承不承という感じで自己紹介をする。

　お前なんか認めないとばかりのオーラを漂わせて。

「イリス！　すみませんジンさん、この娘こ本当は良い娘なんですけど、私の事になると融通が利かなくて」

　なんと言うか、まるでオカンのような態度を取るマリーが新鮮だな。

「いや、そんな……あの村で俺の事を聞いたんなら、そりゃあ真っ先に襲いかかるだろうよ。見た目もこんなだしな」

　そう、正直他人からそういう対応されるのも初めてじゃない。

　泣いている迷子を保護しようとして更に泣かれ、見つけた母親からは身代金を用意され、義憤に満ちた兄ちゃんに通報され、警察に包囲されて……最終的にベテラン刑事の山さんに助けられなかったら年少直行だったかもしれない過去に比べればこのくらい……。

　あれ？　目から汗が……。

「よしよし」

　何か察したようでユメが頭を撫なでてくれた。少しだけ救われる。

　騒動の原因を持ってきた本人はというと、俺の事をすっかり視界から外してしきりにマリーの心配をしていた。

「大丈夫だったのか？　ゴブリンの大群をようやく始末して合流予定のロロイプールに行ってみれば、確かにマリーらしきシスターが滞在していた情報はあったけど……その、まるっきり英雄扱いで判断に困ったのだが」

「私には何も大事なかったですけど……何です、その英雄って？」

　困惑するマリーにイリスは得意気に言う。

「何でも回復魔法ではない方法で怪け我がや病気の治療法を知っている才女。村に蔓延はびこる『眠り病』の秘密を解き明かした聖女。黒幕の邪神を滅ぼし、一切の名声を受け取る事なく去っていった究極の聖人……他にもまだまだあったがな」

「何よ、その過大評価!?」

「私は嬉うれしいぞマリー、ようやくお前を正当に評価してくれる人々に会えて。やはり頑迷無知であった教会上層部などにはお前の素晴らしさが理解できるはずもなかったのだ。本当に救いを求める者たちにこそ真実の瞳は宿るというもの」

　そう言えば、マリーは元々回復・治療魔法に代わる薬学や医療行為を進めようとして教会に異端視されてしまったから、厄介事になる前に巡礼の旅に出たって言ってたな。

　そう考えれば幼おさな馴な染じみが評価された事は自分の事のように誇らしいんだろう。

「いえ、ですからそれは……」

「しかし同時にお前を心配する情報も多かったからな……。聖女様は教会の衰退と共に自らの身を犠牲にして奴隷に落ちたらしいとか、入村時には凶悪な奴隷商と共にいた、などと聞いて気が気ではなかった」

　スッと俺に冷たい視線を寄こすイリス。

　その〝隙あらば切り殺す〟と目で語るのを止やめてもらいたいのだが。

「ようやく追いついたと思えば、噂うわさ通りの男が共に歩いていたから……それに」

「それは違うわイリス」

　尚なおも言い募るイリスをマリーは遮った。

「ジンさんは噂とはかけ離れた、奴隷商や凶悪などとは程遠い人格者です。自らが汚名を受ける事すら厭いとわず、謝礼や感謝の言葉すら求める事もなく、私だけではなくサキュバスのユメさんまでも助けて下さったのです」

「マリー……」

「ジンさんは、ジンさんこそ……本物の英雄です」

　直球の真顔でそんな事を言わないで欲しいんだがな、背中が痒かゆくなる。

「俺は単純に自分の面つらの凶悪な印象を利用して暴れ倒して後始末をマリーとユメにブン投げただけだ。んな崇高な意志なんかあるもんかよ」

　それは偽りのない事実。これは単なる役割分担に過ぎねえ。

　俺にしか出来ない事、マリーにしか出来ない事をやっただけだ。

「まあ良いじゃない？　結果私もお姉ちゃんも助かったし、村の人たちも目覚める事が出来たんだからさ」

「そうですよ。少なくとも私たちにとって一番の英雄がジンさんだというのは事実ですから。それはたとえ〝ジンさん〟に否定されても譲りませんよ？」

　パチリとウインクをするマリーの言葉はロロイプールで落ち込む彼女に俺が言った事の焼き直しだ。




『お前が何を言おうと、過去にどんな事があっても、俺にとってマリーベルってシスターはな、初めて俺の目を見て話してくれたスゲエ奴なんだよ』

『誰であっても、たとえお前であっても、「マリーベル」への侮辱はこの俺が絶対に許さねーからな』




　それを言われたら反論できねぇだろうが……んにゃろう。

「パクんなよ」




　そんな風に俺たちが話している時、複雑そうな瞳で見ていたイリスが口にした呟つぶやきを耳にした者は……残念ながらこの場にはいなかった。

「……それは、私の役なのに」







[image: ２章　『ああ！　ダメです、そんな使い方をしては……』]




　護衛騎士イリスと合流を果たした俺たちは街道を北上していた。

　元々マリーたちは世界全土で使用できなくなった光魔法の一種の回復・治療魔法の謎を解明、解決策を探る目的で聖せい光こう教会最大の都市『聖都』を目指す巡礼の旅の真っ最中。

　そして俺はこの世界から日本に帰る為ための手がかりを知る為に同じ場所を目指している。

　マリーが言うには『時空を超えるような魔法の存在は知らないけど、探るにしても聖都以上に魔法の事が集まる場所はない』らしい。

　身寄りも目算もないから、とりあえず俺はマリーと同伴する形で旅をしているのだが……その事について全身で〝不満だ〟と主張する人物がいる。

　言わずと知れた護衛騎士イリス・パルトネール女史、その人だ。

　弁護するマリーの手前あからさまに口にする事はないけど、歩く時には必ずマリーの隣をキープして、時々後方２～３歩程を歩く俺に警戒の視線を寄こす。

「……貴様、マリーの半径３メートル以内に近付くな。不審な動きをした時点で命はないものと思え」

「へえ、へえ……せいぜい後方支援させていただきますよ」

「ふん、貴様以上の不審者は私の後方にはいないのだがな」

「イリス！　何て事を言うんですか!!」

　イリスの物言いをマリーが嗜たしなめる。護衛騎士としてよく知らない俺を警戒するのは分かるけどよ……。

　しかし後ろから見ている限りイリスは騎士と名乗るだけあって隙がない。

　自然に周囲を警戒し、必ずマリーを視界に収めている辺りさすがはプロの仕事。

　だけど違和感がない事もない。

　それは彼女の背中に担がれた大きすぎる大剣だ。

　今は背中に背負っている状態だからさっきに比べればマシではあるけど、それにしても大きすぎて重すぎる剣なんて使えないだろうし、そして荷物にしかならない。

　俺への初撃では細剣レイピアを使っていた辺り、自分が大剣を使えない事を自覚はしているのだろうが、彼女はそんな無骨な巨大剣をメインだと言い張っていた。

　……何かこだわりでもあるんだろうか？

「さっきから何をジロジロ見ている……痴しれ者ものめ」

　そんな風に彼女の剣を眺めていたら、警戒をしていた彼女と目が合った。

「……別に、でっかい剣だな～ってよ」

「ふん……不ぶ躾しつけな目で我が家の家宝を見ないでもらおうか」

　不機嫌を隠そうともせず俺に文句を言うイリスにマリーは困った表情を浮かべて、ペコペコ頭を下げる……合流から今までこんな事の繰り返しだ。

　でも、意外な事に俺はイリスの態度に不快感はあまり感じていなかった。

　別に蔑まれて嬉しいＭ的なあれではないけど、ちょっと嬉しかったりもするのだ。

　何しろ俺に対して直接的に堂々と敵意を向けてくる輩やからは少ないからな～。




　そんな感じで歩みを進める事数日、少し小高い峠を越えた辺りで、勝手に肩に乗っていたユメが突然俺の首を強制的に横に向けた。

「んあ？」

「お兄ちゃんアレ、あっちの方にあるの……煙？」

　そう言いユメが指差したのは街道をもう少し行った先。ここからではまだハッキリとは見えないけど……確かに白い煙が薄うつすら上がっているような？

「馬車……のようだな。煙が上がっている……という事は襲撃を受けているのか？」

　釣られて手をかざしたイリスは目を細めて不穏な事を言う。

　ここからでも見えるのか？　結構目が良いな。

「襲撃って……強盗か!?」

「他にどんな意味があるというのだ。おそらく商人か何かの荷馬車が山賊辺りに襲撃されているところで……」

　と、そこまでイリスが口にした途端、誰よりも先に走り出した者がいた。

　困っている人がいるのならどんな状況でも動かずにはいられない、猪ちよ突とつ猛もう進しんな精神構造をしているその人物は勝算も作戦も状況確認も、何もなしに突っ走る。

「ま、待ちなさいマリー！　まだ山賊と決まってもいないし、状況も分からないのに突っ走るんじゃない！」

「それに本当に山賊だったらどうするつもりだ、バカ！」

「でも！　煙が上がっているなら怪我人が出ている可能性は高いって事ですよね!?　緊急時は即時対応が必要だってジンさん言ってたじゃないですか!!」

「それは安全を確保できる時の事であって……ああクソ！」

　反論するマリーは振り向きもしない。

　戦う事なんて出来ない気弱な泣き虫のクセに、こんな時だけ……。

「まったく……こんなところだけは昔から変わらん……護衛するこっちの都合を少しは考えて欲しいのに」

　額に手を当てて呟いたイリスの心情は、凄すごく共感できる。

　いや、むしろ彼女は昔からマリーの護衛騎士をしていたのだから、こんな事は日常の事だったのだろう。

　溜ため息いきが重なった時、イリスはハッとして不満そうに俺を睨にらみ付つけた。

「……苦労してそうだな」

「……うるさい！」




　マリーを追いかける格好で峠を下って行くにつれて、俺にも概要が見えてきた。

　確かに馬車が停とまっていて、煙が立ち上っている。

　ただ幸いと言うべきなのか、馬車自体が燃えているワケではない。馬車の行く先、進路上に何かを燃やされて足止めを食っているようなのだ。

　火や煙で暴れる馬を何とかしようとしている御者のオッサンが見える。

　だが確認できたのはそれだけじゃない。

　明らかにカタギには見えない色あせた不ふ揃ぞろいの服を着た男たちが数名、後ろから刃物を片手に幌ほろの中へと侵入しようとしている。

　どう考えても山賊が馬車を襲っている現場だろうな……。

「チッ、やべえな御者のオッサン馬を宥なだめるのに必死で、後ろの山賊に気が付いてねえ！」

「そ、そんな……御者さ[image: ][image: ]ん！　後ろで[image: ][image: ][image: ][image: ]す!!」

　マリーが大声を上げるが、御者のオッサンは全く聞こえていない。

　オマケに下りの全力疾走でも、まだ馬車までは距離がある。あの連中が馬車に乗り込むまでにはどうしたって辿たどり着つけそうにない。

　万事休すか？　一瞬そんな考えが過よぎった瞬間、俺の足元に光が集まって形を成し始める。それが武器召喚の光なのは分かるのだが……。

「!?　こ、これは」

　そいつは引っ越しを手伝い、ダンボールを運んでいたら薬ヤクの運び屋だと勘違いされた思い出トラウマの一品……台車だった。

「……なるほど！」

　召喚術の一種らしい武器召喚は意外と使い勝手が良い。俺が思いついていなくてもその時に合った何かを勝手にチョイスしてくれる。

「つまり、こうして使えってんだろ！」

「ちょっとまさかだよね!?」

　未いまだに肩に乗っていたユメの抗議を無視して、俺は台車としては最もやってはいけない使用方法を迷わずに実行に移す。

　台車に乗って坂道を下るという、日本だったら絶対にやってはいけない、良い子も悪い子も真似まねしてはいけない暴挙……だが。

「ここは異世界だ。行くぜお手製ジェットコースタ[image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

「いやあああああ！　ちょっとおおおおおお!!」

　ガガガガガガガ!!

　加速のついた台車のスピードは走るよりも数倍速く、周りの景色を消し飛ばして行く。

　そして乗り心地は最悪、揺れるわ跳ねるわ、安全性なんて知らないとばかりに乗った者を振り落とすかのように暴走して坂道を滑り〝落ちて〟行く。

　重力がなくなる度に下半身がギュッとなる……。

　そして騒音も凄すさまじい。

「な、なんだアレは!?」

「新手の魔物か？」

　前方では既に山賊たちも、台車で接近する俺たちの存在に気が付いてこっちを警戒している。ターゲットから意識が逸それたのならチャンスだが。

「ね、ねえお兄ちゃん？　ちょっと聞きたいんだけど？」

「…………何だよ」

「これ……どうやって止まるの？」

「…………………あ」

　台車という物は荷物を運ぶ為に作られた便利な道具である。

　ストッパーなどは付いているのだが、基本的にブレーキなんて代物は付いていない。

　何故なぜかって？　だって人が乗るようには出来ていないから。

「……だから乗って遊ぶなって言われるんだな」

　急接近する山賊たちゴールを前に先人たちが言いたかった事がしみじみと分かる。

「ああああもうバカ!!」

　ドガアアアアアア!!

「ぐあああ!?」

　俺たちを最速で送り届けてくれた台車は、山賊と思おぼしき男に激突して轟ごう音おんと共に消えた。

　武器召喚で出てきた物は破壊されても消える。

　つまりあのまま乗っていたら、俺たちは大おお怪け我がをするところだった……咄とつ嗟さに大人形態になったユメが上空に助け上げてくれなければ。

「わりい、助かったぜ」

「あんまり無茶しないでよ。召喚獣と主あるじは一いち蓮れん托たく生しよう、私がやられても自己精神世界アストラルサイドに戻るだけだけどお兄ちゃんがやられちゃったら終わりなんだから！」

　ホバリングしながら俺を持ち上げているユメは、いつもよりも呆あきれた様子だ。

　スマン、ちょい調子に乗りすぎたな……。

「い、つつ……野郎、一体何者だ!?」

　台車が激突した男は、どうやら山賊たちのリーダーだったらしく、他の連中に助け起こされながら俺を凄んできた。

「俺たちは大盗賊『白い虎』だ！　正義面で俺たちの仕事の邪魔をしようってんなら……」

「ああ!?　んだとコラ」

　地上に降りた俺に詰め寄る『白い虎』だかのオッサンだったが、俺が返事をした途端に言葉を止めた。

　というか、他の仲間たちも倣って動きが停止する……おや？

　そして次の瞬間にはリーダーのオッサンが青い顔でモミ手をしながら遜へりくだった笑みを浮かべた。

「な、なんだ、ご同業の方でしたか。その面構えからして、さぞかし高名な犯罪歴をお持ちなのでしょう？」

「……ハイ？」

　目が点になるとはこの事。

　何やら理解不能な、いや理解したくない勘違いをしていないか？　コイツら。

「あっしらはここいら一帯を縄張りにしているもんですけど、何だったら今日の獲物はお譲りしても……」

　そう言いつつどうぞどうぞと促すリーダーに、引きつった笑顔で同意する山賊たち。

「ぶふ！」

　そんな連中の態度に、とうとう堪こらえきれなくなってユメが噴き出してしまう。

　あ[image: ][image: ]つまり、俺の事を見て〝自分たちよりも格上の極悪人〟だと判断したと？

　なるほど、なるほど……。

　俺の手に光が集まって、折り畳み可能な梯子はしご、脚立の形になる。

「誰がご同業だ！　俺は善良な一般人の学生セイガクだ、一緒にするんじゃねえ!!」

　ガシャアアアアア…………！

「グボア!?」

「お、お頭！」

　俺は脚立の足を摑つかんで思いっきり振り回し、山賊のリーダーを吹っ飛ばした。

　固定用の留め金を外せば脚立は蝶ちよう番つがい状に動かす事が出来て、巨大なヌンチャクのように振り回す事が出来る。

　脚立だって本来こんな使い方をしてはいけないだろうけど、その辺の常識はもうどうでも良いだろう。

「俺の、どこを、どう見たら、山賊に見えるってんだ！　どの辺が犯罪者だっつーんだああ！　じっくり聞かせてもらおうじゃねえか!!」

　ガシャアアアアア！

「ひ、ひいいなんなんだコイツは!?」

「分かんねーよ！　こんな凶悪な奴は見た事もねえ!!」

　振り回し叩たたきつける度に脚立は特有の金属音を響かせる。

　意外と脚立は武器として使い勝手が良いのかもしれない。咄嗟に短剣や円月刀なんかで対応しようとする連中もいるけど脚立の届く範囲は広く、梯子状の部分を使えば打撃だけでなく首や腕に引っ掛けて拘束にも使え、武器を絡め取る事だって出来る。

「く、くそ、調子に乗るガボ!?」

　そして当然梯子として使う事も出来る。

　伸ばした状態で瞬時に足場にして上空に上がりそのまま上部で摑みなおせば、脚立は高い位置から縦の遠心力を得て敵を上から強襲する。

　襲う側のはずの山賊の連中は右往左往し始め、最も早はや大混乱に陥っていた。

　そんな中、さっき吹っ飛ばしたリーダーの男が頭を押さえつつ叫んだ。

「てめえらズラかるぞ！　計画が狂った、こんな凶悪な奴を相手にする予定なんてなかったんだからよ!!」

「チッ……確かにな」

「こんな凶悪面、手配書でも見たことねぇ……一体どんな極悪人なんだ？」

　お頭の号令を聞いた山賊たちは蜘蛛くもの子を散らす如ごとく山の方へと消えて行く。

　せっかく襲撃した馬車の方にあまり執着する事なくアッサリと引き下がる様は、山賊とはいえ連中は手て馴なれている証あかしなんだろう。

　お頭の命令に反論もない辺り、命令系統もしっかりしていそうだ……しかし。

「誰が凶悪面だコラ！　犯罪者に極悪人呼ばわりされる謂いわれはねぇぞ!!」

　腹立ち紛まぎれに手にした脚立を地面にガシャガシャ叩きつけると、茂みの向こうから「ひい！」って声だけが聞こえてきた。

　わざわざ俺に対して捨すて台詞ぜりふを残す意味はないだろう！

　山賊なんて本物の犯罪者たちに認定されるってのは、地味に刺さるんだよ!!

「その戦い方にその態度では、極悪人というよりは魔獣にしか見えんぞ？」

「ぐ!!」

　ようやく追いついたらしいイリスの冷静な言葉が胸に痛い。

「いいえ、これこそがジンさんの凄いところなんですよイリス！　見た目や行動、そして恫どう喝かつを巧みに使いこなし、被害を最小限に敵を蹴散らしてしまう。無数のゴブリンでさえもジンさんには手も足も出せずに逃げ帰ったくらいなのよ？」

「え……ゴブリンって森林地帯集団戦最強の魔物だぞ？　それを攻撃ではなく恫喝のみで追い払ったと？」

　そしてしっかり止とどめを刺してくれるマリー。だから、それは褒めてないんだって。

　あとイリスさんや……ドン引きするのは勘弁してくれ。

「あ、あの……一体何があったのでしょうか？」

　そうこうしていると、さっきまで山賊たちが侵入しようとしていた馬車の幌から一人の女性が顔を出した。

　それはさっきチラリと目にした、茶髪を両端で三つ編みにし、少し褪あせた色合いの緑色の服を着たいかにも『町娘』といった風貌の、地味目だが可愛かわいらしい女性。

　どうやら幌ほろには荷物だけでなく人も乗っていたようだ。

「さっきまで剣を持った怖い人たちが〝さっさと降りろ〟って脅していましたから、てっきり山賊にでも襲われたのかと……ひい!?」

「あん？」

　しかし俺と視線が合った瞬間、青い顔で腰を抜かし、顔面を蒼そう白はくにしてガタガタと震えだす町娘。

「やややややっぱり山賊!?　私たちをどうするつもりなのです!?　お願いです、私には養わなくてはいけない病床の母と幼い弟たちがいるのです!!　どうか！　どうか、後生ですからお見逃しを！　お情けをおおおお!!」

　そして泣き叫び懇願する娘さん……。

　げんなりとして視線を逸そらすと、マリーは元より俺に懐疑的なイリスですら可哀かわい想そうなものを見るような顔付きになっていた。

　……もうやだあ……この展開。




「あ、あの……ありがとうございました。お陰で助かりました」

「いえ、私たちは何もしていませんので……」

　俺がしばらく地面にのの字を書くのに忙しかった間にマリーたちの説明が終わったようで、御者をしていたオッサンが礼を言ってきた。

　ちなみにさっき腰を抜かした町娘は、幌の向こうからチラチラとこっちを見てばかりいて、たまに見える顔には〝やらかして死ぬ程気まずい〟と書いてある。

　まあ良いさ……いつもの事だ。

　事情を聞くと、どうやら御者をしていたオッサンは町娘の父で、この先に行った所にある町の商人らしく、本日は仕入れた商品の運搬の真っ最中だったとの事。

「運搬はいいが、店主自らが御者をして……数人の女性が同乗しているようだが……護衛は付けていないのか？」

　商品の運搬など格好の獲物、護衛も付けずに山中を行くなんて襲ってくれと言っているようなものなんだそうだ。

　イリスの指摘にオッサンは気まずそうに頰ほおを搔かく。

「それが……傭よう兵へいを雇っていたのですが、さっきの山賊の襲撃であっさり逃げちまったらしくてね」

「は？　逃げた？」

　俺があまりの事に声を上げると、イリスが溜ため息いきを吐つく。

「護衛の仕事は何もなく終われば良い、護衛対象と一緒に目的地に着けば終了って思い込んでいる輩やからが多い。自分たちが『有事の際の戦力だ』という事を履き違えているバカが少なからずいるのさ。特に責任の生じない傭兵にな……」

　つまり、自分たちは『護衛と一緒に歩く』事が仕事だとでも思っていると……。

　何もしないで机に一日中座っているのを仕事をしていると言い張るダメ社員みたいな理屈だな。

「その通りです。おかげで危うく我が商店の新人たちを失うところでした」

　幌の中には腰を抜かした町娘の他にも人が乗っていて、彼女たちはこれから店で雇う為ために別の町や村から募った人材らしい。

「我が町『ガロンディル』では最近手先の器用な若い娘が不足してまして……」

「若者の流出……過疎化ってか？」

　俺にとって若者の人材不足で真っ先に思い付くのはそれだ。

　この世界にも日本で言う東京みたいな大都市があって、地方の若者はみんな都会に行ってしまったのだろうか？

　しかしオッサンは俺の呟つぶやきに苦笑いをして首を振った。

「いいえ、町の若い女性がいなくなったワケではないのです。町に元々いた娘たちが働く事が出来なくなってしまっただけで……」

「まさか……何か病ですか!?」

　こういった話を捨て置けるワケもないマリーが勢い込んで聞くと、オッサンはゆっくりと頷うなずいた。

「聞いた事はないかい？　瞳を見ただけで体が動かなくなり石像と化してしまう特有の魔物がもたらす病を」

「石化……ですって、まさか!?」

　驚いた事にその魔物の名前はサキュバスと同様に俺でも知っているモノだった。

「無数の蛇の髪ゴーゴン・ヘア、大蛇の如き体で大地を這はい回まわり、一度石化の瞳を見た者を石と化してしまう化け物……ガロンディルはメデューサの脅威に晒さらされているのだ」

　石化、文字通り体を石にされてしまうＲＰＧでもおなじみの状態異常の一つ。

　動く事が出来なくなるだけでなく、特殊な道具や魔法を使わないと回復する事が出来ない厄介な代物だ。

　当然だが魔法に依存しすぎていたのに回復・治療魔法の失われたこの世界では治療手段がない……となれば、一度石化したら終わりという事にならないか？

　同じ事をマリーも考えたようで、俯うつむきながら下唇を嚙かんでいる様は複雑そうな、それでいて自分を責めているようで、『私が魔法を使えなくなったばかりに……』なんて考えているのが丸分かり……ったくこのシスターは。

　振り返った彼女は申し訳なさそうにしつつも、決意を分かりやすく表情に浮かべていて……この後、何を言い出すのかは予想が付いた。

「ジンさん、イリス……行きましょう、ガロンディルに。もしかしたら『眠り病』のように解決の糸口が見つかるかもしれません！」

　……ほらな。
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　結局俺たちは逃げ出した傭兵の代わりに、馬車の護衛をしつつガロンディルの町を目指す事になった。

　当初は厄介事に首を突っ込む事にイリスが反対していたのだが、涙目のマリーのお願いきようはくに渋々折れたのだった。

　うん、あれは汚ねえな……良心にズキズキ来る。

　ともあれ護衛として同行する事になり、さっきの山賊たちの再襲撃でもあるんじゃないかと警戒をしていたが、あれから襲撃どころか人っ子一人出会わない。

　それがかえって心配になってくる。

「山賊共は襲ってこないな……本格的に撤退したのか？」

　どうやらイリスも同じ事を考えていたようだ。

「きっと、ジンさんに恐れをなしたんでしょう。一刻も早く逃げなくてはいけないと思うほどに」

「……その辺を否定はしないがな。それにしても山賊にしては引き際が良すぎるような？」

　いや否定してくれ護衛騎士、冷静な顔で肯定しないで欲しいな。

　あと思わせぶりな推測も、フラグにしか思えなくなる。

「伏兵とか用意してなけりゃ良いが……町までしばらく森林が続いているみたいだしな」

「貴様はせいぜい殺気を振りまいて威嚇していろ。さっきの様子なら番犬代わりにはなるようだからな」

「あん？」

「伏兵がいたとしても同業の凶悪犯になら連中は道を譲るのだろう？」

「…………」

　イリスの物言いは相変わらず俺の事を警戒したままで、気に入らない態度を崩さない。

　だけど、使えるものは使おうとする冷静な思考は保っているようだな……方向性は実に不本意だがな。

　この後の道のりは特に問題も起こらず順調だった。

　イリスの提案で俺が最前列を歩いていた事が威嚇になっていたとは思いたくねーけど。

　むしろ一番気になるのが道中ずっと幌の向こうからビクビクと俺の方を見てくる三つ編みの女性だ。

　気になるけど、もう気にしない事にする。

　そして遠くにガロンディルの町並みが見え始めた辺りでイリスが唐突に話し始めた。

「もう少しでガロンディルの町に入るワケだが、ここで私から一つ提案がある」

「「提案？」」

　今度はマリーの頭にしがみ付いていたユメが一緒になって小首を傾かしげる。

「ああ、聞くところによるとロロイプールでは修道女という事で、入村時にかなり揉もめたそうではないか。マリーは奴隷と偽るしかなかったとか……」

「それは……」

　２年前を境に、回復、治療の魔法が使用不能になってから、僧侶や神父、修道女といったいわゆる聖職者の地位は急降下している。

　世知辛いもので、それまでに『聖女』として大勢の人々を救ってきたはずのマリーでさえも厄介者として最初は入村を拒否されていた。

　いや、むしろ『聖女』だったネームバリューが足あし枷かせになっている。

「アンタが言いたい事は分かるが……どうしようってんだ？」

「簡単な事だ。修道女、教会関係者と思われないように修道服を普通の服に着替えれば良いのだ。それだけでパッと見シスターには見えなくなる」

「ああ、確かにそりゃそうだ」

　俺だって一目でマリーをシスターと思ったのは、いかにもな格好をしていたからだ。

　盲点……という程でもなく、むしろ何故なぜ今まで気が付かなかったのか。

「そもそもマリーは何でその修道服で旅してんだ？　巡礼とはいえ、今の世情は聖職者に対して厳しいだろ？」

　そもそもこんな分かりやすい格好をしていれば無用なトラブルを引きこみやすい。

「聖職者としての矜きよう持じか？　自分はいかなる事態に陥っても敬けい虔けんな信徒であるって」

　だからこそ侮蔑の視線も、身の危険も顧ず聖職者としての格好を崩さないというのか？　だとしたらその矜持に意見するのは無粋か……。

「いえ、単に修道服以外持ってないんです。元々服飾をあまり買わなかったので」

「聖せい光こう教会で聖女として活動していた時も、マリーはいつも同じような格好をしていたからな……〝動きやすいから良いんです〟とか言って」

「あっそ……」

　思ったよりもズボラな理由だな。

「自分の事には、とことん金を使わないからな～マリーは」

「何を言っているんです。私は自分の為にしかお金を使った事はありませんよ？」

「はいはい、そうですか」

　会話の全容は分からなくてもマリーが一体何に使ったかは予想が出来る。

　まあ自分の為と称して寄付かなんかに回したんだろうな。

　それで自分が持っているのは修道服しごとぎだけなのは、なんとも彼女らしい。

「だが、持ってないからと言って再び要らぬ諍いさかいを起こすのも得策ではないだろう？」

「そ、それはそうですけど……」

　イリスの結論にマリーは不承不承という感じで頷いた。

「そこでだ……ガロンディルへ入ったら、まず服屋に行こう。一目で修道女、ましてや聖女には見られないような、マリーに似合う可愛かわいい服を見繕わなくては!!」

　ん？　握りこぶしで何やら意気込むイリスから何か不穏な本音が見えたような？

「う～ん……修道服以外のお洋服を着た事はあまりないから、どんなのが良いのか分からないし……そもそもお金が」

「心配ない！　コーディネートは任せなさい。マリーが着たら似合いそうな服は散々妄そ……いやシミュレートしてきたからな。金は私が出すから問題ない！」

「ええ!?　ダメだよそんなの……だったらこのままでも」

　金は私が出す発言にマリーが抗議すると、イリスは彼女の両肩をガッシリつかんで真まっ直すぐ瞳を見据える。

「マリー、今回は起こりうる問題を回避する為ために準備をするという必要不可欠な出金。これは共に旅をする仲間として必要な事で、拒否するのは貴女あなたの我わが侭ままになる」

「!!　そ、そうなの？」

　旅をする上で障害になるのに、己の感情を優先して拒否するのは我侭に当たる。たとえそれが良心からの言葉だとしてもだ。

　チームプレイとして考えるとイリスの言っている事は正しい。

　納得するマリーを他所よそにイラン事呟かなければだが……。

「ふふふ……この頑固なシスターを合理的に着飾らせる絶好の機会……可愛らしい魔導師も良いし、後輩っぽい騎士の服も……夢が広がる……ふふふふふふ」

　マリーの幼おさな馴な染じみから漂い出すのは、百合ゆりの香りの危険なオーラ……大丈夫なのか？　この護衛騎士は。

　一抹の心配を感じていると、イリスは一転して凛り々りしい目付きになり俺に振り返った。

「ああ、ついでだがお前も何か見繕うと良い。そんな黒一色の服では怪しい事この上ないからな」

「そんなに問題なのか？」

　異世界転移から今までずっと俺はガクランのままだ。

　だからと言ってもこっちの世界に来てから今までも黒い服を着た人間なんていっぱいいたと思うのだが？

「……本来全身黒い衣装は昼間なら神父や宣教師、夜なら闇に紛まぎれたい暗殺者アサシンが好む格好になる。今の世の中、後者だけでなく前者も良い印象がない……加えて」

「ああ、もう良い。分かった……」

　俺の風貌から明らかに後者にしか思えないってんだろう？




　ガロンディルはロロイプールのような村ではなく、木製の建物は少なくレンガ造りの住宅が多い。それが規模を大きくした、まさに『石の街』だった。

　外敵や魔物なんかの対応で、しっかりとした壁が作られていて兵隊っぽい連中がしきりに周辺を巡回している辺り、ある程度治安も良いんだろう。

　当然町に入る際に検問もあって、イリスが懸念していた一ひと悶もん着ちやくがあるかと警戒していたのだが、御者のオッサンはどうもこの町では結構な顔役だったらしく、あんまり詮索されずにすんなり入る事が出来たのだった。

「ありがとうございました」

「なに、助けられたのはこっちだよ。また機会があればよろしく頼むよ」

　そう言いつつオッサンは自分の店に向かって馬車を走らせ去っていった。

「さて、それでは予定通りに服屋へ……」

「あの……」

　今後の予定を口にするイリスの横からおずおずと、小さな声が聞こえた。

　それは物もの凄すごく気まずそうな顔をした、俺の顔面で悲鳴を上げてくれやがった娘さんの声だった。

　どうやらさっきのオッサンと一緒に行かなかったようだな。

　彼女は未いまだに怯おびえているようだが、それでも勇気を出して決意した瞳で俺に深々と頭を下げた……なんだ？

「あの……先ほどは失礼しました。助けていただいたというのに、あのような無礼な事を」

「あ、ああ……いや」

　それは俺にとっては年に何回か訪れるイベント、悲鳴の後の謝罪。

　これが結構面倒であり、向こうとしては心苦しいだろうが受けるこっちもこっちで心苦しいもんだ。

　こっちはもう俺の顔面＝悲鳴はデフォルトであると割り切っているつもり……だからな。

　うん、割り切れているんだ……毎回胸が痛いけど。

　しかし俺が口ごもっていると、イリスが半笑いで割って入ってきた。

「気にする事はない娘さん。こんな見るからに怪しい男に悲鳴を上げない方がおかしいからな。むしろ警戒して然しかるべきであるゆえ」

「ああ!?」

「ちょっとイリス!?」

　より無礼なイリスの物言いに彼女の謝罪に対して無礼になる事なんてどうでも良くなり、反射的にドスの利いた低い声が出た。

「んだとコラ、誰が怪しいだと、あ!?」

「その目付きに横柄な態度、オマケに野獣の如ごとき戦い方、どこを取っても不審者にしか見えんではないか貴様は……」

　自然とポケットに手を突っ込んで下から睨にらみ付つけてやると、イリスはイリスで上から臆する事なく睨み返してくる。

　メンチの切り合い……俺の目にハッキリとイリスの『お前が気に食わない』って感情が映る……ほう、良い度胸だ。

「わ、わ～わ～止やめて下さい二人とも！　往来のど真ん中で!!」

　慌てて止めに入ったマリーによってメンチの切り合いは一時中断になった。

「チッ……」「フン……」

　俺とイリスが同時に視線を逸そらすと、タイミングを見計らっていたようで三つ編みの彼女が話し始めた……お気遣い、申し訳ない。

「私、リトリーっていいます。この町は地元ですから宜よろしければこれから案内しましょうか？　お洋服を見に行く話もしてましたし」

　気さくにそう言ってくれるリトリーさんにマリーは顔を輝かせる。

「本当ですか!?　あ、でもお仕事の途中では？」

「ああ大丈夫ですよ。今日は仕入れの品物のチェックだけでしたから町に着いたら終了だったんです。　……さっきの事もあるので父も今日は上がれって言ってましたし」

　出会い頭の印象は悪かったが、普通に良い人らしいな。

　知らない町でのガイド役は非常にありがたい。

　俺たちはそう言ってくれるリトリーさんの好意に甘える事にした。

　まずはイリスが宣言した通り、商店街に立ち並ぶ服屋へと足を運んでいた。

　そして件くだんの服屋を案内してもらってから一番テンションを上げているのは、やっぱり言いだしっぺのイリスだ。

　初対面時切りかかってきた危険な雰囲気も、騎士の凛々しい様もどこへ行ったのかという程に鼻息が荒い。

　それは入店から一時間以上経たっても変わる事なく。

「ハア、ハア、ハア、くう、似合う！　いつもとは違う黒い魔導師服。やはり、私の予想に狂いはなかった!!　神の如き真理が今まさに目の前に……」

「こういうのは巡礼には向かないと思いますけど？」

「いや、しかし新米騎士な方向も捨てがたい……むう、しかし魔導師服に魔法使いの三角帽は私の長年の夢……それを諦めるなど」

「あの～イリス？」

「な！　なんだと!?　これは若草色のワンピース！　ワンピースに麦むぎ藁わら帽子の村娘風のマリー……お、おのれぇここに来て伏兵とは卑ひ怯きような!!」

　現在マリーは絶賛着せ替え人形中。

　試着させられるマリーは困ったように意見するけど、イリス側は全く聞こえていないらしくコーディネートに四苦八苦……いや四喜八喜している。

　まあ戸惑っているマリーには悪いが、着せられた黒を基調にした服と三角帽子はまるっきり可愛い魔法使いって感じで、似合っている事に反論はない。
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　目が合うとマリーは少し涙目で助けを求めていたが、俺は気のせいだと思い込む事にする。異世界だろうが、こういう時に口を挟むべきではないのだ。

　俺は親指を立てるだけで『ガンバレ』と見送っておく。

「ねえ、お姉ちゃんの魅力って上辺だけで完成するものなのかな？」

　ニタリと絶対に自分も面白がる気満々なユメの言葉にイリスはハッとする。

「そ、そうだ、私は何を見ていたのだ。上辺の服のみでマリーの全てが完成されるワケがないではないか！　くうう……なんという未熟、見えないところですら怠ってはいけない事に気が付かなかったとは!!」

「ふえ!?　な、何よそれ!?」

「すまない、私は下着のコーディネートの重要性を失念していた！　上辺だけで悦に入っていたのは私の油断が招いた失態……」

「勘弁してよ!?　そこまでは旅には関係ないでしょ!?」

「何を言っているの。女性は見えないところこそ飾るものなのよ～？」

　会話内容はふざけ合う女子高生のそれ……多少一方通行に思えるけど。

　いつでも誰に対しても一歩引いた態度のマリー、ある程度親しくなったと思う俺に対してだって必ず敬語だ。

　イリスとの会話は本当に気心の知れた友達に対するそれだし。

「いいねえ、友達ってのは」

　俺は二人の邪魔をせずに自分の服を見繕おうと思って、吊つるし売りの男性用服を見て回る事にした。

　そんな時に目に留まったのは服を着せられた一体の石像。

「コレって……まさか石化した人間!?」

　俺はその時、この町の『石化』の話を思い出して思わず口にしてしまったが、同時にガイド役をしてくれているリトリーさんが苦笑いをする。

「違いますよ、それは元々店に置いてあった見本人形です。服を客に着せてみせる為ための」

「見本……ああマネキンか」

　本来なら真っ先に思い付く事なのに、前情報のせいで邪推してしまっていた。

「しかし、石造りのマネキンなんて初めて見たな」

「ガロンディルは別名『芸術の町』ですから。この店にある服もそうですけど、芸術家で本職を目指す連中が練習で作った代物を安く回してくるんです」

「へえ～なるほどな」

　どうりで……ファンタジーな中世ヨーロッパな世界のワリにさっきからイリスが嬉き々きとしてマリーにあてがっている服はどれもパンチが効いていると思ったんだよ。

　しかし芸術家が食えないってのはどこも一緒らしいな。

　大成功すれば大もうけだろうが食えないのがザラ、今は世界的に有名な芸術家であっても生前から評価されていた人物というのは少ないらしい。

　でも、だからと言っても何もしないで食えるワケもなく、そして腕を磨かなくては上達などしない。

　この町の商店はそんな利害関係で持っているのだろう。

「大成した人は国や貴族のお抱えになってここから出て行くんです。こういった店は彼等が上に行く為の踏み台として稼ぎの元になっているんです。うまく行けばこちらも〝あの有名な芸術家が作った服〟って謳うたい文もん句くで値が跳ね上がる事もありますし」

　マネキンの石像を見上げて苦笑いで話すリトリーさんだが、こういうやり方で利益を上げているのは強したたかだし、清すが々すがしくもある。

「これを彫った彫刻師も今じゃ結構稼いでいるらしいですよ」

「へえ、今は腕を上げてるって事か？」

　俺が軽く言うと、リトリーさんが少し渋い顔になった。

「どうでしょうね……一度練習の為にって私もモデルをやった事があったんですけど」

　反応を見るに、まだまだ修行が必要なのかな？　その彫刻家は。

「じゃあリトリーさん、本当に石化した連中なんているのか？　俺は今日初めてこの町に来たんだが、どこにもそんなのは見なかったんだが……」

「えっと……身内だったら大事に自宅に安置されていますし、身寄りがない場合でも教会の聖堂に厳重に保管されていますね。教会は今参拝者も滅多にいませんし」

　……考えてみればその通りか。

　ＲＰＧや物語では石化ってなると、町に入った瞬間そこかしこに石化した石像があるイメージだったけど、あれは恐怖を煽あおる演出。

　常識的に考えれば石化したって雨ざらしにするワケないか。

　でも、これで『石化した人間』ってのがいる確証が持てたな。

「……リトリーさん、俺に合う服を見繕ってもらえるか？　今一俺にはセンスがなくて」

「そう言われましても……この町の出身ですが、私は普通の服が一番良いと思っている方ですから」

　つまりガロンディルの服が尖とがっている事は否定しないのな、正直な人である。




　それから更に一時間後、俺たちは町の大通りを歩いていた。

　ちなみに俺は結局何も買わずにガクランのまま。

　リトリーさんの名誉の為に言っておくが、選んでくれたのはどれも一般的な村人や町人に見える至って普通の服だった。

　だが、いざそれを着て見せると……。

『何故なぜ貴様は単なる布の服でそこまで迫力を出すのだ！　ゴロツキよりも犯罪者よりもらしく見えてしまうとは……嫌がらせか!!』

『うるせえな！　泣くぞ畜生!!』

　などという心温まる事件が起こってしまった。

　どうしても『こっちの世界』に寄せた服を着ると、ど～しても『こっちの世界の悪人』に寄ってしまうらしく……それならばガクランの方がマシって結論になったのだった。

　……もうこの際防具としてフルプレートの鎧よろいでも着るかな？

　対してマリーはというと、さすがは時間をかけてコーディネート〝された〟だけあって素晴らしい出来栄え。

　若草色のワンピースに、リボン付きの麦藁帽子が非常にマッチして良く似合っている。

　少々恥ずかしがっている様も被写体の価値を存分に引き上げている。

「……可愛い」

「……ああ、あの恥じらいの表情がまた……ハ!?」

　思わずイリスと共にホッコリしてしまったが、俺とシンクロした事が気に食わないのか彼女はギロリと睨み付ける。

「貴様……幾らマリーが持って帰って抱き締めて一緒に寝たい程可愛いからといって、不用意に近付いたら……分かっているだろうな」

「それで俺に忠告しているつもりか？　自分の欲望がだだ漏れじゃねーか……」

　まあコレでシスターには見えないから教会関係の迫害の心配はないだろう。

　ただ、これは別の意味で目立ってないか？

　しかも武装したイリスが常に隣にいるから、コレだと町娘というより〝お忍びの貴族令嬢〟にしか見えねえ……。

「ちょっと……すみません」

　そんな事を考え大通りを歩いていると、不意にマリーに声を掛けてくる若い男がいた。見た目は中肉中背、どこにでもいそうな平凡な顔付きだが……。

「え？」

「突然申し訳ありませんが……ぜひモデルをやっていただけないでしょうか？　勿もち論ろんお礼はお支払い致しますので」

「あ、貴方あなたはこの前私をモデルにした……」

　リトリーさんは男と面識があるらしい。

　っていうか、この前モデルをやったって事は……コイツ、さっき彼女から聞いた腕前が微妙なマネキンの作者か？

　リトリーさんの存在にはその時気が付いたようで、男は驚きよう愕がくしたように目を見開いた。

「あ!?　え……？　な、なんで？」

「な～に、また彫刻の練習？　少しは腕を上げたんでしょうね？　なんだったらこの前のリベンジにまた私をモデルにしてみる？」

「え？　ああいえ、２度も同じ方にモデルをしていただくワケには……」

　そうしどろもどろに言う男。２度同じ人をモデルにしないというのはこの男の拘こだわりか何かなのか？

「私、この町で彫刻家をしている者でして……もし宜よろしければ貴女あなたにモデルになっていただきたいのです」

「え？　私が!?」

　マリーの瞳が驚愕に見開かれる。

　これは、いわゆるカットモデルみたいなものだろうか？　新人が練習を兼ねてタダで髪をセットしてくれる……的な。

　そんな男に対してイリスはマリーを庇かばうように間に割って入った。

「君、幾らなんでも初対面の女性に対して不ぶ躾しつけ過ぎないか？」

　威圧的、という程でもないが決して警戒は怠っていない冷静な護衛騎士としての対応は、まさに出来る女の風格。

　なんというか、俺に対する態度と違いすぎないか？

「あ、これは大変失礼致しました。そちらの方があまりに美しく、まるで聖女様の如ごとき神々しさに目を奪われてしまい……モデルをしていただきたい衝動が抑えきれず」

「マリー、この青年に少し時間を作ってはやれないか？」

　その瞬間に突然崩れ去る風格に思わずズッコケそうになった。

　コイツ、今マリーの事を聖女って言われた事に気を良くしやがったな……。

「う～む、やはり芸術を解する者は真の美を見み出いだす見識がある」

　うんうんと頷うなずくイリスにマリーは苦笑いで了承、そのまま男が用意した椅子に座って硬い表情でポーズを取る。

「おい、良いのかよ護衛騎士さんよ。素性のハッキリしねぇ奴のモデルなんざ……」

　俺がそう言うとイリスは露骨に不機嫌な顔付きになって舌打ちをする。

「護衛騎士たる私が傍そばにいるのだ、危険はない。それにマリーが今後聖女として返り咲く為にはこうした民との接触は必要なのだ」

　聖女として……ねぇ。アイツがそれを望んでいるとは欠片かけらも思えねーけど。

「貴様のような下げ賎せんな男には分かるはずもないがな」

「へえへえ……そーっすか」

　イリスの見下した目を受け流して硬直するマリーを見ると、その顔は笑顔だが引きつっている。

　石材の彫刻だというのにこっちの彫刻は土魔法を併用するらしく、３Ｄプリンターのように早い。あっという間に一体の石像が出来上がったのに俺は驚いた。

　出来栄えは……その後のイリスが散々ダメだししていた事から察して欲しいところだが。




「まったく、せっかくマリーを彫刻するというのなら、もっと神々しく美しく作り上げるべきだろうに……」

「そうですか？　私は中々の出来だと思いましたけど」

　完成品については本人はさておきイリスの方が不満だったようで、アレから随分時間が経たっているのに未いまだにブツブツ言っていた。

　だが当の本人はあまり気にした様子もないようで、拳を握り締める。

「では、これからこの町を悩ませている『石化』について調査しようと思います」

　石化、日本にいた時でも神話やゲームでは定番の状態異常だったけど……当然だが現代日本に存在する事例はない。

　こっちの世界特有の魔法的なアレなんだろうが。

「石化か……そういやマリー、お前はソレの治療に携わった事はあんの？」

「!?　貴様」

　俺がマリーに聞いた瞬間、イリスは怒りを露あらわにして俺に摑つかみかかってきた。

　あ、コレは少し誤解されたパターンか？

　これまでもマリーは魔法がほとんど使えなくなってから、あらゆる人々から侮蔑の誹そしりを受けてきた。

　イリスはマリーと古い付き合い、ならそんなシーンを何度も目撃してきたのだろう。

　彼女にとってはその事に不用意に触れようとする輩やからは総じて許せないんだろうな。

「お前にはデリカシーがないのか!?　この娘こにそれを聞くなど」

　しかし詰め寄るイリスの腕をマリーは摑んだ。有無を言わせない表情で。

「止やめてイリス、ジンさんが今私に聞いたのはそういう意味ではないから」

「いや、しかし……」

「ジンさんは私たちにはない知識と発想を持ってます。石化という事象を別の視点から見て解決策がないか探ろうとしているんですよ！」

「な、なんだと？」

「元々ロロイプールで『眠り病』の原因を突き止めたのはジンさんなのですから……」

「え!?」

　驚きの声と同時にイリスの手から力が抜け、同時に瞳が〝本当なのか？〟と訴える。

　ここは茶化すところじゃなさそうだな。

「……別に、俺の故郷じゃ普通の知識だったからな。俺は魔法的に考えるって習慣がねー代わりにそっちを知ってるってだけ」

　俺がそう言うとイリスは黙り込んでしまった。

　何やら物もの凄すごく複雑そうな顔で。

「すみませんジンさん。彼女も私の……その『聖女の護衛騎士』なんて事をしていた手前、２年前から今まで色々ありましたので」

「気にしてねーよ、大体想像は付く」

　幼おさな馴な染じみであり親友、オマケに護衛対象として守るべき存在。

　相手に対する批難や罵倒を容認できるようだったら、そいつはダチじゃねーよ。

「ご質問の石化についてですが……私も２年前に何度か治療を施した事はあります」

「へえ～やっぱり石化ってのはあるんだな」

「はい、私が携わった事があるのは〝なりかけ〟でしたので全身が石化していたワケではないのですが」

　ん？　なりかけ？

「石化ってのはいきなり石像になるんじゃねーのか？」

「そうですよ？　……ですよねイリス？」

　マリーがまだ俯うつむき加減のイリスに確認すると、彼女は溜ため息いきを吐ついた。

「……石化は元々『蛇髪族メデユーサ』の特有な魔力で起こる。連中の石化の瞳を見た者は全身がまず石のように麻ま痺ひして、そして手足の末端から徐々に石になっていく……らしい」

「らしい？」

「蛇髪族メデユーサについては伝承や口伝でそう伝えられている。マリーも私も、完全に石化した被害者を目にした事はなかった」

　そう言うとイリスはフイと向こうを向いてしまった。

　しかし、蛇髪族メデユーサに石化の瞳は聞いていた通りでしかないな。

「マリーが石化を解除する時って、特殊な魔法を使っていたのか？」

「いえ？　そう言えば石化に使っていたのは『解毒クリア』でした。特別石化を解除する魔法があったワケではありませんでしたね」

　……って事は、石化は人体にとって『毒物』の扱いだったのか？

　しかし実際に石になっちまう毒ってのはさすがに無理があるだろう。

　魔法が存在しているってだけでも日本人の俺には無理がある事なんだが……。




＊




　ＲＰＧでは情報収集や仲間を集める為ための便利な場所として、いわゆる冒険者ギルドってのが定番だ。

　ようは戦闘を生なり業わいにする傭よう兵へいなんかの職業斡あつ旋せん所の類たぐいなワケだが、こっちの世界でもその手の施設は村や町など人の集まる場所には一通り当たり前に存在するらしい。

　そして、やはりその町にある大きめの酒場が定番なんだそうだ。

　お約束って思わなくもないが、連中が集まりやすく情報を交換するにはどうしても酒場を拠点にするのが都合が良いんだとか。

　というワケで、次に案内してもらったのはこの町で唯一の酒場兼宿屋である。

　何でも蛇髪族メデユーサの討伐依頼なんてのも出ているらしく、その手の情報は自然とそういう連中の集まる場所にあるはずだから。

「……いらっしゃい」

「お邪魔するよマスター、本日のお客さん連れて来たよ」

　入店するとリトリーさんは気さくな様子で、カウンターの浅黒い顔をした口ひげのオッサンと会話を始める。どうやら知り合いのようだな。

「……アンタ等ら余所よそ者だな……酒か？　それとも泊まるかい？」

　オッサンの態度は淡々としている。

　リトリーさんの知り合いって事で少しまけてくれないものかな？

「……宿泊を三人、お願いします」

「前金で１５００、食事付きで１８００だ」

　ちなみにユメは現在自己精神世界アストラルサイドへ引っ込んでいる……いや、だって今いたら四人分の宿泊費が必要になるから。

　マリーは懐の財布から食事付きの金額をカウンターに丁寧に置く。

「確かに……それで？　アンタ等は何が聞きたいんだい？」

　こういう時、先に情報を求めるのはこういった場所ではマナー違反になるらしい。

　情報だって彼らにとっては重要な資金源、見返りも用意せずに聞いてはいけない。

　先に食事や酒を注文するか、今のようにチェックインをしてからなら彼等の『客』になる事が出来る。

　情報を聞くのはそれからだと前にマリーが教えてくれた事があったな……得意気に。

「蛇髪族メデユーサの討伐依頼と、討伐対象の情報があれば……」

　オッサンは「ああ」と一言呟つぶやいて、カウンターの下から一枚の紙を取り出した。

　それは蛇髪族メデユーサ討伐の依頼書らしく、蛇の髪ゴーゴン・ヘアを持ったオドロオドロしいメデューサの絵が真ん中に描かれている。

「賞金稼ぎの傭兵に向けての依頼書だ。金の出所は町自体からと、娘を石化された身内からだが……日に日に金額が上がっていやがる」

　って事は、被害者は未だに増え続けているって事か。

「今までも依頼を受けた傭兵たちはいたのだろう？　その者たちはどうしたのだ」

　イリスが勢い込むと、答えたのはマスターではなくガイド役のリトリーさんだった。

「蛇髪族メデユーサがいるのは町に隣接するガロンディルの森なんだけど、これまで依頼を受けて森に入った傭兵で帰ってきた人は一人しか……」

「一人!?　蛇髪族メデユーサというのはそんなにも強力な魔物なのか!?」

　驚きよう愕がくするイリスにマスターは重々しく頷く。

「その生き残りも相当恐ろしい物でも見たのか、しばらく恐怖で口がきけないくらいだったがな。そいつが言うには『無数の蛇の髪ゴーゴン・ヘアに燃えるような紅あかい瞳、６本の腕を持った上半身で、下半身は全体が見えない程長大な大蛇の姿』だったとか……」

　脳内に蛇女ラミアの親玉みたいな姿が浮かんでゲンナリしてくる。

　それは、出来ればお会いしたくないな……。

　不意にイリスの方を見てみると、妙に顔を青くして険しい顔をしている。

「どうかしたのか？」

「!?　な、なんでもないこっちを見るな無礼者め」

　イリスはそう言いつつ慌てて明後日の方を向いてしまった……なんだ一体？

「アンタ等も腕に自信があるんなら、コイツの討伐に挑戦してみないか？　この通り成功したら賞金も弾むからよ」

　依頼書をひらつかせ困った顔をするオッサンと一緒に頷くリトリーさんが目に入る。

　どうやら蛇髪族メデユーサはこの町にとって相当な厄介事のようだが……俺には一つ気になる事があった。

「なあ、この蛇髪族メデユーサってヤツは何でこの町の女を襲うんだ？」

　俺にはそこが疑問だった。

　サキュバスのユメが『他人の快楽と喜びの精神エネルギー』を糧にしていたように、蛇髪族メデユーサも石化を使う事で何か得があるんだろうかと……。

　しかし俺がその疑問を口にすると、二人のガロンディル町民は露骨に表情を顰しかめた。

「……元々ガロンディルの森には蛇髪族メデユーサの巣があったんだよ。２年前石化の治療が不能になった事で、今後の危険を考えて駆除したんだが……駆除しきれてなかったみたいでな」

「駆除って……まるで害虫のように言うんだな」

「意思疎通が出来ない化け物だぞ？　放っておいて何かあったらどうするんだよ、現に今も町に被害を出してやがるし」

　町の側としてはそう考えるワケか……俺だって地元にクマが現れたとしたら早く何とかしてくれと思うだろうしな。

　でも、なんだか嫌な感じがする。

　俺にとっては非常に馴な染じみ深ぶかい類の、嫌な感じが……。

　チラッとマリーを見てみると、彼女も似たような感じで眉を顰めている。

「……やっぱ、お前もそう思った？」

「ジンさん…………はい」

　俺もマリーも謂いわれなく批難される事に掛けては誰にも負けていない。どうしてもこういう場合には同族意識が生まれてしまう。

「うーん……これ以上町の人からの情報で探るのは無理か」

「だったらジンさん。ジンさんが私に教えてくれた方法を実践した方が早いのかもしれませんね」

「……実践？」

　言葉に意味が分からず聞き返すと、マリーは非常に良い笑顔で日本の諺ことわざを言った。

「百聞は一見にしかず、です」




＊




「うわ……こりゃ」

「ひどい……こんなの」

　リトリーさんに教えられた通りに教会へと足を運ぶと、教会自体はやっぱり２年前の魔法消失の一件で廃はい墟きよのようになっていた。

　しかしそれでも神聖視されていた場所だけあって〝こういった被害者〟を安置するのは都合が良かったのか、聖堂内部は荒れてはいない。

　ただ、扉の先に整然と並ぶ〝被害者〟の姿は荒れているというよりも異様だ。

「この聖堂に並んでいる石像は……」

　声を落とすマリーにリトリーさんは溜息を吐く。

「ご想像の通りです。この町の芸術家の卵の練習台や失敗作ではありません。そうだったらどんなに良かったか……」

　やはり、ここにある石像は全て人間が石化した姿か。

　それから俺たちはガロンディルで起こった石化に関する情報を発生当時から遡って聞く事になった。

「石化が起こり出したのは２年前です。丁度世の中が光魔法の件で大混乱している時期、ガロンディルで若い娘が行方不明になる事件が起こりました」

「行方不明？」

「ええ、何の前触れもなく突然いなくなって心配した家族が探し回った結果、翌日近くの山林で、その娘が石化して発見されたんです。しかし発見当初は安心したものの、知っての通り世の中から回復、治療の魔法が使えなくなってまして、石化を解除する方法がない」

「やはり…………」

　どうしてもこういった事件に２年前の光魔法の消失が関わっていて、その度にマリーの表情が沈んでしまう。

「石化する事件はそれから頻繁に起こるようになって……それが働き盛りの若い女性ばかりで……」

　この辺は商人の親父おやじさんが言っていた通りだな。

　そのせいで働き手を他から招き入れる必要があったと。

「そんな折、町を訪れた旅の吟遊詩人が教えてくれました。『石化は蛇髪族メデユーサしか使えない特殊な攻撃手段、この近隣に蛇髪族メデユーサの残党が潜んでいる』と」

　残党……宿のオッサンは駆除と言うし、この町にとって蛇髪族メデユーサは悪意の対象でしかないようだな。

「その吟遊詩人が言うには『彼かの種は生きとし生ける全ての者を石へと変じ、粉々に砕き散らす極めて残忍で邪悪な存在。ゆえに彼の種族はかつて神の名の下に粛清された』と」

「その話を元に、ガロンディルに潜んでいた蛇髪族メデユーサは討伐された……か？」

　リトリーさんは重々しく頷うなずいた。

　２年前、回復・治療魔法の消失と共にもたらされた石化を操る蛇髪族メデユーサの情報、それらが交じり合う事で『蛇髪族メデユーサは危険、排除する』という流れになったのか……。

「そんなに蛇髪族メデユーサってのは危険なのか？」

「貴様、向こうにいる石像とされてしまった人たちの無念は見えんのか？　年若い娘が、自由を奪われ人としての暮らしを奪われたのだぞ。この所業を悪と言わずに何と言うのだ！」

　俺の何気ない言葉にイリスは呆あきれたように言った。

　真っ直ぐに見据えるのも立派だが、うーん…………ん？

　俺は聖堂に並ぶ石化した被害者たちの姿に小さな違和感を感じた。

　それらは驚愕の表情を浮かべる〝全てが〟石になってしまった女性の姿で。

「何か……おかしくねーか？　コレ」

　俺はどうしても確認したくなり、石化した女性のスカートを下から覗のぞき込んで見る。

　その瞬間、マリーが悲鳴に近い声を上げた。

「な、なな何をしているのですかジンさん！」

「あ？　何って……」

　考えてみれば確かに今の俺の行動は非常にマズイ。

　理由はどうあれ女性のスカートを覗き込むのは……な。

　とりあえず一度弁明しようと振り返ったその時、いきなり目の前で巨大な塊が振り下ろされ、轟ごう音おんと共に床板が砕き散らされた。

　怒りの形相を浮かべるイリスの巨大剣によって。

「あ、あぶねえ、何すんだよ!?」

「何をする？　それはこっちのセリフだ!!」

　イリスは全力全開、顔を真っ赤にしつつ巨大な剣を床からメキメキと引っこ抜くと、再び俺に向かって上段に構える。

「石化して動く事が適かなわない婦女子のスカートを覗き込むとは……やはり貴様は不ふ埒らちな輩やからだったようだな！」

「いや、誤解だって！　俺はただパンツが見えないかと……あ」

　俺は言ってしまってから自分が思いっきり失言していた事に気が付く。いつだってこういう時は後悔が先に立つ事はない。

「どこが誤解だ！　直球ど真ん中ではないかあああ!!」

「うわああああ!?」

　ブオンと無骨な風切り音を上げて再度振り下ろされる巨大な剣は、またもや床に豪快に突き刺さった。

「逃げるな！　卑ひ怯きよう者ものめ!!」

「当たったら死ぬのに逃げねえワケねーだろ！」

「止やめて！　聖堂が壊れちゃう!!」

　イリスの上げる咆ほう哮こうの中、聖堂にマリーの抗議が虚むなしく響き渡った。




　それからしばらく怒れる護衛騎士に散々追い回される羽目になった。

　巨大剣はその重量のせいで数振りで終わったが、それからは徒手空拳による折せつ檻かんの嵐、細剣レイピアの時と同じように素早く繰り出される拳や蹴りは凄すさまじく、受け切るのがやっと。

　……あいつ、絶対あの剣を使わない方が強つえぇだろ？

　散々暴れた後、マリーに止められたイリスは疲ひ労ろう困こん憊ぱいに息切れをしていたが「貴様の好きなようにはさせんぞ！」などワケの分からん捨すて台詞ぜりふを残して、マリーと共に宿泊部屋まで引き上げていった。

「ったく、まるで台風だぜ。これだけ俺に突っかかってきた奴……日本でもいねーよ」

『にゃはは、でもちょっと嬉うれしいんじゃないの～？』
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「ん？」

　虚空から声が聞こえたと思えば現れ出たのは『夢』の字を中心にした光の魔法陣。

　その中央からロリサキュバス、ユメが顔を出した。

　召喚獣といえば、呪文詠唱で地面に魔法陣を出現させて、そこから現れるのを想像していたのだが、俺の召喚獣ユメは結構好き勝手に出てくる。

　本人が言うには『お兄ちゃんの自己精神世界アストラルサイドは出入りに制限は付いてないよ』との事だが。

　風呂やトイレで出てこねーか、気が気じゃねーよ。

　そのうち魔法陣から抜け出したユメは、一回転して地上に降り立つ。

「お顔のせいで最初から本気でケンカしてくれる人っていなかったんでしょ？　ましてや女性で、なんて」

「……言っておくが、さっきのはケンカとは言わんぞ。一方的に俺がやられていただけだからな」

　一方的に攻撃されるのはケンカとは言わん。良くて折檻、悪けりゃイジメだ。

「分かってるって～。でも一方的に攻められて嬉しくなるなんて……もしかしてお兄ちゃんって……イタイイタイイタイ!!」

　不当に主あるじをＭ呼ばわりする召喚獣わるいこには、鉄拳でこめかみグリグリの刑を与えてやらねば。

「嬉しくねーとは言わねーけど、そういう事じゃねーの分かってて無理矢理そっちの話に持っていこうとすんじゃねーよ」

「だって～、サキュバスとしては〝あ、ここだ！〟って時には行かないと。見逃す訳にはいかないのよ」

「種族を背負って立つ芸人じゃねーんだから……」

　一しきり最近は恒例になりつつある〝おふざけ〟を終えると、ユメは空いた席に腰掛けて、意味ありげに俺を見上げた。

「それで～？　何でお兄ちゃんは動けないレディにセクハラしようとしたのかな～。そんならしくない事しなくても、私なら言ってくれればいつでもＯＫなのに～」

　そしてワザワザ大人サイズになって足を組みウインクするユメ。

　ワザとらし過ぎるセクシーポーズは〝別の理由がある事〟を察している雰囲気だ。

　やれやれ……やっぱりユメは俺の召喚獣だな。

「知っての通り、俺は別世界の人間だ。そこの世界じゃ創作での石化はあったが、本当に体が石になる病や魔法なんてなかった。だから、俺は石化した人間を見たのは今日が初めてなんだよ」

「うん、そうだろうね。お兄ちゃんの自己精神世界アストラルサイドには魔力はあっても〝魔法のある気配〟がないから」

　契約したユメは俺の自己精神世界アストラルサイドに本体を置いていて、召喚していない時はそっちにいるらしい。

　そして俺の自己精神世界アストラルサイドは……ユメから聞いた限りでは『日本の自宅』っぽいんだよな。

　色々心配事もあるが、ユメはそのせいか擬似的に日本の『魔法のない世界』に触れているらしく、こういう異世界との差異を相談する時には重宝する。

「その上で、お前にも聞いておきたいんだが……石化ってどういう代物なんだ？」

「？　そんなの何度も聞いたじゃない。蛇髪族メデユーサの『石化の眼光』を見た人が体を石に変えられちゃうって」

　不思議そうにユメは俺の想像通りの事を口にした。

「そう、そこなんだよ。体を石に変えられるんだよ」

　その言葉が意味している事、そして俺が疑問に思っている事に何故なぜか誰もが、そして魔族であるユメですら疑問を持っていない違和感。

「体が石になるのが石化なら……服って体か？」

「あ!?」

　俺が言いたい事がようやく伝わったらしく、ユメは石化しているとされている町娘たちを見た。

　仮に石化を感染症の一種と捉えるなら石になるのは有機物質、肉体の部分だけのはずだろう。

「別の考え方でよ……身に着けているから服や装飾品も体と見なしたって〝魔法的〟に考えるんなら、まあアリかもしれねえけどよ。服と体の隙間、空間まで肉体と称して石で埋まってんのは無理がねーか？」

　ユメは俺の言葉にハッとすると、さっきの俺と同じように石化した女性のスカートを真剣な表情で覗き込んだ。

「!?　これって……」

「ユメ、俺はな……パンツが見たかったんだよ」
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　一ひと悶もん着ちやくを終えてジンを残して宿に戻ったマリーとイリスだったが、この宿には大きな浴場がある事を案内板で知って、早速とばかりに足を運んでいた。

「まったく、何なのだあの男は。石化して動きの取れない婦女子を辱めるなど男の風上にも置けぬ碌ろくでなしではないか！」

「あはは……多分ジンさんは〝そういうつもり〟でスカートを覗のぞいたワケではないと思うのだけれど」

　ジンのセクハラ行為に対して怒り心頭のイリスだったが、マリーがやんわりとフォローしているのが若干不満だった。

　そんな気分を払拭するように脱衣所のカゴに服を脱ぎ捨てていくと、均整の取れた筋肉の美しい体が露あらわになる。

　しかし当の本人は自分の体付きが不満だった。

「もっと体格が大きく筋肉が多ければな……」

「も～う、またそんな事を言って……イリスはそのままで良いのに」

「……今のままでは私は正式に護衛騎士を名乗る事は出来ない。マリーだって知っているだろう？」

「そうかな～？　私はイリス以外の護衛騎士なんて考えられないけど？」

　呆あきれたように言うマリーの、昔から変わらないその態度にイリスは苦笑してしまう。

　共に入浴など久しぶりだというのに話す内容は幼少期からずっと変化がない。

　その事が妙にこそばゆく感じてしまうのだ。

　しかし体の方は同じではなく、脱ぐたびに露になる白磁の如ごとき肌と聖職者にしては艶なまめかしい肢体、それを絶妙に隠す輝く髪にイリスは溜ため息いきを吐つきそうになる。

　だがマリーの体の前面に魔法陣を描いていた跡を目にしてイリスの血の気が一気に引く。

「マリー!?　それってまさか呪術転写の魔法陣では!?」

「え、きゃ!?」

　言われてマリーは慌てて自分の腹部を隠すが、時既に遅し。

「あ[image: ][image: ]、まだ消えてなかったんですね～」

　バツが悪そうに笑って誤魔化そうとするマリーであったが、イリスとしては気が気ではない。幼い頃から一緒で、更に護衛騎士でもあるイリスは今までもマリーの魔法による治療を目にする機会が多かった。

　その中には〝絶対にマリーにやらせてはいけない治療法〟が幾つかあり、そのうちの一つが他者の呪いを自らが受け入れる闇魔法『呪術転写』だ。

「バ、バカな!?　まさか……やったのかマリー!?」

　最悪の答えを予想して絶望感を覚えるイリスは、顔面を蒼そう白はくに変えてマリーの両肩をガッシリ摑つかんだ。

　しかし、当の本人は悪戯いたずらが見つかったかのように決まり悪く笑う。

「心配しないで……使わせてもらえなかったから」

「……え？」

　それから湯船に並んで浸つかりながら、イリスはマリーからロロイプールであった出来事の詳細を聞く事になった。

『眠り病』と言われた病の本当の意味。

　ネクロノミコンの呪いを打ち破れた理由。

　そして呪術転写を行おうとしていた事の顚てん末まつ。

　ゆっくりと、静かに語るマリーの声は浴室内に心地よく響き渡る。

「私は村の人たちの呪いを全て自分が受け入れるつもりで、こんな準備をしていたのに……ジンさんに怒られてしまいました。そんなバカな事は許さないって……」

「…………」

「私は、私一人が犠牲になって皆が助かるのならそれで良いと思っていたのに、あの人は言ってくれたんです。〝それがたとえお前であっても、『マリーベル』への侮辱はこの俺が許さねーからな〟って」

「そうか……」

　イリスはそれだけ呟つぶやくと、難しい顔になって天井を見上げる。

「ゴメンねイリス。逸はぐれていた間に勝手な事をしていて」

「……まったくだ。生かす目的でゴブリンの大群を引き寄せたのに、護衛対象が死に急ぐようでは私の立つ瀬がない」

「ウ[image: ][image: ]ゴメン……ブクブク」

　イリスの辛辣な言葉にマリーはシュンとして湯船に顔を沈めた。

「私もマリーが危険な時に一緒にいなかったのは失態だ。……その間を担ってくれたのが奴であるのは、はなはだ不本意ではあるがな」

「ブクブク……」

「しかし、不本意ではあるが……私も奴と同意見である事を忘れるなよ。その時には絶対に阻止するからな」

　ニッと笑いながらイリスはマリーの頭をポンと叩たたくと、タオルで纏まとめた長い髪がユサユサ揺れる。

「ただ、一言忠告しておくが、奴を、ニオウインをあまり信用しない方がいいぞ」

　イリスが真剣な顔で言った言葉にマリーは表情を悲しげに変えた。

「そんな……ジンさんは良い人よ？　私の話を聞いてなかったの？」

「……確かに奴はマリーを助けてくれたようだ。護衛騎士としては感謝するべき御仁である事は、認める……不本意ではあるが……」

「では、何故？」

「奴はそれだけの男ではないからだよ」

「え？」

　イリスの言いたい事が本格的に分からなくなったマリーは文字通り目が点になる。

「奴は強面こわもてでガラが悪い。その事について言及するつもりはないが、奴はその事を自覚して意図的に利用しているフシがある」

「……それは、分かるよ。現にロロイプールではワザと悪人を名乗ってましたし」

　マリー自身、今でもその事を思い出すと申し訳なさでいっぱいになるのだが。

　しかし難しい顔で腕を組むイリスの見解は少し違っていた。

「それは策略としての利用法だ。私が気にしているのはガラが悪く恐怖を煽あおりたい小物に意図的に見せかけている点だよ。マリーは奴が本格的に戦う姿を見た事があるか？」

「……そう言えばないね。いつも相手を脅して恐怖を煽って逃亡させるのしか」

「普段は上手うまく隠しているようだが、ふとした瞬間の足運びは目を見張るものがある。無駄な動きがなく、地面を擦るような動きは見事。おそらく実力は相当なものだろう」

　そんな細かい動きで相手の実力を推し量るイリスも相当なものなのだが。

　ちなみにジン本人にそこまでの意図はない。

　無用な争いを避ける為ためにワザとガラの悪い態度をしていたら自然と身に付いてしまっただけの事なのだが。

「強者が意図的に実力を隠しているなど、護衛騎士として私は警戒を怠るワケにはいかない。ましてや今の私の実力では……どうした？」

　気が付くとマリーは笑っていた。決して面白おかしい話をしていたつもりのないイリスは面食らってしまう。

「いいえ、やっぱり貴女あなたしか私の護衛騎士はいませんよ」

「……バカにするな。見てくれや風評のみで全てが分かっていれば、私もここまで苦労はしていない」

　イリスはイリスなりにジンという人物を見極めようとしていた。

　その事がマリーにはとても喜ばしい事だった。

「ただ、一つだけ忠告しておきます」

「なんだ？」

「あんまり油断していると、貴女も英雄にされてしまいますよ？」

　マリーはそう言ってイタズラっぽく笑って見せた。




＊




　私、イリス・パルトネールの親友は昔から誰よりも高い光魔法の素養があり、どんな大おお怪け我がも難病も、彼女に掛かればたちどころに完治してしまうほど。

　しかも人々から讃たたえられて増長するような聖職者が少なくないというのに、偉ぶる事もなく、高額な報酬も求めず、地位の高低に関係なく尽力する様は、まさに『聖女』だった。

　でも、普段は少し抜けたところがあり、少々変わっていた。

　今でこそ回復魔法に代わる『薬学』とやらを実践する為にあらゆる植物の知識を身に付けているが、植物についての興味は幼少の頃からあったようだ。

　それが花が綺き麗れいとか女性らしい発想ならまだしも、私が昔から聞いていた彼女の口癖は『イリス、この葉っぱって食べられるのかしら？』だった。

　そんな変わった娘こではあるものの、崇高な心と信念は本物だ。

　しかし２年前、光魔法の大半が世界から失われてからもそれは変わらず……そのせいであの娘は自分が救えなかった人たちへ過剰なまでの責任を感じ、重責に押しつぶされてしまっていた。

　その時、私は何もする事が出来ず泣き崩れるあの娘を見ている事しか出来なかったのだ。

　私はその無力な自分を恥じ、固く心に誓った。

　自分が、マリーベル・クレアシオンを一番傍そばで支え、守るのだと。




　入浴後、私は一人ガロンディルの商店街へと繰り出していた。

　理由は……あの不届き者、ニオウインに破壊されてしまった細剣レイピアの代わりを探す為。

　……くそ、あの男を思い出すと妙にイライラしてくる。

　いや、そうではないな……奴がマリーの傍にいる事を考えると言い知れぬ焦燥感に襲われ、平静が保てないのだ。

　数日前、ゴブリンの大群を引き付ける為にマリーと別行動を取らざるを得なくなった。

　あの時、その判断が間違っていたとは思わないのだが、そのせいで私にとって不利益が生じたのは否めない。

　そのたった数日の間に、奴はマリーの傍に立っていた。

　それだけではなく、奴は別のゴブリンに襲われていたマリーを助け、村で『聖女』として迫害されかかったあの娘を、自らを極悪人とし貶おとしめる事で、彼女に同情させ信用を勝ち取り、最後は村に蔓延はびこっていた問題解決の手柄の全てをマリーの功績にしてしまった。

　ロロイプールという小さなコミュニティーに限るが、それでも２年前に失われたはずの『聖女』の名を人々に唱えさせたのだ。

　マリーの為に剣となり、盾となり、そして贄にえとなる。

　それは、まさに私がやりたかった、幼い頃からの願いなのに……奴は、ニオウインはいとも容易たやすく、初対面からたった数日の間に成し得てしまった。

　容姿や態度を利用し実力を隠している……マリーに語った事は事実だが、それが自分に対する言い訳である事は、自分が一番良く分かっている。

　私は単に、自分よりもマリーの護衛騎士に相応ふさわしい者の登場に恐れおののき、認めたくないだけなのだ。

「……情けない」

　口から自然と零こぼれ落おちた言葉にイリス・パルトネールという未熟者を体現する全てが込められている。

　私は未いまだに護衛騎士の象徴である家宝『ディメンション』を使いこなす事が出来ておらず、今も間に合わせで細剣レイピアを買い求めようとしている。

「こんな事ではいつまでも……」

　理想と現実、体格に見合わない剣と見合った剣、身に着けた剣術にあった剣と合わない剣……護衛騎士として実戦を行う段になっても答えが出ない。

　私は、どうするべきなのか……どうなりたいのか……。




　蛇の如ごとき髪の女、闇より来たりて人の世に恐怖を誘う……。




　夕日に赤く染まる町でそんな答えの出ない問答を繰り返していると、不意に女性の美しい歌声が聞こえてきた。

　噴水の前、竪たて琴ごとを奏で集まった子供たちを前に歌っているのは勇者の英えい雄ゆう譚たんだ。

　しかし、勇ましく軽快な歌を歌い子供たちを楽しませているのに、〝赤髪の吟遊詩人〟の歌声は何故なぜか物悲しく聞こえてくる。

　ある日闇より生まれた蛇の髪ゴーゴン・ヘアを持つ、人を石像に変えてしまう瞳を持った化け物。

　邪悪なる彼かの者は大群となり、人間たちを尽ことごとく石像へ変え蹂じゆう躙りんした。

　皆が化け物の脅威に震え上がっていた時、光の精霊シャイナ・ロウに選ばれし一人の勇者が立ち上がる。

　勇者は怯おびえる者たちを纏まとめ上あげ、決起させる。

　そして奇襲を成功させた勇者たちは化け物の一族『蛇髪族メデユーサ』を壊滅へと至らせた。

　……彼女が歌う英雄譚はそこで終わった。

　聴衆の子供たちは分かりやすい英雄譚に拍手をして、目を輝かせ吟遊詩人へ聞く。

「なあ、お姉さん。その勇者様は今どこにいるの？」

「ふふ、そうだね。勇者は何も特別な存在じゃないよ。勇気を持って怪物に立ち向かう事が出来た者は誰もが勇者と呼ばれるの」

「え～？　どういう事？」

　疑問符を浮かべる男の子の頭を撫なでると、赤髪の吟遊詩人はニッコリと笑って見せた。

「このお話で邪悪な化け物に最初に立ち向かった彼も勇者なら、恐怖に慄おののいていたけど、その恐怖に打ち勝って立ち上がった人たちも勇者。つまり、勇気を持って間違った存在に立ち向かう事が出来るなら……君たちも勇者の一人って事なの」

「ほ、本当に～！」

「僕たちも勇者様になれるの！」

「ええ勿もち論ろんよ。邪悪な存在に立ち向かえ、間違った存在を絶対に許さず、怨敵を殲せん滅めつできるのなら……ね」




　敵、か……そうだな。

　今は目的を見失わず、敵を倒す事のみに専念すべきだな。

　ガロンディルを恐怖に陥れる蛇髪族メデユーサの残党を殲滅する。

　石化された人々の為に、そしてマリーの為にも。




＊




　翌日、いつもと変わらず柔らかい笑顔で「おはようございます」と言ってくれるマリーと、背後から視線だけで『調子に乗るなよ』と睨にらみ付つけてくるイリスの二人と宿屋の前で集合していた。

　そんなに睨みなさんな……アンタのお陰で今日の俺は熟睡してリフレッシュ状態なんだからよ。

　……野宿でも何でも、無防備なマリーの横ではどうしても熟睡は出来んかったからな。

　イリスが強固に主張してくれなければ、このシスターは平気で『お金が勿もつ体たい無ないです』と相部屋を希望しただろうしな……。

「なんだ貴様……その目は」

「いや、なんでもない」

　感謝の意を込めて見ていたのだが……伝わらないようだな、やはり。

　さて、蛇髪族メデユーサについての情報はガロンディルの町のどこででも聞くことが出来た。

　まあ当然か、実害がある身近な脅威に関心がない奴もいないだろうしな。

　ただ、蛇髪族メデユーサのいそうな大体の場所は知っていても、詳細な住すみ処かを知っている者は皆無、町に隣接する森にいるらしいというザックリとした情報のみだった。

　ただ〝行けば石像が教えてくれる〟という意味ありげな言葉は聞けて、ただ一人戻った傭よう兵へいの男もコレを元に討伐に行ったのだとか。

「ママ放してよ、僕は勇者なんだ！」

「いけません！　森には恐ろしい石化の化け物が潜んでいるのよ」

「だからソイツをやっつけるんだ！　邪悪な魔物に立ち向かう勇気がある奴はみんな勇者なんだって教わったもん！」

　情報を集めている時、町中でそんなやり取りをしている親子を見かけた。

　ヒーローに憧れ無茶をしようとしている子供を諌いさめる母親の姿を、俺は少々複雑な思いで見ていた。

「フム、なかなか勇敢な子供だな。率先して自ら悪に立ち向かおうとする姿勢は立派だ」

「……そうか？」

　俺の呟つぶやきが聞こえたらしく、イリスはあからさまにムッとした表情になった。

「何だ貴様。純粋な子供が正義に憧れる姿に不満でもあるのか？」

「いや、俺はこの町の住人じゃねーから。知らない奴に関して言う事は、今はねーよ」

　そう、俺は今何も知らない。

　さすがは芸術の町と豪語するだけあり、ありとあらゆる絵画や彫刻、曲や歌などが溢あふれている。

　しかしその作品の多くはこの町の脅威といわれている蛇髪族メデユーサに関する物で、どれもが『蛇髪族メデユーサの恐ろしさ』を強調した物か、勇者が蛇髪族メデユーサを打倒する『蛇髪族メデユーサの排除』を訴えかける物ばかり……総じて悪意でしか語られていない。

　だからこそ魔法の概念も、石化の概念も希薄な異世界人、しかも悪意で見られる事に慣れきっている俺には実像が何も見えてこない……脅威も悪意も感じないのだ。

「正義の心が間違っている、なんて言うつもりはねえ。だが、振りかざした正義が間違ってないって保証はどこにあるんだ？」

　実際に被害に遭っていない他人の戯たわ言ごと、と言われりゃそれまでだがな。

「ふん、捻ひねくれた事を言う……少年が英雄に憧れる姿を真まっ直すぐに見れんとはな」

「……悪かったな」

　こちとら顔面のお陰でヒーロー番組の怪人に感情移入してしまう幼少期だったんでな。







[image: ５章　ある日、森の中、出会った。]




　町を出てワリとすぐに件くだんの捻りのないネーミングセンスである『ガロンディルの森』に到着した。

　生い茂る木々のせいで昼間なのに薄暗く、方向感覚が狂いそうなものだが、意外としっかり歩ける道があり問題なく進む事が出来る。

　獣道という程でもない『何かを引きずったような』道なのが気になるが……。

「引きずったような獣道か、いよいよ大蛇って情報に信しん憑ぴよう性せいが出てきやがったな……ん？」

　俺の感想に何故なぜかイリスがビクッとしたが、それは置いておいて……獣道の先に唐突に人影が見えた。

「貴様、何者だ!?」

　イリスも気が付いたらしく、真っ先にマリーの前に立って細剣レイピアを構えた。

　俺も咄とつ嗟さにバールを召喚して構えるが……その人影はこちらに気が付く様子もなく、それどころか微動だにしていない。

「お～い、聞こえねーのか？」

　不審に思い近付いてみると……それは剣を構えた戦士風の男なのだが、目を見開いたまま全く動かないどころか瞬まばたきも、呼吸すらしていなかった。

　試しに触ってみると、まるで石のように固まっている。

「!?　マリー、これってもしかして……」

「間違いないですね、一度だけ治療した事がある蛇髪族メデユーサの石化と同じです」

「やはり帰って来なかった傭兵たちも犠牲に……おのれ、蛇髪メデユーサめ……どこまで悪行を繰り返すか」

　マリーの診断に憤り拳を握るイリスだが、俺は別の事が気になって硬直して動かない男の手袋を引き抜いてみた。

「なあマリー、石化って硬直の後徐々に石になっていく……とか言ってなかったか？」

　俺は蠟ろう人にん形ぎようのように硬直しているが、決して石にはなっていない指先を見て疑問を述べてみる。

「石……にはなっていませんね？　硬い事に違いはありませんが」

「石と化すまでタイムラグがあるんだろ？　そんなに重要な事か？」

　首を捻るマリーにイリスは軽い口調で言うが、それでは前情報におかしな点が出てくる。

「最初に発見された娘は翌日に石像で発見されてるんだろ？　宿屋のオッサンの話じゃ討伐の傭兵、コイツらが森に入ったのは昨日今日じゃねーはずだぞ？」

「それは、そうかもしれんが……だからどうしたと言うのだ！」

　俺が言った事に納得するのが不満なのか、不機嫌そうに吐き捨てるイリス。

　だからどうした……そう、何かコレが意味する事がある気がするんだが……？

　しかしまあ、疑問が残るのは仕方がないが、少なくともこれから石化の眼光を持つ何者かと対たい峙じしなくてはいけない事に変わりはないよな。

　こんな物証が目の前にいるんだし……。

　それから森の奥へと歩みを進める俺たちの前には、さっきと同じように立ったまま硬直する蠟人形のような傭兵たちがチラホラ現れた。

　武器を構えた者もいれば、魔法を唱えようと杖つえを構えたまま硬直している者もいる。

　実状を知らなければ良く出来ていると感心していたかもしれねーな、蠟人形として。

「なあ、ちょっといいか？」

「……なんだ下郎」

　俺は戦闘この手の話はマリーよりもイリスに聞いた方が良いだろうと思い声を掛けるが、イリスは露骨に不機嫌な顔になった。下郎って……。

　恐れられる事は日常だったが、ここまで露骨に嫌がられるって反応は初めての経験だ。

　そもそも俺は何かしたっけ？　せいぜいロロイプールで護衛対象であるマリーに対してセクハラを繰り返したくらいで…………うん、まあ嫌われて当然か。

「蛇髪族メデユーサってのとはどうやって戦うもんなんだ？　鏡を使って戦う、なんて聞いた事はあるけどよ」

　メデューサと戦う時は、石化を避けるために鏡の盾を使うって話は日本でも有名なギリシャ神話に出てくる。

　もっとも、俺だって公式戦に出た事は一度もないが武術を齧かじっている身。そんな戦い方が現実的に実戦で使える可能性が低いことは重々承知している。

　案の定、イリスは俺の意見に呆あきれた表情を浮かべた。

「蛇髪メデユーサ対策の鏡か？　確かに一時期はそんなヨタ話が世間で流布されていたがな。有名過ぎて蛇髪族メデユーサにすら周知されているらしい。連中は更なる対策さえ持っているだろうな」

「おっと……そう来るか」

　ギリシャ神話の『鏡の盾』の戦い方だっていわゆる奇襲でしかないものな。

　仮に先に手口を知られていたのだったら、神話の結果は変わっていただろう。

「それに、貴様も武人であるなら分かるだろう？　鏡越しに判断しながら対峙した敵と戦う事など出来るか？」

「……無理だな。ガン付けを避けてタイマン張れりゃ、苦労はねえ」

　戦闘時に見るべき情報は非常に多い。

　相手の手足、肩、肘、膝、足の向き、目線などで次の動きを判断し、更に相手の性格、感情の動きすら考慮して予測する事も必要で……列挙すればキリがない。

　目を背けて戦えるなら、そいつは最も早はや盲目の達人だ。

「戦いの対策と言っても、蛇髪メデユーサの目撃例は極端に少ない。腕が６本の大蛇だったって言う者もいれば、女性の姿で髪と武器を駆使して戦うという情報もある」

「髪を使う？　ああ捕縛か？」

「同時に移動もだ。蛇のように自在に操る髪を木々に巻き付け飛び回ると……これも確証のない情報だが……」

　厄介極まりないな、戦闘になった時、今の情報では対応策が絞りきれない。

　共通点はどちらが来ても森林地帯では俺たちの不利にしかならない事だろうか？

　しかし俺たちがそんな会話を続けていると、しゃがみ込んでいたマリーが立ち上がって不機嫌そうに言う。

「ジンさんもイリスも、最初から戦う事を前提に話を進めないで下さい。私たちの目的はあくまで石化事件の解明と解決です。蛇髪族メデユーサがこの森にいるのであれば、私たちがまず考えるべきは対話でしょう！」

「「…………」」

　そう、このシスターは今回もブレずに〝まずはお話し合い〟を念頭に動いている。

　相変わらずマリー節は健在だな。

「さっきマリーも見ただろう。この森で石化されて命を落とした犠牲者がどれ程いると思っている？　対話が可能な相手かどうか分かるだろ」

　諭すようにイリスは言うけど、弱々しい表情ながらマリーは譲らないようだ。

「……これが蛇髪族メデユーサの仕業であるなら、何ゆえにこんな事をしてしまったのか、しなくてはいけなかったのか。人間の不都合で一方的に意見を押し付けているだけでは、いつまでも変わらないです」

　人間を脅かす魔物に対してこんな事を思える、事前情報のみで判断せず自分で確かめないと気が済まないマリーは……やはり異端なのだろうな。

　それからしばらく石像が導くままに森を進むと、少しだけ開けた場所に出た。

　そこには何故なぜか燃え落ちてからしばらく経たっているだろう、木造の小さな家があった。

　かろうじて柱や壁は残っているものの、屋根は完全になくなっていて、人が生活をする事は最早出来ないようだ。

「これは……家ですね？」

「狩人かりゆうどの家屋か何かか？　燃え落ちてから随分時間が経っているようだが……」

　そう言いつつマリーとイリスが家に入って行って俺も後に続こうとした時、俺は家の周辺にもいた蠟人形のように硬直した者たちを目にして言葉を失った。

　苦く悶もんの感情を露あらわにし、怨えん嗟さと憎悪で相手を射殺そうとする目付き、伸ばした手で相手を絞め殺そうと殺意に満ちた形相で迫る様は、今まで森で見た者たちとは一線を画している。

　まるで殺そうとしていた相手に志半ばで討ち取られたかのように。




　焼け落ちた家は元々は何人かの人が生活していたのだろう。

　黒くすすけてしまってはいるが、鍋や釜などがしっかり準備された台所に、寝室や居間だった場所も……判断できた。

「ここも蛇髪メデユーサの襲撃を受けた場所……なのか？」

　そう呟つぶやくイリスだが、しっくり来ないようで首を傾かしげている。

　ここは今までと雰囲気が全く違う。

　どう考えても、一方的に襲撃でも受けた跡に見えて仕方がないのだが……。

「あ……」

　その時、マリーが焼け残った家の壁に刻まれた見慣れない図形を目にして声を上げた。

「これは……古代魔族言語か？」

「古代魔族言語？　これって文字なのか？」

　イリスの言葉に俺は思わず聞いてしまった。俺の感覚では召喚獣の魔法陣に近い図形にしか見えなかったから。

「……魔族の中で古代使われていた言語の一種だ、そんな事も知らんのか？」

「あいにく見た目通りに学がなくてな……ちなみに何て書いてあるんだコレ？」

「……私とて古代言語を読解できる程の学は持っておらん……が、古代魔族言語は呪術の魔法陣に使われている事も多いのだ。ワナの危険もある……念の為ために破壊しておいた方が良いかも」

　そう言うと、イリスは腰の剣を引き抜いて目の前の魔法陣へ構える。

　だがマリーは慌てて彼女の腕にしがみ付いた。

「待ってイリス！　これは魔法陣じゃありません!!」

「もしかして……マリーはこの文字が読めるのか？」

　血相を変えるマリーには、この文字が読めるらしいな。

「はい……これは」

「!?　危ねえ、伏せろ!!」

「え!?　きゃ!!」

　マリーが説明しようとしたその時感じたのはゾクリとした強烈な殺気。

　咄嗟にマリーの頭を無理矢理押さえ込むと、風切り音と共に緑色の何かが頭上を通過した。縄のようにも鞭むちのようにも思える何かが。

「マリー大丈夫か!!」

「え、ええ……ジンさんのお陰で私は何も」

「そうか……」

　何やら複雑な表情を浮かべるイリスだが、今その辺に言及している暇はなさそうだ。

「おい護衛騎士、今俺たちは何に襲われたんだ？　かわすのに精一杯で確認できなかったんだが……」

「……蛇だ。尾が見えない程長い深緑の蛇が嚙かみ付つき損ねて戻って行った」

　蛇……それが何を意味しているのか、考えるまでもないだろう。

　というか悠長に考えている暇もなく、燃え落ちた家の窓やドア、屋根のなくなった上空などから無数の細長いモノが襲い掛かってきた。

「「「シャアアアアアア!!」」」

　今度は俺にも見えた……全てが特有の音を立て、大口を開けた長すぎる蛇の群れ。

「クソ、危ねえ!!」

　俺は咄とつ嗟さに武器召喚、戦闘時に出現率の高いバールで襲い来る蛇を叩たたき落おとした。

　イリスも襲い来る無数の蛇を尽ことごとく切り落としてマリーを守る。

「場所を変えるぞニオウイン。ここで立ち回るのは無理だ」

「全面的に賛成」

「え、え？」

　状況の変化にマリーだけが付いてこれずにオロオロしているが、あまり悠長にしている時間はなさそうだ。

　俺たちは蛇に追い立てられるように燃え落ちた家から脱出。

　特に示し合わせたワケではないが、俺はマリーの前、イリスが背後を守る形で急ぎ焼け跡から離れる。

　しかし、俺たちが歩を進める毎ごとに強烈な殺気は確実に俺たちの後を付いてきていた。

　姿はまだ見えていないというのに、凄すさまじい圧迫感……半端なヤンキーじゃ対面しただけで腰を抜かすんじゃないのか？

「……付けられている、よな？」

「ああ……間違いない」

　念の為確認するとイリスは固い口調で同意、残念ながら気のせいではないようだな。

「え？　付けられ……」

「振り返るな」

　対してやはりマリーは全く気が付いていなかったようで、不用意に振り返ろうとしたらしくイリスに叱責される。

　今、背後の尾行者に俺たちが気が付いている事を示せば、その瞬間ソイツは襲い掛かってくるだろう。

　ハッキリ言えばこの周辺は木々が多すぎて迎え撃つには向いていない。

　今それを悟らせるのは得策じゃないんだよ。

「どう思うよ護衛騎士殿」

「この森で殺気を放ちつつ尾行する知能を持つ生き物が、魔獣の類たぐいのワケがない。ましてやアレがいる噂うわさがある森に潜む盗賊の類とも考え難がたい」

「え、それって!?　フグ！」

　声を上げそうになって、今度はイリスに口を塞がれるマリー。

「まだだ、せめてさっき歩いてきた獣道に出るまで……」

　静かに、しかし俺にも聞こえるくらいの声量で示した場所は、確かにさっきよりは木々が密集していない場所だ。さっきの場所に比べれば迎撃するにはマシだろうが。

　あくまでマシって程度、森の中にいる限り悪条件には変わりない。

「あの、もしもその方でしたら、まず私がお話を……」

　争い事を好まないマリーは極力対話から始めようとする。

　それは立派な事だし、俺だって出来れば痛い事は避けたい方だ。

　そう、出来るのであればそうしたいが……。

「マリー、お前の信念は昔から良く分かっているつもりだが……今付けているヤツに、そのつもりはないようだ」

　少しだけマシって程度の獣道。

　ようやくそこまで戻ると緊張の面持ちを崩さずイリスは後方を、俺は前方を向いてそれぞれ構える。

　そんな中、マリーは尚なおも何かを言いたそうにオロオロしているのだが、残念だけど聞いている余裕はない。

「……焼け跡からずっと俺たちを追いかけているコイツの殺気はヤベエ。捕食を目的にした魔獣の類とは違う……怒りを伴った厄介な類だ。話を聞いてくれる気がしねえ程の」

　獲物を捕らえる為の殺気だったらやり過ごす事は可能かもしれない。

　しかしこの殺気はその類ではない。

　侵入者を徹底的に駆逐しようとする、子熊を襲われた母熊が徹底的に相手を虐殺しようとする程の鋭い殺気。

「……俺たち、何か虎の尾を踏んだのか？　メデューサの」

　確証なく言った相手の名称を誰もが否定しない。皆、そう思っているという事だ。

　警戒を強める俺たちだが、既に感じていた殺気はここいら一帯から、空間そのもの、森林自体から発しているようにも感じられる。

　つまり、もう向こうの射程内に俺たちは入っているという事だろう。

　そうなると最も早はや視覚で判断して対処するしかない。

「まだ……姿は見えませんか？」

「まだだ……」

　不安そうに言うマリーにそれしか言う事が出来ない。

　森林内では気配が分散してしまうもの、仮にそれすら察知できる達人がいるのなら、それは人を超越していると言っていい。

　右から来るのか、左から来るのか……どちらも同じように木々が生い茂り、奇襲するには持って来いの条件で……。

『お兄ちゃん！　〝上〟!!』

「なに!?」

　その瞬間、脳内に響いたユメの声に反応して上を見上げると……ソイツは俺の目の前に逆さでいた。

　頭部で飼いならす無数の蛇がそれぞれ独立してうねうねと動き、紅あかい瞳で口が耳元まで裂け長い舌を出す……まるでスフィンクスみたいな顔の石像が無理矢理口を開いたように。

　逆さの状態でニタリと不気味な笑いを浮かべて……。

「カアア!!」

「う、うわああ!?」

　俺と目が合った瞬間、ソイツが振り上げたのは三本の右腕、しかも全てに鋭く巨大な爪が伸びている。

　一本でも当たったら致命傷じゃすまねえ！

「こういうサービスはいらねえ!!」

　俺は咄嗟にバールで一番下の腕を引っ掛けて、そのままカチ上げた。

　ガキンという硬い音がして攻撃を逸そらせたと思うと、次の瞬間ソレは俺の視界から消えてしまった。

「く、心臓に悪い……まさかの忍者タイプ、いや心霊タイプかよ」

「だ、大丈夫なんですかジンさん！」

「ああ、大丈夫だ。まだ……」

　全体像は見えなかったけど、間違いなくアレは木の上から奇襲をかけてきた。

　今更になって冷や汗がドッと流れ始める。

　あまりに一瞬の出来事でマリーは視認すら出来なかったようだが、今も木の上を警戒しているイリスなら……。

「俺はどんな風に襲われたんだ？　全体像が全く見えなかった」

「……人型の、巨大な大蛇みたいな奴だ。あの高い木の上からぶら下がって奇襲を掛けてきたようだな……巨きよ軀くのワリに相当早い」

「俺には蛇の髪ゴーゴン・ヘアと６本の腕は見えた……目撃情報は大蛇タイプが正解か」

　ザザザと木の上を何かが移動している音が聞こえる。

　何か長いモノが高速で動き回っている事は間違いない。

「……目的がないのならあまりお友達にはなりたくないフォルムだったな」

　細剣レイピアを上に構えて警戒するイリスの表情は優れない。それ程恐ろしい見た目なのか？

「私も全体像は見えなかったのだ。　……全長でどれくらいあるのだ？」

「あの木の上から尻尾でぶら下がって奇襲をかけてきたとすれば……最低でも10メートル以上はあるんじゃねーのか？　げえ～」

「大丈夫？　そう言えばイリスは昔から蛇が苦手でしたね」

「余計な事は言わなくていい！」

　マリーの余計な暴露にうろたえるイリス……どうりで今まで会話で蛇のくだりがあれば口ごもっていたワケだ。

　堅物護衛騎士の弱点に少し微笑ほほえましくなるが、正直あまりバカにする気にはなれない。

　さっき突然目の前に心霊バリに現れた時、俺も相当ビビッてしまったからな。

　しかし木々を渡って森林の地形を利用してトリッキーな動きをする大蛇。しかも攻撃の要となるのは、当然『石化の眼光』。

「くそ、攻撃の出所が分からず目を凝らさなくてはいけないのに、相手の目を見てはいけないだなんて、どんな無茶振りだ」

　俺がそう毒付くと、上から聞こえていた木々が揺れる音が突然止やんだ。

「……来るか？」

　その時、上空を警戒する俺たちの足元が急に爆はぜた。

「きゃあ!?」「うお!?」

「カカカカカ……」

　そして地中から出現したのは当然噂うわさの大蛇、メデューサだった。

　その姿は無数の蛇の頭に６本の腕、大蛇の胴体ってのは初見で分かっていたのだが……真正面から見据えるとおぞましさが段違いだ。

　フォルムはいわゆる蛇女ラミア。髪の毛は無数の蛇で絶えずウネウネ動き、鱗うろこに覆われた６本の腕からは巨大で凶悪な爪が飛び出し、能面のような、石像のような顔でニタニタと笑う様は正直気色悪い事この上ない。

　胸元に大きな紅い宝石があるが、それ以外は岩石で出来た蛇って感じで、強固な防御力を誇っている事は明らか。

「く……なかなか良い面構えじゃねぇか!!」

　笑い声なのか、それとも鳴き声なのか判断の付かない奇妙な音を出しながら、メデューサは吹っ飛んだマリーの足を摑つかんだ。

「痛!?」

「させるか！」

　しかしその瞬間を見逃さず、イリスはマリーを捕まえた腕に鋭い突きを繰り出して、一本の右腕を切り飛ばした。

「カカカカカ……」

　しかし腕を一本失っても動じる事も苦痛に喘あえぐ様子もなく、メデューサは地中からその巨体を現し、今度は森林の向こうへ全身を高速でくねらせ這はっていく。

　痛みを感じていないのか？　だとしたら厄介だぞ。

「マリー！　怪け我がはないか!!」

「だ、大丈夫。あれが蛇髪族メデユーサなのでしょうか？」

「おそらくな……」

　嫌悪や恐怖というより面食らってしまったようで、マリーは色々と感情が追いついていないようだ。

　しかし、マリーの無事を確認したイリスはホッとすると同時に怒りの表情を浮かべて、背中に背負っていた重たい剣をベルトごと外す。

　ゴンと音を立てて地面に落ちた巨剣は鞘さやごと地面に突き刺さる。
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　一体あの剣は何十キロあるんだ？

「聖女に狼ろう藉ぜきを働いた落とし前は付けてもらうぞ……不届き者め!!」

　そのイリスの声に触発されたのかは分からないが、次の瞬間メデューサは右側の木々の間を縫って、高速で襲い掛かってきた。

「危ねえ！」

「クッ!?」

　さっきからメデューサの攻撃は一撃離脱、ヒットアンドアウェイ。

　森林と自らの体を利用した戦い方は見事で、しかも動きはピカイチに速い。

　この森の中で言えば間違いなく最強の生物に当たるんじゃないか？

　さっきからかわすのがやっとだぞ。

　しかしまたもメデューサが一撃離脱で距離を取ろうと、森林の向こうへ消えようとした瞬間、イリスが踏み込んで、素早くメデューサを追いかけだした。

「待てよ！　不用意に動くのは危ねえぞ!!」

「黙っていろ。メデューサごとき、私が一人で仕留めてくれるわ!!」

　俺の言葉を一笑し、イリスはそのまま森林へと駆け出す。

　親友マリーが真っ先に狙われた事に憤慨しているのか？

　ここは奴にとってはホームグラウンドだ。不用意に突っ込むのは危険な気がするが……。

　だが俺の心配を他所よそに、森林の向こうに消えたと思った両者がいつの間にか反対側から姿を現した事に驚く。

　メデューサの方は最初からそんな感じだが、驚きよう愕がくすべきはそんなメデューサにイリスが付いていけるという、彼女の身体能力の高さだ。

　森林地帯を大蛇の体を駆使して縦横無尽に動き回るメデューサは、森林内を３次元的に飛んでいるようなのに、イリスは駿しゆん足そくと身軽で柔軟な体を駆使して木々を蹴り上がり反則的な動きに肉薄する。

　メデューサもその事に少し面食らったように見えた。

「すげえな。これじゃイリスの方が忍者だぜ」

　俺の呟つぶやきに「ニンジャ？」とマリーが反応したが、俺がイリスを褒めている事は分かるようで、マリーが少しだけ得意気な顔になった。

「イリスは歴代護衛騎士の中でも随一のスピードを誇っていましたから。２年前のあの事件がなければ、彼女は『聖騎士』の称号を得ていたかもしれないくらいなのですよ」

「聖騎士……？」

「聖女を守る護衛騎士に与えられる最高の称号の事です……私が、聖女ではなくなったせいで、彼女もその称号を得る事が出来なくなってしまいましたが」

　そう言ってすぐシュンとするシスター。

　相変わらずこのネガティブスイッチは軽い。ちょっとした事ですぐにオンになる。

　イリスのマリーに対する態度を見るに、『聖騎士』とやらにこだわりがあるようには見えないがな。

　……別のこだわりはあるようだが。

　そうこうしていると、木々の間を飛び回っていた両者が上空で交差した瞬間、イリスの細剣レイピアがまたもメデューサの、今度は左腕の一本を切り飛ばした。

「カ……カカ……」

　両側の腕を一本ずつ失ったメデューサは左右から血を滴らせてイリスを睨み付ける。

　対するイリスは地上に降り立つと剣を突きつけて不敵に笑った。

「どうした蛇髪メデユーサの残党よ、貴様の実力はその程度か!?」

「カアアアア!!」

　イリスの挑発を理解したのか、メデューサはそのまま襲い掛かり残りの腕を振るう。

　だがその動きはさっきよりも遅く、すれ違い様またも一本腕が失われる。

　相手の動きが鈍った事に勝機を見み出いだしたのか、イリスはそのまま高速の斬撃を繰り返していく。

　しかも段々とギアを上げているのか、最早影しか目で追えないくらいのスピードになりながら一方的に切り刻んでいく。

　そんな彼女の強さを目の当たりにすると、どうしても疑問になるのだが。

　俺はその疑問の元凶に視線を落とした。

「何でアイツ、あんな戦いが出来るのにこんな重てえ剣を使ってんだ？　どう考えてもない方が強つええだろうに」

　度々イリスはメインはこの剣であると言い張っているが、敵と戦う時には今みたいにコレを身から外して『軽さと速さ』をメインに戦っている。

　初対面で俺に襲い掛かってきた時もそうだった。

　つまりイリス自身が〝自分はこの剣を使いこなせず、持っていない方が強い〟という事を重々理解しているって事になる。

　なのに、何故なぜこんな重しにしかならない剣を持ち歩き、使おうとしているのか？

　しかし俺の疑問にマリーは視線を逸そらすのみ。

「それは……私の口からは……」

「そうか……」

　やはり何かプライベートな事情、こだわらなくてはいけない何かがあるのだろうか？

　一方的に蹂じゆう躙りんされていたメデューサは、とうとう地上から動く事をしなくなった。

　その事を確認してイリスは一旦距離を置き、そして細剣レイピアを構えたまま言う。

「……我が聖女に対する狼藉への制裁はこの辺で良いだろう。こちらとしてはこれ以上の事は望まないし、何より無益な殺生を我が聖女は嫌う。私の言っている言葉が理解できるか？」

　イリスの質問は俺も気になっていた事だ。

　蛇髪族メデユーサと聞いて、しかも人型なら意思の疎通が出来るかと思っていたが、どうもこのメデューサはゴブリンとかに分類される『言葉が通じない』魔獣の類ではないか？　と。

「もしも理解できるのなら……」

「カ、カカカカカア!!」

　降服勧告を言い終わる前にメデューサは正面から突っ込んできて、イリスは諦めた表情を浮かべた。

「出来ないか……やむをえまい」

「ダメ！　待ってイリス、その娘は!!」

　その時、何故かマリーが慌てて止めようと声を上げるが、イリスにその声は届かない。

　次の瞬間、イリスの細剣レイピアは寸分の狂いなくメデューサの眉間を貫き〝パン〟という乾いた破裂音と共にメデューサの頭部が砕け散った。

　しかし、止とどめを刺した側であるイリスの顔が驚愕に歪ゆがんだ。

　彼女の細剣レイピアが、メデューサの頭部と一緒に砕け散っていたのだから。

「な、なんだと!?」

　刀身をなくした剣に呆あつ気けに取られる彼女の目の前で、メデューサの体が再び動き出す。

　切り飛ばされ腕から流れ出ていた血は〝砂〟に変わり、破裂した頭部は〝石〟に変化、そしてそのまま集束していく。

「ヤバイぞ、奴から離れろ!!」

「クッ！　ガグ!?」

　折れた細剣レイピアを投げ捨ててイリスはバク転気味にそこから離脱するが、完全にかわせなかったらしく、彼女はこっちに吹っ飛ばされた。

　すぐさま立ち上がったイリスが再度睨にらみ付つけたその時には、頭部と６本の腕を持った大蛇、メデューサが最初に見た時となんら変わりのない姿でこっちを見ていた。

「何なんだよありゃ？　蛇髪族メデユーサって体が石で出来てんのか？」

　魔物の概念はよく分からないが、奴は無機物に生命を与えた感じの、ゴーレムとかそんな部類の魔物なのか？

「バ、バカにして……」

　いずれにしてもイリスは一杯食わされた形になる。

　スピードで翻弄して一方的に相手を追い込んでいると思っていたのに、実は偽装された岩石に攻撃を加えていて、しかもそのせいで武器を失いダメージを負った。

　プライドが相当傷付けられたらしく、イリスは憎悪に染まる目で睨み付けた。

　そしてそのままワザワザ自分で置いた巨大な剣に手を伸ばす辺り、相当頭に血が上って冷静な判断が出来なくなっているようだ。

「落ち着け！　ソイツを使ってあの速さで動くメデューサを捕らえられないことぐらい、お前なら分かるだろうが！」

「うるさい!!」

　聞く耳を持たず、イリスはそのまま持つだけでやっとの巨大な剣を構えると、そのままメデューサに突っ込んだ。

「ダメ！　イリス戻って!!」

「私は……負けられないのだあああ!!」

　マリーの声も届かず、突撃したイリスはそのまま巨大な剣を振り下ろした。

　狙いは下半身、つまり蛇の体を切り離して素早い動きを封じようという考えか。

　だが、その動きはさっきとは比べるまでもなく遅いのに、メデューサは避よけようともせず、振り下ろされた巨大な剣は轟ごう音おんと共に尾を切り離した。

　が……尾と切り離されたメデューサは、そのまま蜘蛛くもが獲物を捕らえるが如ごとく、イリスに覆おおい被かぶさろうとする。

「く、おのれええ!!」

　しかしイリスが捕らえられる瞬間、彼女をマリーが突き飛ばして代わりに捕らえられてしまった。あのバカシスターいつの間に!!

「マ、マリー!?　いけない目を瞑つぶれ!!」

　自分の代わりに捕らえられた彼女にイリスが悲痛な声を上げるが、マリーは何故か瞳を閉じようとはしない。

　蛇髪メデユーサから放たれる紅あかい光を真っ向から見据えるように、そして申し訳なさそうな目を向けている。

　その瞳に、メデューサから起こった紅い光が入り込んだ。

「ごめんなさい……本当にごめ……」

　そしてメデューサから解放されたマリーはそれ以上何も言わなくなった。

　いや、言えなくなったんだ。

　口だけでなく、体ごと動く事が出来なくなり、驚愕の表情のまま瞬まばたきすらも出来ない。

　……まるで、石になったように、謝罪の言葉を口にしたまま。

「ユメ!!」

「はいな！」

　俺の呼び声と共に虚空に現れた魔法陣からユメは艶なまめかしい戦闘服ナイトメアの姿で飛び出し、そのままメデューサの前に躍り出た。

「カカカカ!?」

「蛇の体は私も初めてよ？　いらっしゃい子猫ちゃん」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに相手も戸惑ったようだが、ユメはそのまま翼でホバリングをして視線を自分に釘くぎ付づけにする。

　動けなくなったマリーからメデューサの意識を逸らす為ために。

　ハッキリ言えばユメの宙を浮かぶ動きはそこまで素早くない。

　だがターゲットをユメに変更したメデューサの縦横無尽な高速攻撃は尽く空を切る。

　ユメは闇魔法でも幻覚など視覚を惑わす類が得意だ。

　動きは相手よりも遅くても、捕らえたと思った姿は実は幻影。本物は微妙に付かず離れずの場所を飛び回っている。

　しかしユメ自身の攻撃力に関して言えば見た目通りで非常に軽い。

「あんまり長くは持たないよ！　急いでお兄ちゃん!!」

　ユメに急せかされ俺が慌ててマリーの元へと駆け付けると、先にイリスが硬直したマリーを悲痛な顔で揺さぶっていた。

「マリー！　しっかりしてくれマリー!!」

「不用意に動かすんじゃねぇ！　ちょっと下がれ!!」

　俺がそう怒鳴るとイリスは一瞬戸惑いの表情を浮かべたが、意外と素直にマリーから手を離した。

　俺は瞬きもせず、ただ申し訳なさそうな表情で固まってるマリーの手首や喉下を触診して、更に直接胸に耳を当てて心臓の音も確認してみるが、脈も、呼吸も、心臓の音すら全く聞こえない。

　しかしだからと言って心肺停止とかそういう状況には思えなかった。

　こんな状況で不謹慎な感想かもしれないが、あんなに柔らかかったマリーの体が石のように固くなっている。

　死後硬直とは全く違う、叩たたくと〝カンカン〟と鳴るくらいに。

　しかし……瞬きもせずに硬直してしまったマリーの姿は生きているようだとも言えるし、死んでいるようだとも思える〝中途半端〟加減で、一種異様に映る。

「マリーは……マリーはどうなってしまったのだ!?」

「……体の動きは完全に止まって呼吸も脈もねぇ。生きているとも死んでいるとも言えねぇが……マリーが過去に治療した経験があるって事は生きてはいるんだろうよ」

「そ、そんな……」

　膝から崩れ落ちるイリスを尻目に、俺は焦りつつも冷静になる事を心がけながら現状で最も優先するべき行動を考える。

　今俺たちが優先すべきなのは……。

「お兄ちゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん、あぶな[image: ][image: ][image: ][image: ]い!!」

「え？　うお!?」

　俺の思考を寸断するタイミングで吹っ飛んできたヤツを俺は咄とつ嗟さに受け止めた。

　柔らかく温かい感触の正体はユメだった。

「いちち……さすが、勘が良いね。もう私の幻影舞踏イリユージヨン・ステツプを見切ってきたわ」

　どうやらユメは大蛇の振り回す尾の広範囲に及ぶ攻撃に吹っ飛ばされたようだ。

　一対一なら翻弄しやすいが、多対一を想定した攻撃にいきなりシフトチェンジされ対応が一瞬遅れたらしい。

「やべえなコイツ、相当に頭が良い」

「……だね。さっきの擬態といい、石化の眼光といい、生半可じゃないよ」

　立ち上がるユメにいつものおちゃらけはない。

　俺も戦闘へと意識をシフトすると、自然と握った武器がバールから木刀に変わった。

　……本気じゃなければヤベーって事だろうな。

「ユメ、お得意の魅了系魔法で何とか出来ねーのか？　この前の集団幻覚みたいにブワーッと景気良く」

　俺の言葉にユメは苦笑する。

「ご期待に沿いたいのは山々だけど、あいにく喜びと快楽から篭ろう絡らくするのが私わたし等らサキュバスの魅了魔法。残念だけど、あの娘からは悲ひ愴そう感しか感じないわ」

「……ちっ、そうか」

　相談する俺たちにメデューサはまたも体を不気味にくねらせて、木々を縫って迫って来る。見た目は楽しげにも見えてしまうが。

「カカカカカカ……」

「問答している暇は、なさそうだな」

　俺は姿勢を本来の自然体へと戻し、踏み込み……こっちからメデューサに接近した。

　あまり動かなかった俺が急に動いた事に戸惑ったのか、メデューサは対応が遅れてアッサリと俺に背後を取らせる。

「まずは一撃」

　俺は背後に袈け裟さ切ぎりに一いつ閃せん、叩き込まれた右の肩がボコッと砕けた。

　だが次の瞬間、残りの腕が背後にいる俺に向かってありえない方向にガクンと曲がり、そのまま振り回してくる。

「むお!?」

　俺は間一髪かわして、そのまま距離を取る。

「……もう体が岩石だとバレた相手に体の構造に適かなった動きで偽る必要もねーってか？」

　言ってしまえば今目の前にいるのは岩石の見た目をした粘土。

　可動域なんて関係がないし、そもそも数も長さも関係ない。増やそうと思えば６本の腕を何本にも増やせるし、伸ばそうと思えば幾らでも伸びるだろう。

　そもそも最初から全体像が見えていない大蛇の体もおかしい。

　さっきからこれ程木々を縦横無尽に動き回っているのに末端すら見えないし、絡まってる事だってない。

　元から岩石や土で出来ているとするなら……。

「ユメ、魔法で岩石や土を操作する……なんて出来るか？」

「上級の土魔法を使う輩やからなら、無機物でゴーレムを生成する魔法を使うけど……」

「ゴーレムの生成!?　じゃあコイツは」

　さっきから生物としておかしいコイツの攻撃と動きは、再生可能なゴーレムだったからって言われた方がしっくり来る。

　しかしユメは首を振って否定する。

「でもゴーレムは無機物に無理矢理動力を付けたような物。動きは遅いし、何よりも単純な攻撃しか出来ないよ……それに」

　ユメが続けようとした言葉はメデューサの振り回した尾によって寸断される。

　ユメは辛うじてかわしたが、外れたかに見えた尾は３本の大木をへし折って、そのまま大木がユメへと吹っ飛んできた。

「うわっち!?」

　間一髪で避よけたかに見えたが、避けそこなったのか翼の一部がもぎ取られてしまう。

「ユメ！」

　更なる追撃を掛けようとするメデューサだったが、俺はその首を刎はね飛ばして強引に軌道を変え、そのままユメを搔かっ攫さらう。

　軟着陸に成功したユメは苦笑しつつ立ち上がった。

「そ、それに……こんな精密な攻撃を仕掛ける頭があるワケないし、石化の眼光が使えるはずもない」

「大丈夫なのか!?」

「召喚獣は魔力の具現体だから平気だってば。　……けど、サンキュ」

　ユメの翼の一部は欠損していて、そこから微量の光が漏れている。

　何ともないと言われても、やはり痛々しい。

「カカカカ……」

　対するメデューサは失った頭部を既に再生、胸部の紅い宝石がこっちを向いている。

　……紅い瞳!?

「やべえ！　目を逸そらせ!!」

「ア！　おおっと!?」

　慌てて目を逸らす俺たちに、紅い光の何かが襲い掛かった気がした。

　だが、体が動く事を確認して石化の眼光を避けた事を実感する。

　やっぱり見なければ大丈夫だって事なのか？

　しかし問題はまだ続いている。紅い光を発したと思ったメデューサは、俺たちが目を逸らした隙に目の前から忽こつ然ぜんと消えていた。

「マジか!?　石化の眼光ひつさつわざをフェイントに使いやがった!?」

　凶悪で有名な攻撃手段だからこそ使えるフェイント、その事を分かっていても実戦で冷静に使える者は少ない。

　俺は正直感心してしまう。もしかしたら俺の人生において最強の部類の対戦者かもしれない……このメデューサは。

　だとすると、今しなくてはいけない事はただ一つだな。

　俺はヤツが姿を隠している隙に、未いまだに硬直したままのマリーの前で膝を付いているイリスへ走り寄る。

「不本意かもしれんが共闘と行こうぜ、今なら……」

　しかし俺の呼びかけに反応がない。

　それどころかイリスは俯うつむいたまま顔を上げようとしない。

　絶望の底から搾り出すように、イリスは悔しげに呟つぶやいた。

「私は……戦力にならん。武器さえ……ない」

「あ？」

「細剣レイピアは砕け、家宝の大剣ではまともに戦えない私には……ヤツに対抗する術すべがない」

「…………」

「あげく……守らなくてはならないマリーを……私は……」

　それは武人としてのプライドが折れたイリスの心情。

　理由をマリーは教えてくれなかったが、あの重すぎて実戦で使えない巨大な剣が関わっているんだろう。

　本来なら時間をかけて事情を聞き、解決策を模索するのが正しいだろうが……今はそんな悠長な事を言っている暇はねえ！

　俺はおもむろに沈み込むイリスの胸倉を摑つかんで、無理矢理立ち上がらせた。

　一瞬驚いた顔を見せたイリスだったが、やがて諦めたように目を逸らす。

　こんな事、男としては最低の行為なのは分かっているけどよ。

「いいか、剣を剣と思って振るな。棒として、板として、ハンマーとして扱え」

「……………ハ？」

　イリスの顔に戸惑いが浮かぶ。予想した言葉とも行動とも違う俺の言動にどう反応して良いのか分からないんだろう。

「張り倒されるか、それとも慰められるとでも思ったのか？　悪いが、今はそんな暇もねえ。使えるもんは何だって使うぜ俺は！」

「な、何を言って……」

「刃やいばを使うな、どうせあんな塊誰だって振れねえ。重心より下を支えて、振らずに置いて行け……お前なら、それで十分だ！」

「!!」

　その瞬間、イリスの瞳に理解の色が浮かぶ。

　達人の身体能力を持つイリスに対してはコレだけで十分なはず。

　剣の戦いに拘こだわりさえしなければ……。

「先に行くぞ、護衛騎士イリス・パルトネール殿！　何とか少しでも時間を稼いでくれ。その隙にマリーを連れて逃げるぞ!!」

　俺の宣言にイリスは目を見開いた。

　敵前逃亡、もしかしたらそれは騎士って生き物にとっては屈辱的な事かもしれない。

　しかしマリーが石化させられ打開策もない以上この場は引くしかない。

　そう思った矢先、目の前の地面がボコリと急激に隆起して大蛇の胴体が丸太の如ごとく横よこ薙なぎに襲い掛かってきた。

　慌てて俺は地面に伏せ、横薙ぎをかわす……暴力的な風切り音に背筋が凍りつく。

　こんなもんまともに食らったら全身が砕けてしまうぞ。

「く……攻撃も速けりゃ対応も早え」

「マズイお兄ちゃん！　後ろ!!」

「え？」

　上空を飛んでいたユメの警告に咄嗟に振り返ると……そこには地面から上半身だけを出して、巨体をワザワザ俺の身長に合わせてニタリと笑うメデューサが、音も立てずにそこにいた。

　マジかコイツ!!　まさか地面から景気良く音を出して襲ってきた事すら本命を気付かせない為ための囮おとり!?

　俺の焦りをあざ笑うかのように、メデューサの胸元の紅あかい宝石が紅い瞳と共に輝き始め……。

「ジン、伏せろおおおおおお!!」

　その時、景気の良い声と共にイリスは飛び込んできた。

　物もの凄すごい風切り音と共にぶん回された巨大剣で、俺を石化しようとしたメデューサの頭の蛇を消し飛ばして。

　頭部を失ったメデューサはそのまま地中へとエスケープしてしまうが、その様を見つめるイリスの顔は複雑そのものだった。

　納得がいかない、認めたくない、悔しい……でも今はやるしかない。

　武人として、騎士としてのプライドと、親友として、護衛騎士として全うするべき使命との板ばさみになって……苦悩しながらも後者を選び取ったようだ。

「やるぅ～」

　ユメの賞賛に俺も同意だ。

　剣や刀ってのは元々重心が安定していない。それは切る為に自重を掛けやすいようにする為なんだろうけど、だからこそ剣は〝下から持ち上げる〟構えが基本になる。

　ところがイリスの巨大剣は重すぎて剣としての構えは取り辛づらい。

　腕力で負ける物は単なる重しにしかならないのに、剣術を深く学んだ者であればある程、剣を剣として使うこだわりがどうしても染み付いている。

　だから、この際重たい剣を〝荷物〟と考えて〝運ぶ〟事を考えれば良い。

　物体よりも重心を低く、脚力を使って持ち上げる……整体師の親父おやじが引っ越し業者にしていたアドバイスの一つで、熟練すれば冷蔵庫すら一人で運べるんだとか。

　これは剣技を修めた者にとっては屈辱的なアドバイス。

　なにせ『お前はその剣を剣として使えない』と言われたのだからな。

「カ、カカカ……」

「おのれえええええ!!」

　しかしイリスはあんな屈辱的なアドバイスを、憎たらしい俺なんかに言われたのに、巨大剣をまるで看板を振り回すように扱ってみせる。

　使えるなら、マリーが助かるなら己のプライドを二の次に出来る。

「なんだよ、やっぱり本物じゃねーかよ……親友の護衛騎士」

　正直細剣レイピアよりも動きは遅いが今は３対１、俺とユメがフォローに入りつつ振り回される巨大な剣は下手なハンマーより破壊力でメデューサを捕らえる。

　掠かすっただけでメデューサの右腕３本が全て吹っ飛んだ。

　イリスの動きがさっきと違う。そして俺たちの連携に不利を悟ったのか、メデューサはまたも森林の陰に身を隠す。

「今だ！　二人とも戦線離脱するぞ」

「了解!!」

「く……承知した」

　その瞬間、俺とユメは硬直して動かないマリーを抱えて、イリスは大剣で殿しんがりを守る形で脱だつ兎との如く森の出口に向かい走り出した。

　後ろを振り返る余裕などなく、しばらくの間『カカカ』と蛇髪メデユーサの笑い声が聞こえていたが……森の出口が見え始めた頃にはいつの間にか聞こえなくなっていた。

「はあ、はあ、はあ……逃げ、切った……か？」

　喉の奥から血の味がする程の全力疾走だったとはいえ、あれ程森林を猛スピードで疾走していたヤツにしては随分とアッサリしているような……。

　もしかして初対面の時と同じように静かに背後にいるんじゃないかと反射的に後ろを確認してしまうが、そこには誰もいない。

　逃げ切った……いやもしかして。

「見逃された？」

「く……マリー…………」

　俺と同様に息を切らして疲ひ労ろう困こん憊ぱいのイリスの口から漏れた悲痛な声に俺の思考は一時寸断された。

　俺は一度大きく深呼吸して、乱れた呼吸を強制的に落ち着かせると、再びマリーを担ぎ上げる。硬直しているせいで肩に担ぎ上げても折り曲がらないから材木でも運んでいる感じになってしまうのが痛々しい。

「とにかく一度町まで戻ろうぜ。何か解決策を考えるにしても体も頭も落ち着けねーと」

「…………了解した」

　イリスはうな垂れたまま、機械的に頷うなずいた。
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「どうされたのですか皆さん!?　それにシスターマリーベルは……」

　ガロンディルまで戻った俺たちを始めに出迎えてくれたのはリトリーさんだった。

　知り合いもいない余所よそ者ものである俺たちにとっては、こういう人が一人でもいてくれるだけで気持ち的にありがたい。

「メデューサにやられちまった。おかげでマリーが……」

　俺が物言わない蠟ろう人にん形ぎようのように固まったマリーを示すと、リトリーさんはハッとした表情になるが、それだけで状況を察してくれたらしい。

「皆さん、一ひと先まず宿屋へ行きませんか？　マリーさんもそうですけど皆さんも一度休まれた方がよろしいかと……」

「……そうだな、すまない」

　俺はリトリーさんの提案に賛成する。

　敵から逃亡するのに精一杯だった事で実はもう足が限界なのだ。

　もっとも、未いまだにうな垂れているイリスが限界なのは肉体的な物だけではないだろうが。

　特に反対意見もなく、俺たちはそのまま拠点の宿屋へと戻った。

　硬直しているマリーを俺が抱えているのを見た宿のオッサンが一瞬ギョッとするが、すぐに〝ああダメだったんだな〟とガッカリした表情になったのが印象的だった。

　部屋に戻りマリーを床に置くとゴトッと硬い音がする。

　相変わらず石のように硬くなって、瞬まばたき一つしない。

　しかし呼吸も脈も一切ないのに、申し訳なさそうなマリーの顔を見ると、やっぱりコイツは俺の知っているマリーなんだと分かってしまう。

「……ったく、このお人ひと好よしは」

「ニオウイン……なんとか、なんとかならないのか？　先の眠り病の原因を突き止めたのも貴方あなたなんだよな……」

　表情を失ったイリスはそのまま俺に対して平伏した。

　疑わしく気に食わない、出来る事ならさっさと排除したかっただろう俺に対しては絶対に下げたくないはずの頭を下げて……。

「頼む……いや、お願いします。マリーを……この娘こを助けて下さい……」

　他者に対して頭を下げるのはそのまま『首を落とされても構わない』くらいの覚悟が必要な行為のはずだ。

　イリスの中でマリーの事はそれほどまでに、命よりも重い重大事なんだろう。

　まあ……気持ちは分かるんだがな。

「はあ～……面ツラ上げろよ護衛騎士、マリーを助けたいのは俺も同じだ。頼まれなくても手立てを考えるっての…………助ける手があるかは分からんが」

「……すまない」

　小さく呟つぶやくイリスの声からは不安と絶望しか感じられない。

　もしマリーがこのままだったとしたら、こいつは間違いなく罪悪感に押しつぶされてしまうだろうな。

「ユメ」

「はいよ、お兄ちゃん」

「え？　ひえ!?」

　俺の呼びかけにユメはいつもの幼女姿で虚空に現れた魔法陣から現出した。

　ユメが召喚獣だなんて知らなかったリトリーさんが急に現れたユメにビックリしているけど……説明は後にさせて下さい。

「魔力的な何かでマリーの今の状態が分かるか？　俺には今コイツが生きているかの判断も出来ねぇからよ」

　言葉にしていて俺は背筋が寒くなる。

　生きているか判断できない、つまりは反対の可能性がある事を今口にしてようやく自覚してしまったのだから。

　同じ事を考えてしまったのか、イリスの顔色はより一層悪くなる。

　しかし冷汗を流す俺にユメは結構軽い感じで言う。

「う[image: ][image: ]生きてはいるよ。光の魔力は相変わらずお姉ちゃんを包んでいるし、魂の輝きも失われていないから」

　その言葉に俺はホッとする。万が一逆の事を言われたらどうなっていた事か。

「ただ、石化っていうよりは、お姉ちゃんの命じゃなくて時間が止まっているって言った方が良いのかな？　何ていうか……電源が切れている……みたいな？」

　ユメは俺の自己精神世界アストラルサイドの影響か、電化製品の知識を少し身に着けている。

　俺には分かりやすい喩たとえだけど、この世界の人間のイリスには全く意味が分からないのだろう。ユメの言葉に「電源？」と首を傾かしげている。

　そんなイリスを他所よそに、俺はマリーの話していた『石化しかけ』を治療した話を思い出していた。

　その時治療に使った魔法は『解毒クリア』だったって事も。

　しかし、そもそも石化ってのは何なんだ？

　魔法云うん々ぬん言い出していたら〝だって石化の魔法だし〟で済ませてしまうのがこの世界のあり方だ。車の運転を出来ても車の構造を知っている者が少ないのと同じで、魔法自体の機構や構造、効能を理解していないフシが多い。

　……だからこそ回復、治療の魔法の消失で大混乱に陥ったんだろうが。

「マリーは以前この状態の患者を治療した事があるって言ってたよな？　確か解毒クリアの魔法を使ったとか」

「あ、ああ……私もその時携わったが、しかし光魔法が望めない今は……」

　そこまで口にしてイリスはハッとして俺を見上げる。

「まさかニオウイン、石化には解毒の方法が使えるとでも!?」

「いや……さすがに摂取での中和とかは違うような……」

「そ、そうか……すまない、いらぬ事を言った……」

　イリスはそう呟いて再び消沈してしまう。

　だが、俺にはイリスのアイディア、考え方に引っかかるモノがあった。

『石化を毒として捉える……か』

　何かが違う、というか……引っかかる？

　その時、何故なぜか脳裏に浮かんだのは日本の自宅で映画を見ていた時の事。

　看護師の母ちゃんがゾンビ映画に対して、医療従事者ならではの難癖を付けていた。

　曰いわく『死体が動く事がそもそもありえない』と。

『人の体ってのは複雑で難しい構造になってるの。血管も神経も何もかもが、途中を断たれただけでそこから先も使い物にならなくなる。血が流れていない時点で酸素も栄養素も供給できなくなるし、死肉は脆もろくてそもそも動作に耐えられないよ』

　そもそも創作の世界で何夢のない事を言っているんだと、その時俺は呆あきれたものだが。

『最近この手の創作はウィルスが主流だけどさ。そうだとしたら〝肉体的には生きている人間の脳に寄生して自由にしている〟か、じゃなければ〝死体に入り込んだ特殊なウィルスが増殖して着ぐるみみたいに動かしている〟かって事になるのかな？』

　……と、もっとリアルで気持ちの悪い事を言っていたな。

「複雑な構造……解毒魔法で解除……」

　何だ？　何かが繫つながりそうで繫がらない……そんなもどかしさが。

「そもそも、根本的に何で蛇髪メデユーサの目を見ればこんな状態になるんだよ。やっぱり石化魔法みたいな特殊なもんがあるのか？」

　俺が愚痴を漏らすとユメは両手を広げて見せる。

「分からないよ、私は闇魔法以外は専門外なんだから。サキュバスの魅了だって見た目や言葉、匂いに触り心地、場合によって味覚とかも色々駆使してやっていくものだし。別の種族の特殊性って言っちゃえばそれまでだし……」

　ユメは結構真ま面じ目めに言っているんだが、何か言葉尻が一々卑ひ猥わいな雰囲気を含んでしまうのはサキュバスの特性なんだろうか。

「……ん？　見た目、言葉……匂いに触り心地、そして味覚……あれ？」

　その時、俺の脳裏に母ちゃんの言葉『体の構造』がどうのというのが浮かんだ。

　ユメが今上げたモノは全て人間の五感、神経に繫がる器官を利用している。

　未だに硬直したまま虚空を見つめている彼女がああなったのは、メデューサの目を見た瞬間じゃねえ。

　そうだとしたら俺も既に固まっていなければおかしい。

　何らかの紅あかい光がマリーの目から入った後の事だ。

　恐怖を感じるのはあくまで脳、そしてそれを見せているのは目、つまりは眼球。

「以前は『解毒』で解除できたって事は……まさか石化の眼光の正体って〝目から魔力の情報を脳に送って停止と石化の実効命令を出させるコンピューターウィルス〟みたいな……魔力的な毒!?」

　眼球と脳は神経で繫がっている。

　もしもこの仮説が正しいのだとしたら……。

　そう思った瞬間、俺の手に木刀ではなく大仰なフラッシュが付いたカメラが現れた。

　……写真部の連中が俺の姿を見ただけで泣きながら投げ捨てた一品だったが……奴やつ等らは一体何を撮ったんだろうか？

　まあ今は良い。俺の仮説が正しいとするなら……もしかすると。

「ニオウイン、それは一体？」

「ちょっと確かめたい事があってな」

　俺はそう言いつつマリーの開いたままの瞳にカメラを向けた。

　昔、あるテレビ番組で強烈な光の連続を見てしまった子供たちが発作を起こす事件があった。以来子供向けのアニメなどでは必ず〝部屋を明るくして離れて見てね〟というテロップが流れるようになったとか。

　母ちゃん曰く、『膨大な光の情報を見て、成長しきっていない脳が処理できなかったからだ』とか言っていた。

　パパパパシャシャパシャシャ……

　俺には細かい事は分からんが……連続のフラッシュ、膨大な光の情報をマリーにあえて見せるようにシャッターを押し続ける。

　そして何回シャッターを押したか分からなくなった時だった。




　今まで微動だにしなかったマリーの瞳が動き、次の瞬間にはしゃがみこんだのだ。




「……ウ、ウウウ…………ジン……さん？　イリス……？」

「マリー、マリー!!　大丈夫なのか!?」

　そして物もの凄すごく気分が悪そうに顔を青くして大量に冷汗を噴き出させているマリーを、イリスは慌てて介抱する。

「イリス……メデューサ……は？」

「お前はメデューサの石化の眼光を受けて石化していたのだ。でもニオウインが助けてくれたのだ！」

「……ジンさん……が……うく!?」




　不思議そうにこっちを見るマリーは相変わらず具合が悪そうだ。

　しかしそれでも無理矢理笑顔を浮かべてみせる。

「また……助けていただいてしまいましたね……」

「俺だけじゃねーよ。イリスもユメもいなけりゃあの場から逃げ出す事も出来なかったからな」

　俺が後ろ頭を搔かきつつ言うと、イリスが無言で顔を伏せてしまった。

　何か思うところがあるんだろうが、マリーはそんな親友の態度に気が付く事が出来ず、再び瞼まぶたを閉じていく。

「お、おいマリー!?」

「ジンさん……イリス…………救ってあげて……あの娘を……」

　その呟つぶやきを最後にマリーは目を閉じて意識を失った。

　全身から力が抜けた瞬間は焦ったけど、規則正しい寝息を立てている事にホッと胸を撫なでおろす。

　それは抱きかかえていたイリスが一番感じた事のようで、溜ため息いきを一つ吐つくと優しくマリーの体をベッドの上に横たえた。

　そんな俺たちの状況を見ていたリトリーさんは信じられない物を見たとばかりに目を見開いている。

「ジンさん、一体何をしたんですか？　魔法以外の石化解除なんて聞いた事も……」

「脳内に送られた〝停止、石化〟の情報を別の光情報を使って狂わせて破壊しただけだ」

「は？　脳内？　光情報??」

「……正直説明しても分かってもらえないと思うが」

　今説明してもどうにもならんし理解できるとも思えんし、そもそも細かい事は俺にも良く分からん。

　言える事はただ一つ、良い子は絶対に真似まねしてはいけないって事だ。




＊




　それから、マリーの容態も安定してきたと判断した俺たちは一度解散する事にした。

　リトリーさんは「明日もまた来ます」と言い残して自宅へ、そしてイリスは無言のままマリーの傍らを動こうとはしない。

　無理はしない方が良いと言いかけるが、罪悪感に満みち溢あふれた彼女の横顔に俺は黙るしかなく……そのまま隣の部屋に戻ったのだった。

　それからしばらくして、草木も眠る丑うし三みつ時どき……って程じゃねーだろうが、それでも夜も深まった時間帯。

　そんな時間に俺の部屋のドアがノックされた。

「……どちらさんですか？」

「私だニオウイン……今、少し良いだろうか？」

　ノックの主イリスは昼間とはかけ離れた弱々しい声で答えた。

　その様だけで『美女が夜よ這ばいに！』なんて展開じゃない事が推測できる……ヤレヤレ。

　ドアを開けて顔を見せた彼女は、このままだと姿をくらますのではと心配になる程に悲痛に見えた。

　満月が闇夜を照らして、電飾なんか一つもない異世界の夜だというのに結構明るい。

　そんな夜の宿屋の前で、イリスは一人膝を抱えて座り込んだ。

　本当は酒場が空いていれば良かったけど、すでにそっちも閉まっている時間。

　やむなく俺たちは会合の場所として宿屋の外、玄関前を選んだのだ。

　月光に晒さらされたイリスは持ち前の端正な顔も相まって非常に美しいが、複雑そうに下を向く表情がその魅力を半減させている。

「まずは……これまでマリーを守ってくれた事を心より感謝する。同時にこれまでの私の無礼な振る舞いを謝罪させてもらいたい……」

「あ、ああ……別に俺はやりたいからやっただけの話、礼を言われる程じゃねーよ。態度だってマリーを守る手前、俺を警戒するのは当然だっただろうしな」

「そうか…………かたじけない」

　お、重い……俺の人生でお礼や謝罪をされる時は大抵外見で誤解を受けた後だから重くなるのが定番だけど、イリスのコレは今までの人生で最大級に重たい。

「こんな所で何やってんだ？　片時も離れず護衛するのがお前の仕事じゃねーのか、護衛騎士殿？」

「……あの娘こに合わせる顔など私にはない。守護対象も守れない者に護衛騎士の資格などあろうはずもない」

　空気を変えようと悪態を吐ついてみるが、反応する気力もない様……重症だなコリャ。

「仕方がねーだろそりゃ。マリーはあんな調子だし、守るのが一苦労なのは良く分かるしな。今回を教訓として反省はするべきだが……」

　しかし俺の言葉をイリスは遮った。

「違う、そんなプロフェッショナルな心構えなどではない！　私はあの時、ただ自分の為ために、ディメンションを振っていた！」

「あん？」

「自分こそが護衛騎士として相応ふさわしいと誇示する為に、自己満足の為だけに……」

　そう言うとうな垂れたイリスから零こぼれ落ちる雫しずくが見えた。

　それがなんなのか、俺は全く見当が付かない事にする……今は落ち込んでいる暇はあるはずだからな。

「ニオウイン、我が家は代々聖せい光こう教会に仕えていて、教会より任命される聖女を守護する護衛騎士となり、聖騎士と呼ばれる事が最高の誉れとされていた」

「聖騎士……」

　その名はマリーから聞いたな。

　自分が聖女ではなくなったから、彼女が聖騎士を名乗る事はなくなってしまったのだと。

「私はな……パルトネール家の中では体が小さく、なにより女性であった事から兄や弟たちに力ではドンドンと置いていかれて、家の中では劣等者として嘲笑を受けてきた」

「ああ!?　お前が劣等生!?」

　そんなバカな!?　はっきり言ってイリスの実力は高い。

　スピードも剣技も達人クラス、武器の選択さえ間違わなければこんなのに勝てるヤツがいるのかと思うほどだ。
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　それを劣等だと言う一家ってのはどんな化け物だよ？

　俺の疑問を察したのか、イリスは背中の大剣をコンコンと叩たたいて見せた。

「パルトネール家の剣術は重厚な大剣で防具ごと敵を叩き切る剛剣。体が小さく兄弟たちより膂りよ力りよくの少ない私ではそんな剣術を身に付ける事は出来なかった」

「あ？　つまり、そんな馬鹿デカイ剣を振り回せないと扱えない剣術だったと？」

「ああ、聖女の護衛という栄誉の為、正々堂々、分かりやすく勇ましく、戦いの中強さを見せ付ける事が重要なのだと……聖女の威光と共に象徴である為に……と」

　俺は思わず漏れそうになった自分の言葉を慌てて手で塞ぐが、イリスは俺の行動にクスリと笑うと言った。

「馬鹿馬鹿しい……そう思ったろ？」

「う！　あ、いや……」

「いや、良いのだ。無用な戦いを避け、自分に悪意を引き付ける為に悪名を利用する君にはさぞ滑稽だろ？　戦い方にすらそれを持ち込むのは」

「…………」

　やはりイリスは良く見ていて冷静な判断も出来る達人だ。

　なのに何故なぜあんなチグハグな戦い方を、そして大剣に拘こだわってしまうのか？

「私とマリーは幼い頃からの付き合いでな、よく一緒に遊んでは近所の連中とケンカしたり、大人たちにイタズラをしたりで叱られていたものだ」

「へえ～意外だな。あの平和主義のお人ひと好よしがそんなにお転てん婆ばだったとは」

「ああ、子供の頃は誰よりも手が付けられなかったが……そんなある日、いつも私たちを叱っていたシスターが病気になってな……誰もが助からないと諦めた時、マリーは光魔法に目覚めた」

　昔を懐かしむようにイリスは遠い目になって続ける。

「馬鹿げた効力を持つ最上級の光魔法のお陰でそのシスターは助かったが……それからマリーは神殿に聖女候補として入る事になった。私はその時、何が何でもマリーを守れる者になるべくパルトネール家の剣技を捨てた」

「そりゃ……思い切ったな」

　自分に合わない技術を捨てて別の方法を模索する。

　合理性を考えれば当たり前かもしれないが、イリスにとっては幼少から教え込まれ、染み付いた剣術を変えるのは苦渋の決断だったろう。

「武器を大剣から細剣レイピアに持ち代えた私を、兄弟だけでなく両親すら蔑んだよ。『正々堂々真正面から一撃で葬るのが我がパルトネールの誉れ。小こ賢ざかしくも手数で刻む戦いなど愚の骨頂』と言われてな」

「アホか……あ」

　今度は間に合わず本音が漏れてしまった。

　しかしイリスは気を悪くした様子もなくクスリと笑うのみ。

　戦場は殺し合いの場、神聖だったためしなどない。だからこそ戦争は起こしてはならない、人が最も愚かになれる場所だから……師匠、爺じいさんが常々言っていた事だ。

　要人を確実に守るのが護衛の仕事だろう。そんな連中が戦いに見せ方を求めてどうするというのか。

「そしていざマリーが聖女に任命された時、護衛騎士に選ばれたのは一番付き合いの長かった私だった。兄弟たちは散々喚わめいていたよ、『貴様のような卑ひ怯きよう者ものの劣等者が護衛騎士になれたのは同性だったからに過ぎない。護衛騎士に貴様は相応ふさわしくない』とな」

「……結果が全てだろうが。それに聖女を護衛するのに寝室から風呂場まで共に出来る女性の存在をバカにしてねーか？」

　こんなもんは役割分担だろうに。名誉に目が眩くらんで護衛の本質を見失ってねーか？

「フフ……私もそう思ったよ。実際に守護する立場にいない者が何を言うかと……だけど２年前、マリーの回復・治療の魔法が使えなくなった時、連中は我が物顔で嘲笑した。『所詮偽者のお前が守護する者が本物であるはずはなかったのだ』とな」

「…………」

「私の事などどうでも良い。しかし、これまで幾多の人々を癒し、救ってきたマリーを愚弄する事は断じて許せなかった」

　当時を思い出して肩を震わせるイリスからは言いようのない憤りを感じる。

「あげく、兄弟たちだけではなく、今まで聖女様と崇め恩恵を受けてきた民衆までも、マリーを偽者呼ばわりし始めた……護衛騎士の私の目の前でな」

「それはまた……随分と命知らずな……」

　コイツの強さは並じゃねえ。少しでも強さを知っている者からすれば一ひと睨にらみで黙りそうなものだろうに。

　俺の考えが通じたのか、イリスは息を吐き出す。

「……暴力を望まないあのマリーの護衛騎士だぞ？　武力行使など出来るはずもない。その時、私は初めて下らないと思っていたパルトネール家の『武力を誇示する』ことの有用性に思い至ったのだ」

「う、う～ん……そりゃ何とも……」

　いつもそんな感じで他人から避けられまくっている俺としては、正しいとも間違っているとも言いがたい。

「最も早はやマリーベルは異端の技術を行使しようとする聖女にあらざる者、そんな事が言われ始めた時、私はこのままでは危険と判断してマリーを巡礼の旅へと連れ出したのだ」

　そう言えばマリーも言っていたな、巡礼を名目に自分を逃がしてくれたと。

「パルトネール家の人間は全てマリーを否定していた。しかし旅立ちの日、唯一前任の聖騎士だった御お爺じい様さまは私を見送り、家宝にして自分の愛剣である、この『ディメンション』を渡してくれたのだ」

「その巨大な剣は爺さんのお下がりなのか!?」

　こんなもんを愛剣として振り回していたジジイって……。

　一瞬にして怪力マッチョジジイの姿が脳裏に浮かぶ。

「御爺様は『いつかお前が剣の名と自分のやるべき事を理解した時、この武器はお前に答えてくれるだろう』と」

　教会も民衆も、そして家族すら親友を否定する中、爺さんだけは護衛騎士として全うしようとするイリスを見ていたって事か。

「しかし私は……２年前の光魔法消失から、マリーを守る事が出来ていない。何もしないクセにあの娘を異端と呼ぶ教会上層部、今まで散々恩恵を受けていた民衆には罵声を浴びせられ……そんな状況でも、泣きながら人を救おうとしているあの娘こを」

　あのチグハグな戦い方はそれが原因か……。

　やはり自分の戦い方は護衛騎士として相応しくなかったのでは？　その迷いがあるせいでイリスは大剣も細剣レイピアも、どちらも選べない。

「ようするに、自分でも分からなくなってんだな。実践主義で細剣レイピアか、護衛騎士としての象徴である大剣を使うべきなのか」

「そのあげくが、私の代わりに親友を守ってくれた恩人に嫉妬して、良い所を見せようと先走り、返り討ちに遭った上に守るべき親友の犠牲で助けられ……そして、親友を救ってくれたのは他でもない……君だ」

　イリスは深い溜ため息いきを吐ついてうな垂れた。

「守るべき者も守れず……私は、何をやっているのだろうか……」

　目的はハッキリしているのにやり方を、道筋を見失っているようだ。

　だから、今俺が言えるのは一つだ。

「何寝言言ってやがる。今あのバカが異端の医療技術なんか使って治療なんかしていられるのは何でだよ。聖女ではなくなったにも拘かかわらず、それでも守ってくれた親友の誰かさんがいたからだろうが」

「…………え？」

「あんな他人の為ためなら自分の事を平気で犠牲にするようなネガティブシスター、その誰かさんがいなかったら、今こんな所で暢のん気きに寝てねーぞ？」

　俺の言葉にイリスの顔に少しだけ精気が戻った気がする。

「……そう、なのだろうか？」

「守れていない……なんてアイツの前で口にしてみろ。絶対に泣かれるぞ」

「それは……怖いな」

　俺の言葉を予想したのだろう。イリスは自嘲めいた笑顔を少しだけ見せた。

　それからしばらく無言の時間が過ぎていく。

　イリス自身、今のままではダメな事を自覚しているのに抜け出す方法が分からず自問自答して迷走しているらしいな。

　……何と言うか、実戦を主体に現実的に考えるのであれば、俺から言える事は一つある。

　しかしこれを言ってもいいのか、迷う。

　蛇髪メデユーサとの戦いで彼女が見せた片へん鱗りんに確証を得た事なのだが……これを言うのは彼女の、イリスの半生を否定するような気がする。

「なあ、ちょっとだけ爺さんのお下がり、借りても良いか？」

　俺が唐突に言うと、家宝だとも言っていたから躊ちゆう躇ちよするかとも思っていたが、イリスは意外にもアッサリ了承してくれた。

「かまわんが……重いぞ？」

「そりゃ知ってる」

　鞘さやごと地面に突き立ってしまっている『ディメンション』に乗っかかっていたらしいイリスは俺にその場所を譲り立ち上がる。

　見れば見る程、無骨な金属の塊にしか思えない。

　そしてそれは柄つかに手をかけて持ち上げようとして……確信に変わる。

　持ち上げようとしているのに地面から全然抜けねえ……。

「ぬ、があああああ!!」

　腕の力だけでは無理と判断して、俺は足を踏ん張り全身の力を総動員して……ようやく持ち上がった剣をいつものように正眼に構え……ようとして諦めた。

　あかん、少しでも横に向けると重力に負ける……こんなの絶対に落とすって！

「バ……ッカじゃねーの……こんなクソ重いの……お前の一族は使ってたってのか!?」

「いや、その『ディメンション』を使いこなしたのは御爺様だけだ。兄弟たちはおろか、達人であった父すら扱えなかったからな」

「そりゃそうだろうさ！　んがああああ!!」

　やっとの思いで地面から離した大剣を両手で持ち上げて肩で支える。

　刀だったら示じ現げん流のトンボに近いか？　いや違うな……あれは上段から振り下ろす為の構えで、持ち上げてるワケじゃねーし。

　何とか持ち上げた俺にイリスは拍手をしていた。

「おお～やるじゃないか。腕力で持ち上げる事も、その場で維持する事も私には出来んぞ」

「当たり前だ、重量挙げじゃねーんだぞ！　絶対バス停より重いぞコレ！」

「バス停？」

　俺は人生において持ち上げた最も重いランキングを書き換えつつ、何とか剣をゆっくりと地面に置きなおした。

　いつの間にか息が上がって大汗を搔かいている。

「はあ、はあ、はあ……なあ、お前の爺さん、本当にこんなもんを愛用してたのか？」

「ああ、この剣を振り回して千を超える魔獣を屠ほふり、当時の聖女を守り通した話は有名だぞ。今でも語り草になる程にな」

　……ありえねえ。イリスの別の家族は知らねえが、少なくとも爺さんは立派な化け物だな、こりゃ。

「こんな物、よくいつも背中に担いでるなお前。昼間の逃亡戦じゃ、曲がりなりにも振り回して見せたしよ」

「!?　……それは君のアドバイスがあったからで」

　言葉を詰まらせるイリスだったが、次第に真剣な表情になった。

　それは、何か覚悟を決めた武人の表情で有無を言わさぬ迫力があった。

「ニオウイン、君はあの時言ったな。剣を剣として振るな……と。刃やいばを使うな、置いていけ……と」

「……ああ」

「君の言葉を最初は理解できなかった……いや、理解したくなかった、が正しいのだろうな。しかし、君のアドバイスを聞いてディメンションを荷物として〝持ち運ぶ〟事を意識しただけで、私は今までよりもずっと動く事が出来た」

　イリスは一瞬躊躇ためらった後、自分からその言葉を口にした。

「私に……剣は向いていないのか？」

　それは俺も思った。剣士にとっては死刑宣告のような事かもしれない。

　しかし彼女はその事を分かった上で、俺に聞いているのだ。

　今よりも強くなる為に、聖女にして親友であるマリーの護衛騎士として全うする為に。

「お前が拘こだわるのは戦い方か？　受け継いだ大剣か？　それとも……」

　そう聞くと、イリスは少し考えた後、俺を真まっ直すぐに見据えて答える。

「知れた事。我が聖女にして無二の親友、マリーベルを守護する事以上の拘りなど、私にとっては塵ちり芥あくた同然！」

　……どうやら、俺は失礼にも彼女を見くびっていたようだな。

　覚悟を決めた一介の武人に対して、気遣いなど侮辱に等しい事だったな。

「正直、初対面から今までずっと思っていた事があった。それを言ってもいいか？」

「ああ、気遣いは無用だ。遠慮なく言ってくれ」

　イリスは息を飲み、姿勢を正して真剣な眼まな差ざしになった。

「お前、そんな綺き麗れいな足をしているのに、なんでそんな戦い方をしてるんだ？」

「……………………」

　それから小一時間ばかり、俺は怒れる護衛騎士に追い回される羽目になった。

　言語伝達って難しいと思った月の日の夜。







[image: ７章　幼女を泣かすのは大抵犯罪行為です]




　翌日、俺たちはガロンディルの森へと戻ってきた。

　あいにくとマリーは昨日の石化（？）からの思い付きの荒療治が原因なのか、今日も体調が優れず宿屋で安静にしている。

　一人にするのもちょっとな～って思っていたら、丁度リトリーさんが俺たちを心配して訪ねてくれたので、彼女にマリーの看病をお願いしてきたのだ。

　そんなワケで、今現在森に赴いたのは俺とイリスとユメの３人。

　ガロンディルの森の入り口に立った時、俺は大きく息を吸い込むと、森中に響き渡る事を目指して怒鳴り声を上げた。




「たのもおおおおおおう！　俺の名は仁に王おう院いん陣じん!!　蛇髪族メデユーサ！　今から邪魔するぞ！　出迎えよろしく頼むぞおおおお!!」




　叫び声に反応して森林からギャアギャアと鳥たちの声が聞こえる……脅かしてスマン。

「何してんのよ、お兄ちゃん！　これじゃ見つけてくれって言ってるようなもんじゃない」

　ユメが耳を塞ぎながら抗議の声を上げるが、反対にイリスはと言うと……ニヤリと笑うと俺に倣って思いっきり息を吸い込んだ。




「ヤアヤア、我こそはイリス・パルトネール！　聖女マリーベルの護衛騎士なりいい!!　これより貴殿の下へ参じるゆえ、早々に戦支度を始められよ!!」




「イリス……さん？」

　コレまでの彼女からは考えられない行動にユメは目を白黒させる。

　うむ……さすが騎士、良い声だ。

「今回我われ等らの目的は蛇髪族メデユーサ自身、元より森林内はヤツの主戦場だ。おそらく我らが森に近付いた時から監視もされている。不意を突けない以上、コソコソしても意味はなかろう」

　豪胆に言い放ったイリスは清すが々すがしく、そして漢おとこらしい。

　どうやら昨日まで彼女を悩ませていたコンプレックスは、今手にしている『ディメンション』と共に振り切ったらしいな。

　長柄の得え物ものが彼女の凛り々りしさを、より一層引き立てている。

　変なテンションの俺たちにユメは諦めの溜息を漏らすと、ヤケクソに声を張り上げた。




「私はユメ！　サキュバスにしてニオウイン・ジンの召喚獣！　そこんところよろしくどうぞおお[image: ][image: ][image: ]!!」




　そんなハタ迷惑な自己紹介をしてから森へと分け入った俺たち。

　前回と同じように獣道を頼りに奥へと進んで行くが、あの焼け落ちた家に近付くより前から何者かの気配……存在感を感じた。

　まああんなバカやっておいて気が付かれないワケねーし……。

　ただ前回と違って、気配はするのに殺気をあまり感じない。

「……どう思う？　見られている事は確かだが」

「おそらく見ているのはヤツだと思うが……急に襲い掛かってくる様子がないな」

　俺の質問に、イリスは周囲を警戒しつつ答える。

　やっぱりイリスも見られている気配は感じていたらしい。

　自分の勘違いじゃなかった事に少しホッとする……こういうのは勘違いだったら物もの凄すごくイタイ感じになるからな。

　反対にユメはそっちの感覚に疎いようで、俺たちの会話に首を傾かしげている。

「見られているだけ？　だったら前は何で襲われたの？」

「なんでって……何でだろ？」

　そういえばあの時も思った事だ。

〝俺たちは蛇髪族メデユーサに関して何か虎の尾を踏んだかもしれない〟って。

「イリス、あの時俺たちは何をした？　硬直した傭よう兵へいたちを見ながら奥に進んで、焼け落ちた家を見つけただけな気が……」

「私もそれくらいしか覚えがないぞ。どこかに蛇髪族メデユーサ特有の逆げき鱗りんがあったのやもしれんが、それはさすがに予測が出来ん」

　基本的には俺たちは品行方正な方だろう。森に分け入ってから森林を荒らしてもいなけりゃゴミのポイ捨てもしていない。

　森の住民メデユーサを怒らせる要素がある気がしないのだが……。

「いずれにしても前回の行動をトレースするしかないか……。まずは森の奥にあった〝焼け落ちた住居〟から調べて、イリスが文字が書かれた壁を壊そうと……」

　その瞬間だった。

　俺がこれからの予定を口にした途端に、ゾワリと前回と同じような森林全体から発生していると思える程の膨大な殺気が膨れ上がった。

　瞬時に反応したイリスは得物を構え、俺は武器召喚をする。　……得物は木刀、やはり本気で当たれと召喚の力自体が警告している。

「ジン……どうやら〝それ〟のようだぞ。蛇髪族メデユーサにとっての逆げき鱗りんは」

「だな……あの古代魔族文字、だったか？　ヤツにとっては相当大事な物なのか？」

　壁を壊すって口にした途端に敵として認識されたようだからな。

「くそ……どこから来る？」

　森林内では漠然とした気配は感じても、正確な気配は散ってしまう。

　ようするにいるのは分かるのに、どこから来るかが分からねぇ。

　しかし俺の警戒を他所よそに、イリスは不敵な笑みを浮かべて得物の『ディメンション』を、両手で軽々と構える。

　長い柄の先端に片刃が付いた彼女専用の『ディメンション』を持ったイリスが。

「ジンよ……先手は私に任せてくれないか？　汚名返上といきたいのでな」

「それを手にしたお前に言われちゃ、言い返す言葉はねーけどな」

　俺がフッと微笑ほほえむとほぼ同時に地面が突如爆はぜて、メデューサの巨体が目の前に現れた。

「カカカカカカ……」

　しかしイリスはそんな突然の出来事を予測していたかのように、目の前の敵に向かって歩を踏み出した。

「さあ、お披露目といこうか……相棒」




＊




「お前、そんな綺麗な足をしているのに、なんでそんな戦い方をしてるんだ？」

「……………………」

　それは昨晩の事、ジンが唐突に言った言葉に私の感情は爆発した。

　き、綺麗とか何を言っているのだコイツは!!

「こんな時に何を言っているのだ貴様は!?　私は真ま面じ目めに相談しているのだぞ!!」

「い、いや別に疚やましい事言ってんじゃねーよ。ただ、その柔らかくてスラッとした見事な足が勿もつ体たい無ないと……」

「まだ言うか！　この不ふ埒らち者!!」

　それからしばらくの間、私は慌てるジンを追い回す事になった。

　この時点でしっかり話を聞かなかった私も悪いが、ジンもジンだ。

　もう少し私が誤解しないような言い方もあるだろうに。

　小一時間ばかりの全力疾走の後、私たちはほぼ同時に息切れを起こしてへたり込んだ。

「はー……はー……ちょっとは手加減しろよな。ここまで無駄な運動もそうそうねーぞ」

「ふ～、ふ～……君が紛らわしい言い方をするからだ」

「……そりゃまあ悪かったけどよ、そんなに怒る事ねーだろ？　実際、綺麗だし」

「!?　……べ、別に怒っていたワケではない」

　まだ言うかこの男は!?

　コレまで綺麗とかそういうのはマリーに向けられる言葉だと思っていたから、いきなり自分に向けられると……その、どう反応して良いか分からない。

「まあ、真面目な話をすると女性は男性に比べて柔軟性が高い。特にお前の足はとびっきりの柔軟性と敏びん捷しよう性せいを持っている。それは初対面の時から思っていた」

「柔軟性と敏捷性？」

　そしてジンは真剣な眼まな差ざしになると私の足を指して話し始めた。

　私が自分で理解していなかった、私の最大の武器の事を。

「実際その足から繰り出されるスピードは半端じゃなかった。細剣レイピアを使った時の突撃力、大剣を振った時は重量を緩衝するのに役立っていた。全部その恵まれた足があるからだ」

「そ、そうか？　自分では良く分からないが……」

「けれど、戦い方がどちらも中途半端で生かしきれていない」

「む……どういう事だ？　大剣は重量に負けていたから分かるが、細剣レイピアの方はそれなりに戦っていたと思うのだが」

　私とて曲がりなりにも細剣レイピアを使っていた時は戦いになっていた自負がある。

　そう言われては少し納得がいかないのだが。

「並の敵なら良いけど、強敵、それこそ蛇髪メデユーサみてぇな敵と遭遇した時はどうにもならない……自分で分かってんだろ？」

「…………ああ」

　認めたくはない……が、それは変えようのない事実。

　受け止めなくては、私にここから先はない。

「実力も頭もあるのに戦い方のチグハグさが疑問だったけど、さっきの話で合点がいった。お前、自分で捨てたつもりの剣術が抜け切ってねぇんだ」

「……え？」

「細剣レイピアは基本、刺突の手数で戦う武器だ。なのにお前はスピードに任せて突っ込んで一撃で決めようとする。しかもどの動きも切る動作が含まれていて、ぶっちゃけ生粋の細剣レイピア使いの動きじゃねぇ」

「!?」

　頭を殴られたかのような衝撃だった。

　コレまで細剣レイピアで負けた原因はただ自分が弱いから、未熟だからと思っていた。

　マリーを守る為ために強くあろうとしていたのに、強くなる方角を間違えていたなど本末転倒もいいところだ。

　言われてみれば確かに私の戦い方は『突いて刻む』ではなく『叩たたき斬きる』動作に偏っていた……私はそんな基本的な事も見落としていたのか？

「逆に大剣を荷物みたいに担いで扱った時は動きがスムーズじゃなかったか？」

「そ、そうだ！　重量のせいで決して早くは動けなかったが、今考えてみてもスムーズに動けていた。それも……信じられない事に、細剣レイピアよりも自然に……」

「元々大剣を振り回す技術は幼少から叩き込まれていた。でも軽い細剣レイピアに持ち替えて間合いが短くなった分、過剰に突っ込む戦い方になっちまった」

　ジンの分析にぐうの音も出ない……今になって冷静に過去の自分を振り返ればその通りだとしか言いようがない。

「元々体が柔らかいお前は力技で突っ込むタイプじゃねーと思う」

「……つまり君は、私にはどちらも合っていない、そう言いたいのか？　体の、特に足の柔軟性を生かして、突くより振る、刺すよりも斬る動作に特化した得物が向いていると？」

　私がアドバイスに従いそう言うと、ジンは驚いた顔になった。

「へえ～、こんな適当な意見でここまで具体的な事を考える事が出来るなんて……やっぱりアンタは実力があるからこそ、マリーの護衛騎士なんだな」

「……からかわないでくれ」

　まったく……顔に似合わず気を使う男だ。

「ふ～む、間合いの長い武器か。普通に考えれば槍やりか斧槍ハルバードか？」

「考え方は間違ってないけど、槍は切るよりも突きが主戦力だし、斧槍になると最も早はや剣の技術が生かせねぇだろ」

「剣の技術を生かせる間合いの広い武器……むむむ」

　私は地面に突き立ったままのディメンションに体を預けて考えてみるが、どうしても自分の知識の中では他の武器が浮かんでこない。

「俺の故郷だったら……その条件に見合いそうな武器があるんだけどな。ここいらこの世界に似たようなもんがあるかどうか……」

「あるのか!?　何なのだその武器とは」

　勢い込む私に、ジンは身振り手振りを交えて説明してくれる。

　間合いが長く、槍に比べて突きよりも斬る事に特化したジンの故郷の武器を。

「俺が蛇髪メデユーサとの戦いで使っていた木の剣があったろ？」

「……あの片刃の反り返った剣を模した木剣の事か」

「ああ、あれの鉄製の剣を故郷じゃ刀って言うんだが、そいつに更に長い柄えを付けたみたいな武器を薙刀なぎなたって言うんだ」

「……ナギナタ？」

　聞いた事のない名前の武器だ。

　しかし何故なぜだろうか……その名を以前から知っていたかのような妙な『馴な染じみ』を覚える。幼少の頃、マリーと遊んだ場所の名を思い出したかのような……。

「間合いが広く斬撃に特化した武器で、柔軟性の高いお前が振るえば多分死角がなくなるんじゃねーか？」

「ナギナタ……」

　何故だろう……見た事すらないのに、具体的な武器の形が脳裏に浮かんでくる。

　長い柄の先に輝く、片刃の美しい形状の武器が……。

「ま、今のは俺の思い付きの戯たわ言ごとだからよ。機会があったら今度武器屋に……!?」

　その時、ジンは突然驚きよう愕がくの表情になった……何だ？

「イ、イリス……何だソレ？　お前ん家ちの家宝が……」

「何だいきなり。ウチの家宝が一体……なに!?」

　ジンに言われて振り返った私は、ようやく家宝の異変に気が付いた。

　大剣『ディメンション』が青白く煌こう々こうと輝き始めているのだ。

「ななな何だコレは!?　ディメンションがこんな風に光るなど、御お爺じい様さまは何も言っていなかったのに」

「この剣はただバカ重い爺さん専用の武器ってだけじゃねーのか？　家宝ってんならベタに魔剣だったとか、何かの魔道具だったとかよ」

「知らん！　御爺様は『いつかお前が剣の名と自分のやるべき事を理解した時、この武器はお前に答えてくれるだろう』としか……」

　驚きよう愕がくする私たちを他所に、光り輝くディメンションは徐々にその形を変え始める。

　無骨な鉄の塊だったのに、全体的にスリムな長柄のフォルムへと。

　それは、さっき脳裏に浮かんだ物と同じで……。

「なるほど、その武器は答えるか。その『剣』じゃなくて」

「……あ、ああ！　まさか武器の名の意味というのは」

　御爺様が私に送ってくれた言葉の真意、私が答えに辿たどり着いた時に答えてくれるというのは……つまり。

「お前の爺さんも中々捻ひねくれてんなぁおい！　てめえの武器はてめえで見つけ出せってんだからな」

「私の……武器」

　青白い輝きは徐々に収まって、形をなしたそれは最早無骨な塊ではなかった。

　美しい波紋を浮かべる刃やいばに長い柄を持ち、柄尻の石突きの装飾も見事な武具。

　それは、まるで主あるじを待ちわびた伝説の武具の如ごとく大地に突き立っていた。

「四次元デイメンシヨン、つまり形がない。決まった形はない『武器』、それがコイツの真の姿ってワケだ」

「これがナギナタ？　これが私にディメンションが答えてくれた姿……」

「手に取ってやれよ……新たな相棒をよ……」

　現実感のない心地で『ディメンション』の前に立つ私にジンはそう言ってくれた。

　そうだ……コイツは私に答えてくれたんだ。

　私に、守るべき親友を、聖女を守りきれなかった私などの為に。

　もう一度護衛騎士としてあの娘の隣へ立つチャンスをくれる為に……。

「頼むぞ……相棒!!」
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　新たな武装、薙刀のディメンションを手にしたイリスが動いたと同時、距離を取っていた蛇髪メデユーサもその巨体に似合わないスピードで動き出した。

　そして大蛇の体で空間を自在に動くと、森林を縦横無尽に移動して先手を取ったかに見えたイリスよりも早く、真横から突っ込んできた。

「カ、カカカ……」

　が、その瞬間イリスは前のように体を突っ込ませず、足を止めた。

　慌てず騒がず、首を動かす事もなく……右足を軸に体全体で薙刀を横よこ薙なぎに振るった。

　振り下ろされようとしていた蛇髪メデユーサの腕が２本、宙を舞う。

「カ!?　カカカ……」

　昨日とはまるで違う彼女の武器とその動きに蛇髪メデユーサも戸惑ったようだが、元々岩石の体の蛇髪メデユーサは再生が可能だし痛みもない。

　落とされた腕などお構いなし、今度は大蛇の体を鞭むちのようにしならせて体当たりをかましてくる。

　細い木々が巻き込まれてへし折られるが、イリスは羽の様に身を翻して体当たりをいなし、そのまま大蛇の胴体を両断した。

　だが断たれた上半身は、そのままイリスへと覆いかぶさろうと襲い掛かってくる。

　マリーが一度やられた時と同じように。

　しかしイリスは冷静に、柄の石突きで一撃を加えて蛇髪メデユーサを吹っ飛ばした。飛ばされた蛇髪メデユーサは「カカ……」と妙な声（？）を出して大木へと激突する。

「フ～……早いな、さすがに」

　そして冷静に蛇髪メデユーサを見据えるイリスには慢心も動揺もない。ただ冷静に目の前の敵と対たい峙じしている一介の騎士の姿。

　今までのイリスは無駄が多かった。

　家の事情でのコンプレックスから恵まれた体格を生かせず、大剣は重量、細剣レイピアはリーチと剣技のせいで突っ込む戦い方だった。

　しかし薙刀を手にした今のイリスは自然と己の長所を自覚したのか、不用意に突っ込む動きはしていない。

　自分のスピードと柔軟性を駆使して薙刀の届く空間、自分の間を掌握する……まさに薙刀の理想的な運用方法でトリッキーな蛇髪メデユーサの動きを完全に見切っている。

　コイツ……本当に昨日初めて薙刀を手にしたのか？

　とても初心者が出来る動きじゃねーぞ？

　吹っ飛ばされた蛇髪メデユーサが瞬時に断たれた腕や体を再生させて、再び森林を縦横無尽に動き回り襲い掛かってくるけど、その尽ことごとくをイリスはその場から動かず迎撃する。

　その様はまさに『攻撃する盾』、自分の守るべき空間を完全に守護する、まさに護衛騎士のイリスにとっては名実共におあつらえ向きな戦い方。

　だったら、その盾を存分に活用する為には……。

「カ……カボ!?」

　俺が弾はじかれた蛇髪メデユーサの頭部へ手にした木刀で一撃を加えると、あの妙な笑い声が止まった。

「盾役は任せる」

　そして俺が隣に立ってそう言うと、イリスは蛇髪メデユーサを見据えたまま苦笑した。

「フン、仕方がない。ならば剣の役……しくじるなよ」

「任せろ」

　致し方ないとばかりに答えた彼女と並び立って構える。

　それが、何故だか不思議なくらいにしっくりとくる気がするのが、妙に不思議だった。

　そうしている内にも、距離を取った蛇髪メデユーサは砕いたはずの頭部を順調に再生しつつ森林の向こうにまたもや姿をくらませる。

　……一体、コイツの弱点はどこにあるんだ？

　前か後ろか、右か左か、それとも上か下か……全方向、上空のみならず地中まで警戒していると、不意に視界の右端で目当ての姿が映った。

「カカカカ……」

　声も姿も間違いなくヤツのモノだ。数十メートルは離れているけど間違いはない。

　俺が木刀を構えると、ヤツはそこからそのまま一直線に向かってきた。

　その事に少し引っかかる……。おかしい、ヤツはコレまで全て奇襲的に襲ってきた。

　木の上から、地中から、擬態をして……にも拘かかわらず、木々を縫うフェイントすら使わずに一直線？

　俺はこの直感に瞬時に従わなかった事を後悔した。

　地中から這はい出た蛇に足を捕らえられた後で……。

「!?　やられた!!」

「カカカカ!!」

　直後、ボゴンと地中から這い出たメデューサの頭部の蛇に俺の脚が絡め取られている事に気が付いた。逆さ釣りにされながらだが……。

　同時に遠くから一直線に向かっていたヤツが土くれの偽者であった事も。

「ジン!!」

「お兄ちゃん!?」

　イリスとユメの悲痛な声が聞こえる。

　そしてそうこうしていると、メデューサの胸部にある紅あかい宝石が凶まが々まがしく輝き出した。

　石化の眼光が来る!?　たとえ目を瞑つぶっても正面から見てしまえばダメな気がする!!

　万事休すか……こんちくしょう!!




「てめえええええ!!　くんのか!!　ああああああ[image: ]」




　俺は自分の感情の全てを込めてメデューサに向かって吼ほえた。

　自分でも理由は分からないけど、直感的に輝き出した『胸元の宝石』に向かって……。

　それは最後の抵抗、これ以上どうしようもないと思ったからこその悪あがき。

　しかし……。

「ひゃ！」

　今までのメデューサから予想もしなかった可愛かわいらしい悲鳴が一瞬聞こえたかと思うと、ヤツは俺を放り出して一瞬で距離を置いた。

　それは……まるでビビッて咄とつ嗟さに逃げる……俺が今まで何度も遭遇した奴やつ等らに酷似したような行動で……。

　え？　いや今だってあのメデューサ、顔色一つ変えてねーぞ？　え？　なんで？

「すっご……お兄ちゃん。とうとう眼力でトップクラスのメデューサまでガン付けで引かせちゃった……」

「やめろ！　マジでやめて！　それを事実として認識するんじゃねえ!!」

　それだけはマジでやめていただきたい！　魔物にすら恐怖されていたってのに、石化の眼光なんて必殺技を持つ相手がビビッて引いたとか……笑えねーよ。

「おいちょっと待て！　お前、ガン付け界の女王だろ!?　そんなまさか……」

　一いち縷るの望みを掛けて、言葉が通じるかも分からんが聞いてしまう。

　……が、メデューサは表情を変える事なく俺を遠巻きに見ているのみ。

　おい、なんだそのトップはお譲りします的な態度は!?

「俺のガン付けくらいで恐怖に身を竦すくませとらんで、もっと根性出そうぜ……」

「腐るなジンよ。眼光でも何でも、今は使える物を使う事が肝要であろう？」

　真顔で言わないでくれ……正論でも納得できない事が世の中にはあるんだからよ。

「しかし……ジン、あれは本当に生き物なのか？　ゴーレムか何かでなくてはあの不死身ぶりには説明が付かん」

　イリスは薙刀なぎなたの切っ先を蛇髪メデユーサに向けたまま言う。

　確かに俺たちが何度も腕や頭、大蛇の胴体も破壊しているのに平然と再生を繰り返す岩石の体……生き物としておかしい……。

「だから言ってんでしょ。ゴーレムみたいな存在に魔法は使えないって。ましてや石化の眼光なんて特殊な魔法だったらなおさら」

「……あ!?」

　その時、俺はユメの文句で思い出した。

　そうだ……俺たちが警戒していたのは『眼光』のはずだ。あのメデューサ、腕や頭、蛇のように長い体のオドロオドロしさに注目しがちだったけど。

　俺はさっき、どこに向けてガン付けていた？

「イリス、一度石化の眼光を食らった時、マリーはどこを見ていた？」

「どこって……それは頭に決まって……いや？」

　俺の質問にイリスは首を傾かしげる。

「そう言えば……マリーは『頭部』を見ていなかったぞ!?」

「石化の『眼光』……メデューサの目ってのは〝首よりも下〟にあるのか？」

　俺の言葉にイリスは静かに頷うなずいた。

「そういう事か……」

「そういう事だ」

　壊されても再生する頭部、何があっても変わらない表情、そして胸元の宝石から発生する紅い光……それが意味する答えは。

「上よ！」

　ユメの声に上を向くと、メデューサは木の上から勢い良く飛び出してきた。

「カカカカカ……」

　良く見てみると笑い声や鳴き声かと思っていた物は、振動と風で頭部がカタカタと動いているだけのようだ。

　瞬時に俺たちが身をかわすと、メデューサの体は地面に激突。

　しかし轟ごう音おんと共に跳ね返ったメデューサは、そのまま体を反転させイリスへ突っ込む。

　そこまでは予測していたようで、イリスは薙刀に体を預けるように全身で受け流した。

　ガリンと嫌な音がしたが、イリスはそこから更に受け流した勢いを利用して、大蛇の部分へと薙刀を振り下ろす。

　岩石の破砕音と一緒にメデューサの体が大蛇の胴体から断たれてそのまま吹っ飛んだ。

　だが、吹っ飛んだメデューサの体はそのままイリスに向かって６本の腕を広げて覆いかぶさろうとする。

　胸部にある宝石から紅い光が漏れ出し、イリスが捕らえられて……。

「誘いに乗るとはらしくないな……同じ手を３度も使うとは」

　イリスが不敵にニヤリと笑った時、俺は胸元の大きめの宝石の向こうから『覗のぞいている二つの瞳』が動揺したのを確認した。

　やっぱりだ……この蛇髪メデユーサは岩石で出来た着ぐるみだったんだ。

　本当の体は胸部より下の部分で、そこから魔法で岩石を操作。そして動きを止めた後で石化の眼光を使う……それこそがコイツの戦術。

「だが、かくれんぼは終わりだ！　くらえ、場外満塁ホームラン!!」

　俺はイリスを捕まえようとして無防備になったメデューサの腹の辺りへ、召喚した木製のバットを振りぬいた。

「カグ!?」

　ボコンと岩石を砕く感触と共に蛇髪メデユーサはそのまま吹っ飛び、大木に轟音とともに激突。同時に紅い宝石部分がひび割れた。

　それだけで、あれほど再生を繰り返して俺たちを翻弄、苦しめてくれた蛇髪メデユーサはあっけなく動かなくなってしまった。

「カ……カカ……」

　そのあまりのあっけなさにイリスは眉を顰しかめる。

「何だ？　また奇襲攻撃に繫つなげるワナとか？」

「いや……違うだろ」

　メデューサは起き上がろうとしてもがくが、動けない……そんな動作を繰り返し、体を震わせて何かを呟つぶやいている。

「……、……、……」

　それは掠かすれて聞き取れないか細い声。

「いずれにしても、これ以上の狼ろう藉ぜきは見過ごせん。止とどめを……」

　武人として、護衛騎士として冷静に仕留めようと、イリスは薙刀の切っ先をもがく蛇髪メデユーサへと突きつけた。

　だが、俺はその薙刀を横からずらし、切っ先を蛇髪メデユーサから外させる。

「……ジン？」

「アイツは言ってたぜ。彼女を救ってあげてってな」

　アイツ、マリーが言っていた言葉はイリスも聞いていた。その事を思い出したようでイリスも眉を顰める。

　アイツがこの場にいたら、是が非でも止めるだろうし。

「いや、しかしコイツは危険だ」

　戦ったからこそイリスは危険を認識している。護衛騎士としてマリーを危険な目にあわせない為ための判断は正しい。

　ましてや一度はマリーに攻撃をしたのだからな。

　だが、コイツの目を見て……これ以上コイツに何かをする気がなくなってしまった。

「ベソかいてるガキに、これ以上上等こける根性は俺にはねーよ……」

「……え？」

　その時イリスも初めて気が付いたようだ。

　胸部のひび割れた宝石から覗く本当の目は真っ赤になっている……涙で濡ぬれて。

　俺はそのまま動けなくなったメデューサに近付き、本物の目と向かい合った。

　こういう役は、恐怖を与える俺がやるべきじゃねーとは思うんだがなぁ。

「ごめんな……俺たちはこれ以上何もしねぇよ。お前が危険じゃないって分かったからな」

「あ……、あ……、……」

「信じられねーなら、遠慮なく石化させてかまわねーぞ？　だが、ウソを言っているかどうか……この目を見て判断してくれ」

　それはメデューサに対しては自殺行為にも等しいだろうが、この場で目を逸そらす事は絶対にしてはダメな気がする。

「バカな!?　そんな事をしたら石化の眼光が……」

　イリスが俺の無謀に声を上げそうになるが、次の瞬間オドロオドロしいメデューサの体にヒビが入り、ガラガラと音を立てて崩れ始めた。

　そして中から現れたのは……少女だった。

　長い深緑の髪と紅い瞳をした儚はかなげという言葉が似合いそうな女の子。

　その鮮やかな紅い瞳からは止とめ処どもなく涙が流れている。

「う……うう……ひっく……」

「大丈夫だ、もう誰もお前をいじめたりしねぇ」

「うわああああああ!!」

　俺が静かにそう言った瞬間、少女はそのまま飛びついて泣き叫んだ。

　何年も溜ため込んでいた涙の全てが、堤防が決壊してしまったように溢あふれ出ていた。
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　しばらくしてから少女は泣き止やんだが、しがみ付いたままビクビクとしていた。

　少女に泣かれた事はそれこそ星の数ほどあるけど、こういうのは初めての経験でちょっと困るな……。

　そして少女は教えてくれた……自分が蛇髪族メデユーサの生き残りである事を。

　しかしポツリポツリと、決して饒じよう舌ぜつではない彼女の語る生い立ちは、噂うわさ話ばなしで聞いた人間を襲う邪悪な存在とはかけ離れていた。

　蛇髪族メデユーサと呼ばれる魔族は以前は村を作り集団で生活をしていた。

　見た目は人の女性と変わらないが、髪の毛を蛇のように自在に操り、他者を石化させる瞳を持つと言われ、高度な土の魔法を持っていた彼女たちは、その存在を疎まれ人間たちに侵略されたらしい。

　噂と正反対の説明に、イリスは納得がいかないようだったが、彼女の「パパとママは、その時私たちを逃がしてくれて……」の言葉に口を開くのを止めた。

　そして唯一生き残った蛇髪族メデユーサの姉と一緒に、人間の目を逃れてこのガロンディルの森にヒッソリと隠れ住んでいたのだ。

「お姉ちゃんはいつも優しくて、いっぱい色んなお話をしてくれたの。お料理が上手で……いつも美味おいしいご飯を作ってくれて……」

　それは少女にとってかけがえのない記憶。

　過ぎてしまった温かい思い出に、少女の瞳から再び涙が零こぼれ始める。

「でも……お姉ちゃんは……いなくなっちゃった。私を……守る為に……」

　事の顚てん末まつを聞いて、俺は腹でも切りたい気分になっていた。

　それは人間の勝手で、特殊な能力を持っているから怖いって理不尽な理由で、この少女は大好きな家族と引き離されたって事。

　あまりに……ひでえ話だ。

「そんな……酷ひどい事を……」

　いつの間にかイリスは歯を食いしばって俯うつむいていた。

　彼女が何かしたワケでもないのに、同じ人間として申し訳なさそうに。

「お姉ちゃんは『絶対に迎えに来る』って約束してくれた。だから、お姉ちゃんが帰ってくるまで、家、守らないと……」

「なるほどな。だから俺たちがあの焼け跡、お前の家に勝手に入ったから襲い掛かってきたってワケか」

「ご、ごめんなさい」

「ジン、あまり彼女をいじめるな。無礼を働いたのはこちらの方だった」

「分かってる……悪かったな、土足でお前ん家ちに入ってよ」

「……ううん、お兄ちゃんたち、お客様」

　そう言って裾をギュッと摑つかんでくる少女にホッコリする。

　……なんだろう、この小動物が頼っているような微笑ほほえましさは。

　それからしばらく色々な話をして、少しは彼女と打ち解ける事が出来たような気がする。

　特にユメは同じ魔族で、しかも人間から迫害された同士として、幾らか自然と会話できるようになっていた。

　そしてしばらく二人で仲良く会話していたと思うと、ユメが唐突に提案してきた。

　俺と召喚獣契約をする事を。

　昨日今日とあれ程やりあっただけに少女の方が嫌がるんじゃねーかと思いきや、意外と彼女は乗り気のようだった。

「本当に、良いのか？」

　念の為にもう一度確認すると、深緑の長い髪を持つ蛇髪族メデユーサの少女は頷く。

「うん……ユメちゃん、大丈夫だって言ってた、それに」

「それに？」

「ユメちゃん、お兄ちゃんなら怖がられて迫害される気持ち、誰よりも知っているから絶対に力を貸してくれるって……」

「……ユメ、てめえ、何を喋しやべった」

　俺が睨にらみ付つけると、ユメはロリ形態で笑いながら宙に浮かんでいた。

「いいじゃない、私だって村では疫病神扱いにされてたし……似た者同士じゃない？」

「なんつー後ろ向きな契約だ……」

　彼女はこの場所を守る為に、幼い頭で考えて森に入ってきた人間を追い返していたようだが、姉が命を賭して作った『ここにはもう蛇髪族メデユーサはいない』という前提が崩れている以上、彼女がここに留とどまるのは危険でしかない。

「仕方がねえな。なら、逆に姉ちゃんを迎えに行ってやろうぜ……待つんじゃなくてな」

「!?　うん！」

　俺がそう言って少女の頭をポンと叩たたくと、彼女は輝くような笑顔で頷うなずいた。

「そういや、名前を聞いてなかったな」

　俺がそう言い暗に教えてくれと促すが、少女は目を丸くしてキョトンとした。

「名前？」

　その反応は〝名前がない〟というよりも〝名前の概念が分からない〟って反応だった。

「前にも言ったけど、魔族に名前はないよ。名を貰もらう事は上級であると他者に認められたって証あかしだからね。蛇髪族メデユーサは閉鎖的な魔族だったから、個体の識別は別の方法だったんじゃないかな？」

「ちなみに姉ちゃんは何て呼んでたんだ？」

「……愛いとしい目、可愛かわいい瞳」

　思い出しながら言う彼女は恥ずかしそうで、そしてとても嬉うれしそうで……姉には相当可愛がられていた事が分かる。

　ついでに姉がどう呼ばれていたか聞くと『慈悲の眼まな差ざし』『戦乙女の眼め』だったという。

「目か……蛇髪族メデユーサは互いの違いを目で認識していたのか？」

　この辺は種族的な独特の認識なんだろう。俺には目の色形だけで認識を分けるのは絶対に無理だし……そうだな。

　俺が彼女に相応ふさわしい一文字を思い浮かべた瞬間、彼女の目の前に光輝く魔法陣が突然現れた。それはユメの時と似ているが、中央の芸術的に崩された漢字が決定的に違う。

「え……ええ!?」

　いきなりの事に驚く彼女の体を魔法陣が通り抜けると、そのまま彼女は光に包まれる。

「森を守護し敵対者であっても殺生を良しとしない慈悲深く聡そう明めいな心。大地を見通す公明の瞳……お前の名は弐にの召喚獣『瞳』だ」

「瞳……ヒトミ……」

　そう呟つぶやくと彼女の中心から光が漏れ出して、古びた簡素な服が白く清せい楚そな法ほう衣えへと変化していく。そして手には蛇が巻きついた三さん叉さの槍やりを握る。

「これって……お姉ちゃんの服と槍……私、まだゴーゴンじゃなかったのに」

　自分の姿を見て驚くヒトミに、ユメはわざわざナイトメアの姿になって見せた。

「それが召喚獣契約、ニオウイン・ジンの召喚士としての力よ。別世界の言霊を貰う事で契約者の力は跳ね上がるの」

「……言霊……私の名前」

　そう呟くとヒトミは左の手を胸の前で握り、俺に頭を垂れる。

「お名前……確かにいただきました。これから、お願いします……あるじ……」

「あ、主あるじ様やご主人様は止めろよ？　俺は召喚獣契約はしたけど主従契約をした覚えはねえからな」

　俺がヒトミの言おうとした言葉を遮ると、彼女は目を見開いた。

「え？　でもこんな素敵なお名前も、こんな力まで貰って……」

　戸惑いを隠せないヒトミだったが、先輩ユメが笑いながら肩を叩いた。

「こういう人なのよ、我らが主様は。今までの人生で怖がられて、避けられてばかりいたから、公平な立場ってヤツに飢えてんのよ」

「ほっとけやあ！」

　契約前からあまりなかったけど、最近どんどんこの壱いちの召喚獣には遠慮というものがなくなってきてやがる。

「でも、それじゃあ何て呼べば……」

「何でも良いのよ。あ、でも〝お兄ちゃん〟は私のだからね」

　そりゃ二人称だから、だれが呼んでもいいんじゃね？　と思わなくもねーが……。

「お姉ちゃんたちが呼んでいたみたいに瞳の特徴で呼んでみたら？」

「じゃあ…………だいまお」

「スマン、それだけは勘弁してくれ！　この通り!!」

　瞳の印象でその名前は痛すぎる！　俺の心にも世間体的にも。

　要求を素直に聞き入れてくれる良い子なヒトミは、早速代案を真剣に考えてくれる。

「お姉ちゃん……お兄ちゃん……ジン兄？」

「お、いいねそれ。可愛いじゃん」

　そう言ってユメはロリ形態に戻ると、俺の肩に乗ってから頭で頰ほお杖づえをつく。

　顔は見えないが、絶対ニヤニヤしているだろ……。

「か弱い女の子にジン兄って呼ばれるなんてさ……男としては御褒美じゃない？」

「やかましい……」

「……ダメ？」

　特に不満はない、俺はオドオドと上目使いをする少女にサムズアップをかました。

　しかし、まさか別世界で妹以外にその名を呼んでくれる奇特なヤツが現れるとはな……。

　それからしばらく、俺は蛇髪族メデユーサに関する能力を聞き出す事にした。

　何しろこれから行動、場合によっては戦闘を共にするんだからな。

「……蛇髪メデユーサの力、『石化の眼光』、『蛇の髪ゴーゴン・ヘア』、土魔法の『大地操作ガイアコントロール』で全部」

『石化の眼光』は聞くまでもなく目から発した紅あかい光を見た人間が石化する能力。

『蛇の髪ゴーゴン・ヘア』ってのは彼女の綺き麗れいな深緑の髪は伸縮自在、操作可能らしく、それを利用したトリッキーな動きも可能なんだそう。

　実際一番最初に俺たちを焼け跡から追い出す為ために使った蛇の攻撃がコレらしい。

　そして土魔法で大地、石や土砂を操作するのが『大地操作ガイアコントロール』。彼女はこの能力を駆使して土砂を鎧よろいのように、着ぐるみのように纏まとって戦っていたらしいな。

「なるほど、考えたもんだな。確かにそれなら安全性も高いし、なおかつ戦闘能力と一緒に恐怖を煽あおる事も出来る」

「……蛇髪族メデユーサ、それが出来てようやく半人前、私はまだまだ」

「!?　あれでまだまだだと言うのか？」

　イリスが驚きよう愕がくの声を上げるとヒトミはちょっと得意気に胸を張った。

「お姉ちゃん、もっとも～っと強い、私じゃ敵かなわない」

　お姉ちゃんイズ・ナンバーワンってところだろうか？

　この娘の根本的な扱い方が分かった気がする。

「そういや聞いておきたかったんだが、蛇髪族メデユーサの『石化の眼光』ってよ、どのくらいの時間で石になるんだ？」

　何の気なしに俺がそう言うと、ヒトミは小首を傾かしげて見せた。

「石？　なにそれ？」

「いや、蛇髪族メデユーサの石化って徐々に石になっていくんだろ？　でも森で見た傭よう兵へいで石になっているヤツは一人もいなかったからよ」

　それは能力確認の一環、些さ細さいな質問のつもりだった。

　しかしヒトミが答えた言葉に、俺の息は止まった。

「……蛇髪族メデユーサの『石化の眼光』、見た人石みたいに固める、生きている人の時間を止めるだけ。本当に石になる、違う」

「……は？」

「な、なんだと!?」

　その答えに傍そばで聞いていたイリスは驚愕のあまり立ち上がった。

「そんなバカな！　ガロンディルの町では教会だけでも何体の石像があった事か！　それが蛇髪メデユーサの石化ではないなど…………石像？」

　勢い込んで立ち上がったイリスは自分の言った言葉で、違和感に気が付いたようだ。

「……あそこにあった石像が全て、タダの石像だったとしたら……本物は一体どこへ行ったってんだ？」

「ジン……まさか、あの町にあった大量の石像は……」

「石像があれば、それは石化した本人が、いなくなっても誰も疑わない……」

　今ガロンディルの町は人手不足で困っている。

　理由は蛇髪族メデユーサの残党が町の人間を『石化の眼光』で石化させてしまったから。

　その証拠に、町には働く事が出来なくなった人々が石像として安置されている。

「……便利だな。石像さえあれば、その人物がいなくても〝いる〟って事に出来るんだからな」

「「…………」」

　そう、つまりあれらが全て単なる石像だったとすれば、石像一体につき一人の人間が行方不明という事になってしまう。

　本人の石像さえあれば……。

　その時、俺の脳裏にあの町で起こった最近の出来事が脳裏を過よぎって、背筋が凍った。




『突然申し訳ありませんが……ぜひモデルをやっていただけないでしょうか？　勿もち論ろんお礼はお支払い致しますので』




「やべぇ！　マリーとリトリーさんが狙われている!?」

「は、はあ!?　どういう事だジン!?」

「ガロンディルで石像が作られたヤツが行方不明になってんだぞ！　だとすると、石像のモデルをやったマリーと、以前モデルをやったって言ってたリトリーさんが！」

「!?　そういう事か」




　俺たちはガロンディルの森から猛ダッシュで町まで戻った。

　しかし、血を吐く思いで宿屋の宿泊部屋に戻った俺たちが目にしたのは……三つ編みと村娘風の女性を模した２体の石像だった。

「!?　っちくしょう、遅かったか!!」

「おのれ……おのれ卑ひ怯きよう者ものがあああ!!」

　マリーとリトリーさんを模した、絶妙にヘタクソな石像を前に俺たちは膝を突くしかなかった。







[image: ９章　モデルに潜む甘いワナ]




　まんまとマリーとリトリーさんが攫さらわれてしまった……しかも向こうに踊らされる格好でだ。

　だが、いつまでも気落ちしているワケにもいかない。

　俺たちは名前も知らない犯人への燃える憎悪を糧に立ち上がり、とにかく怪しい目撃情報でもないか聞き込む事にした。

　まず一番に確認しなくてはならない輩やからが一人いる。

　俺たちはそいつが所属しているらしい工房へと足を運んだ。

　そう、マリーに石像のモデルを頼んだヤツだ。

　工房にいた職人に話を聞くと、あのマリーの石像を作った男は最近妙に羽振りが良く、度々仲間たちに酒を奢おごっていたらしい。

「なんでも新しいパトロンを見つけたとか言ってたな」

「あの人は今どこに？」

　俺がそう聞いた途端に工房の同僚だった男の表情が曇った。

「今日も酒場で飲んだくれてるよ。全く……最近は臨時収入が入る度にこの調子で。個人的な依頼しか受けねえなら独立しろってんだ」

　同僚の男は不満そうだ。どうやら相当稼いでいるようだな、あの製作者。

　一体その金はどこから流れてくるのやら……。

　俺はこれで事件の大体の経緯を悟った。

　同時に腹の底からどうしようもなく怒りが湧き出してくる。

「なあ、その飲んだくれのパトロンは、分かるか？」

「いや、何度か俺にも紹介しろって言ったんだがな、絶対に口を割らねーんだよ」

「なるほど……そりゃ、聞かなくて良かったな……」

　工房の男は俺が呟つぶやいたと同時にビクリと体を震わせて後ずさる。

　おっと……いかんいかん、怒気が抑えられていないようだ……。

　大丈夫だよ……アンタには何にもしねーからよ。




＊




　ガロンディルで唯一の宿兼酒場、俺たちはその宿に戻ってきた。

　情報を共有する為ために食堂で軽食を頼むと、イリスは勢い込んで聞いてくる。

「ではジン、教えてくれ。この町では何が起こっていて、そしてマリーは一体どこに行ったというのだ!?」

　イリスが真剣な目でそう言うと、俺たちの間に張り詰めた空気が流れる。

「ああ、この町は以前『蛇髪族メデユーサ』をこの地から追い出し、そしてその事を英えい雄ゆう譚たんにしている……そうだよな」

　俺がそのままイリスに聞くと、申し訳なさそうに彼女はヒトミに頭を下げた。

「その通り。そして私もそんな戯たわ言ごとに乗せられて過ちを犯すところだった。すまなかった……ヒトミ殿」

「……知らないなら、聞いた事を信じるの当然。私は生きてる、謝る事ない」

「寛大なお心、痛み入る」

　己が間違っていればたとえ幼子でも謝罪し頭を下げる……結局イリスはどこまでもクソ真ま面じ目めな騎士なんだろうよ……さて。

「ここからは少し俺の憶測も入るが……２年前、ヒトミを助ける為に姉ちゃんが命がけで囮おとりになった。だが、蛇髪族メデユーサには妹がいる事を知っている者がいた」

「「「え!?」」」

　この憶測に３人とも驚愕の声を上げた。

「ヒトミの生存を知っていた何者かはヒトミが自ら人を襲わない事すら想定した上で、ヒトミを利用しようと考えたんだろう」

「ジン……そう言えば森で君も言っていたな。石像があり、それが石化した人間であると認知されてしまえば、その者は行方不明とは思われないと」

「そっくりな石像さえあれば、誰もが蛇髪族メデユーサの仕業と思い込む。何しろ２年前から石化を解除する光魔法は消失してんだ。確かめる手立てがねぇ」

　俺の怒りが理解と共に皆に徐々に伝でん播ぱしていく。

　イリスは唇を嚙かみ締しめ、ユメは苛いら立だたしく溜ため息いきを吐つき、ヒトミは悲しげに眉を顰ひそめる。

「石化の眼光、私を利用した、人身売買……」

　ヒトミが口にした言葉が俺の結論だった。

　石化した人間だと思われ、ここだけではなく石像は大抵屋内に安置されている。

　特に大切な家族や恋人だと思い丁重に扱っている人たちがいる事は前に聞いた。

　そいつらは石化が解除できないと石像に向かって嘆く人々をあざ笑い、彼かれ等らの大切な人たちを金に替えている……胸むな糞くそ悪い事にな。

「ジン……その連中は、どこにいるのだ」

　場所さえ聞けば真っ先に飛び出しそうな殺気をイリスは放つ。気分的には俺も似たようなもんだがな。

「聞くべき相手は……想像が付くだろう？　最近羽振りが良くなった、腕が未熟な飲んだくれがよう……」

　俺が背後を親指で示すと、そこには綺き麗れいどころの女性を侍らせて機嫌良く酒を煽っている男の姿があった。

　この町に来た時、マリーを是非にとモデルにしていた彫刻家の男が……。

「……なるほど、そういう事か。今考えてみればあの男、何故なぜかリトリー殿が目の前にいる事に驚いていたな」

　横目で男を睨み付けるイリスが手にしたグラスにヒビが入った。

「想定外だったんだろうなあ。人ひと攫さらいの現場に〝聖女様御一行〟が通りがかるなんて偶然が起こるなんてな……」







　その日の夜、俺たちはある犯罪を犯した。

　罪状は誘拐、そして恐喝。

　犯行自体は簡単な物で、目的の人物をユメが得意の『魅了』で誘導して、俺とイリスで目隠し、ロープで拘束するだけ。

　手荒な事は一切なく、俺たちはほぼ運搬するくらいだった。

　こんな事は普段なら真っ先に反対して止めるマリーは幸いにもコイツのお陰でいない。

　まあいたところでやる事は変わらないんだがな。

　俺たちは町の外れにある掘っ立て小屋へそいつを運びこんで、椅子に座らせ厳重に体を固定、そして目隠しを取る。

「呪眠解除！」

　そしてユメは眠っていた男の頰ほおをスパンと思いっきり叩たたいた。

　解除って……今のは絶対魔法とか関係ねーだろ？

「いっ……つ、何だ？」

　目を覚ました男は状況が分からずキョロキョロ視線を彷徨さまよわせうろたえるが、自分の手足が自由に動かない事に気が付いて暴れ始めた。

「何だコレは!?　ここは一体どこだ!?　私はどうなって……」

「騒ぐんじゃねぇ……ゲス野郎」

　俺は極力ドスの利いた声を意識して男の前に立った。

　この男に俺は面が割れているから、いつもの姿じゃなくヒトミが作ってくれた石製のシンプルな目元を隠す仮面を付けてだが。

「き、貴様、何者だ!?　この私を誰だと思っている!?　私はガロンディルでも上の人間に顔が利く。もし私に何かあれば貴様などたちどころに……」

　偉そうに身分を明かして身の安全を図ろうって魂胆か？

「ガロンディルでも大口のパトロンが付いたって評判の、今売り出し中の彫刻家様ってところか？　腕前が伴っているかは知らんがなヘンゼルさん？」

「な……知っていて!?　私をどうするつもりだ!?　……金か？」

　誘拐イコール金、どこの世界でもこの図式は変わらないんだろう。

　俺はその発言にイラッとして、男の顔面をぶん殴りそうになった。

　しかし、俺はあえて口元だけで笑ってみせる。

「いや、俺はアンタに商売の秘ひ訣けつを教えてもらいたいって方に頼まれたんでな。その人の仲介を頼まれただけさ」

「仲介……だと？」

　怪け訝げんな顔をするヘンゼルを尻目に、俺は掘っ立て小屋の扉を開けて件くだんの人物を招き入れる……いや、それは人とは言わないな。

　月光に晒さらされたそのシルエットを目にしてヘンゼルは口を顎が外れる程開けて驚きよう愕がくする。

　地を這はう音は丸太が引きずられているようで、常にグネグネと動くシルエットは嫌悪感を強調する。

　無数の蛇を頭に飼い、爬は虫ちゆう類るいの如ごとき顔に紅あかく輝く瞳に耳元まで裂けた口、６本腕の上半身に５、６メートルはある大蛇の胴体がくっ付いている。

　全てに恐怖を煽あおる要素しかないそれは、町で噂うわさになっている蛇髪族メデユーサの姿そのままで……ヘンゼルの顔面が青を通り越して白くなる。

「あ……あが……が……ああ……」

「どうやら紹介は不要みてぇだな。じゃあごゆっくり……蛇髪族メデユーサへ文句もありそうだから、丁度良いんじゃねーか？」

「待て!!　待ってくれ!!　何だコレは!?　何なのだコイツは!?」

　恐怖に慄おののき、自分をこんな状況に陥れた俺に懇願するヘンゼル。人間に見える俺の方がまだ話が通じるとでも思っているのか？

　そんな男の顔間近で、人一人くらいなら軽く飲み込めそうな口が大きく開いた。

『カカカ……貴様か。我が名を騙かたり、己おのが同族を食い物にする外道者は？』

　くぐもった声は、変わらない表情とは裏腹に怒りに満ちている。

「ほ、ほほ、本物!?」

　慄くヘンゼルは手足が動かせないのに、器用に椅子の足を利用してガタガタと後ろに下がる。しかし狭い掘っ立て小屋で逃走経路などあるワケもなく、メデューサの長い胴体がとぐろを巻いて不気味な程優しくヘンゼルを包み込む。

「ひ、ひやあああ!?」

『よくも我が名を騙り、悪評を広めてくれたな……石像を使って我が仕業に見せかけるとは……考えたものよ』

「ち、違う！　私じゃない!!　私は指示に従っただけで……」

『まだ騙るか？　ならば我が眼光の真実……受けるが良い……』

　そう言うとメデューサの紅い瞳がギラリと輝き出す。

『我が全力の石化は一瞬で全ての命を石へ封じる。永遠に時を止められる代わりに意識は未み来らい永えい劫ごう途絶える事はない。動けず、話せず、眠る事すら適かなわぬ永劫の地獄……とくと味わい己が罪を後悔するが良い……』

　そして光を増していく紅い瞳を前に、ヘンゼルは体内の穴という穴全てから色々垂れ流して泣き叫んだ。

「ひいい!?　分かった！　認める!!　全て話す!!　だから勘弁してくれええ!!」

　泣き叫んで聞いてもいない事もベラベラぶちまけたヤツの罪状内容は、まあ酷ひどかった。

　コイツがガロンディルの石化事件の主犯格なのは間違いないようで、驚いた事にヒトミをダシにする以前から人身売買に加担していたらしい。

　そして誘拐と人身売買の受け渡し場所は街道の峠の手前辺り、この前俺たちが見つけた野盗か何かと思っていたのは実は仲間だった。

　護衛としていた傭よう兵へいたちも当然グル、あの襲撃は全て計画的に仕組まれていた。

　しかし運悪く俺たちに邪魔をされて、予定していた〝三つ編みのリトリーさん〟の誘拐に失敗。

　だが今回俺たちがヒトミの討伐に赴いていた隙を突かれて、リトリーさんと一緒にマリーも連れ去られてしまった……という事だ。

「とんでもない外道がいたもんだな」

　月明かりに照らされる小屋の前で俺が呟つぶやくと、メデューサの巨体に一瞬でヒビが入り、中からヒトミとイリスが姿を現した。

「この中は随分暑いな。大丈夫かヒトミ殿？」

「私は慣れてる、魔力で動くから、平気」

　前にこの格好のヒトミと戦った時、彼女は声を出さなかった。

　自分の声がメデューサの見た目に反して迫力がない事を自覚しての配慮だったとか。

　確かに彼女の声は小鳥や小動物系、迫力とは無縁の可愛かわいらしい声だ。

　だから今回は声優を別の人にやってもらう事にしたが、ユメは妖艶には向くけど恫どう喝かつには向いていないから却下。

　必然的にオーディションを勝ち上がったのは現役騎士のイリスしかいなかった。

　彼女の迫力あるハスキーボイスはメデューサの迫力にマッチし過ぎていて、知っている俺でも大分ビビッた程だ。

「それで、これからどうするジン？　当然町の警備隊へ伝えるのだろうが……」

　あからさまに怒りに燃えているイリスの瞳からは、それだけで済ます気がないのが明白だ。無論俺もだがな……。

　あの外道から聞き出した情報には盗賊団のアジトの場所も入っていて、どうやら攫った人間を収容しているらしい。

　俺たちが今いる国では奴隷制度自体が違法にされているから、裏の方向で買い手が付くまでの倉庫なのだ……と奴が言ったところで思わず殴ってしまった。

「慌てんなよ。今のガロンディルでは石化は蛇髪族メデユーサの残党の仕業って事が周知の事実になっちまってる。たとえ真実でもその真実だけ持っていっても信用されるとは思えねえ」

「……だろうな。仮に連中を信じさせる事が出来るにしても、絶対的に時間が掛かってしまう」

「町の中に盗賊団の諜ちよう報ほう員いんがいれば一発で連中に筒抜け……盗賊団はサッサとアジトを引き払うでしょうし、商品として捕らえた人たちも連れて行くでしょうねぇ～」

　冗談めかして言うユメも、目が笑っていない。

「最悪の最悪、自分たちの面を知っているってだけで奴等に始末される危険もある」

　イリスの結論はより現実的に残酷だ。確かに逃亡のお荷物になる可能性があるのなら、口を封じてしまうのが手っ取り早い。

「じゃあ……どうするの？」

　結論なんて端から分かっているように、妖艶に笑うユメに、俺とイリスは同じような怒りの表情で答えた。

「決まっているだろ？」

「ああ、決まっているな……ユメ、わりいが頃合が来たら町の警備の連中を盗賊団のアジトまで誘導してくれねぇか？」

　今から真相を伝えても向こうが信じてくれるかは微妙、なら最初っからユメに操って誘導してもらった方が手っ取り早いしな。

「わ～かった了解……でも本当に私も行かなくて良いの？　お兄ちゃん」

「ああ……悪いが今回は快感と快楽の夢を魅せるお前は、正直役に立たねぇよ」

　俺のどう考えても失礼にしか聞こえない物言いに、ユメはニヤリと笑った。

「あら、ご挨拶ねぇ。私が要らないだなんて……お兄ちゃん、貴方あなたは一体何を魅せてあげるつもりなの？」

「分かってんだろ？　今こ宵よい、奴やつ等らに魅せてやる夢はねぇよ」

　俺たちは一つの燃え滾たぎる思いを胸に、奴等が潜んでいるらしい山間部を睨にらみ付つけた。

　ただ純粋に、怒りを込めて。

「では、行こうではないか。人道を外れた外道共に、悪夢という現実を与えに」

「蛇髪メデユーサの女、舐なめた報い、受けてもらう」

「行こうぜ二人とも……この世の地獄を連中に味わわせてやろうじゃねぇか……」




＊




　ガロンディルの町から道なりに少し山間部に入った場所、そこに人身売買に関わっていたあの彫刻家が言う盗賊団の目印はあった。

　それは『この先ガロンディル』の立て札から山側の林に目を向けたところにある木々のうちの一本に、注目しなければ分からないくらい小さく付けられたバツ印の傷。

　そしてその傷がある木の前に立って見回すと、また別の木に付いている小さなバツ印を見つける……この繰り返しだ。

　シンプルだが、だからこそ見つけ難にくく、そして分かりやすい目印だ。

　この行動を30回は繰り返すと、俺たちは既に結構山深くまで入り込んでいた。

　そして、唐突に感じる人の気配。

　警戒して周辺を見渡すと……いた！　一人の柄の悪そうな男が抜き身の円月刀を手に退屈そうに立っている。

　申し訳程度に周囲の警戒をしているから見張りだろうな。

『どうする？』

『一人か、ならシメた方が早いか』

　俺とイリスが〝シメ落とす〟方向で決めようとすると、ヒトミが自信満々に言った。

『待って、私に、まかせて』

　そしてヒトミは音も立てずにスッと無造作に歩き出して、俺たちの目の前でいきなり男の正面にいた。まるで前からそこにいたかのように自然と。

「ん……んん？」

　見張りの男もあまりの出来事に目の前に少女が現れた事実に理解が追いついていないようだ。心霊番組でも、人間は理解が及ぶまで恐怖の感情が遅れ、悲鳴を上げるまでタイムラグがあるのを見た事があるが……。

　そして男は理解して恐怖の感情が湧く前に、見てしまった。

　紅く輝く『石化の眼光』を。

「なん……」

　男は〝だ〟までも言う事が出来ず、そのまま一瞬にして硬直してしまった。

　当然蠟ろう人にん形ぎようみたいにそのまんま、間違いなく蛇髪族メデユーサの石化だ。

「すげえな、一瞬だぜ？　呻うめき声ごえすら聞こえなかった」

　見事な手前を見せてくれたヒトミは若干照れながら説明してくれる。

「恐怖の顔で固める蛇髪メデユーサは未熟、本人も気が付かずに固めて一人前」

　俺の召喚獣になった事でユメがサキュバスからナイトメアになったように、ヒトミもレベルが上がったって言ってたな……そういや。

「私はこの男の前に自然と近付いた歩法が見事に見えた。何なのだ？　決して早く動いたワケでもなかったのに自然と目の前にいたな」

「……蛇髪族メデユーサは土と共にある種族。気配を土と同化すれば読まれ難い。私は土に従って歩くだけ」

　その辺は感覚的過ぎて俺には分からないが……ちょっとカッコいいな。

　見張りがいるという事はアジトは近いのか？　と思えばビンゴ、木々を抜けた先は切り立った崖になっていて、眼下には松明たいまつで辺りを照らし警戒をしている男たちが数名。そして連中の背後には洞窟……あれが連中のアジトだろう。

「こういう時は火を囲んで宴会しているのが野盗の習性ってもんじゃねーのか？」

「言いたい事は分からんでもないが、連中とて毎日飲んだくれているワケではないだろう。奴等も突然の襲撃を常に警戒している。即時対応、もしくは逃亡する態勢は整えているだろうさ」

「……落らく伍ご者しやのダメ人間なら、そっち方面で徹底しろっての」

　酒に酔って戦力ダウンしていてくれれば手間が省けたというのに、世の中なかなか楽は出来ねーようだな。

「犯罪を生なり業わいにしているというのに、やっている事は騎士や警備隊と大して変わらん。何ゆえに普通に働かんのだろうな？」

　イリスは理解できないと首を捻ひねる。

　楽したいが為ために犯罪に走ったのに、やる事は普通の仕事と大差なく、むしろ下っ端だと並みのブラック企業どころじゃねーだろうし、捕まったら重罪というオマケまで付いてくる。

　まともに考えればメリットが一つもないだろう。

「それを考えられるヤツなら最初から犯罪なんてしねぇよ」

「……それもそうか」

　日本のなりすまし詐欺しかり、労力のワリに下っ端は貰もらいが少ない。ついでに発覚したらトカゲの尻尾切り、履歴に犯罪歴が加わり人生さようなら～だ。

　俺たちは崖の上から伏せて覗のぞき込むと、連中の警備体制を確認する。

「ひのふの……洞窟前の戦力は４人か。あの彫刻家の言葉を信じるなら、向こうは少なくとも50人強、ほとんどが中にいるって事だな。どう攻める？」

「……囚とらわれた人たちの安全が最優先だ。まず間違いなく洞窟の一番深くに牢ろう獄ごくか何かがあるんだろう。少なく見積もっても40人以上が洞窟内、間違いなく捕らえた人々にも見張りが付いているはずだし……となれば、ヒトミ」

「なに？」

　崖の端を両手で摑みこっちを見るヒトミは小動物っぽく少し可愛い。

「一いち番ばん槍やりはお前だ。最初の予定通り、奥からゴキブリを燻いぶり出してくれ」

　この作戦を実行するのに俺は少々不安があったが、さっきのヒトミの手際の良さに心配無用である事を悟った。

「任せて、土に囲まれた場所、蛇髪メデユーサの独壇場」

　自信満々にそう言うと、ヒトミはその場で音もなく土の中に体を沈めていく。

　完全に体を埋没させると、その場に少女が今までいた事も分からないくらいの見事さで。

「さすが土魔法のスペシャリスト……しかしジン。先程のヒトミ殿の言葉、私は土に従って歩くだけって……カッコ良いと思わなかったか？」

「あ、お前もそう思った？　やっぱ実力が伴うと違うよな～」

　俺たちは二人とも、まだ少々正義の味方ってヤツに憧れがある年頃らしい。

　…………中二病じゃねーぞ。
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　私がまだ〝髪の毛一本も動かせなかった〟小さな時、蛇髪メデユーサは今より沢山いたらしい。

　凄すごく残念だけど、顔を覚えていない、お父さんとお母さんとも、一緒だったってお姉ちゃんは教えてくれた。

　私は一度会ってみたいと、何度もお姉ちゃんに聞いた。

『どうして今、一緒にいないの？』

　お姉ちゃんは悲しそうに笑うだけ、理由は教えてくれなかった。

　……今思うと、私はお姉ちゃんに、なんて酷ひどい事を聞いていたのか……後悔する。

　誰が言いたいものか、思い出したいものか、たとえ目の前で見てしまったとしても認めたいものか……。




『我が子を逃がす為に人間に殺された』なんて。




　それを知ったの、私が12歳の誕生日を迎えた日の事。

　森林深い山奥で暮らし数年、いつでも一緒にいて色々な事を教えてくれたお姉ちゃんが、いつも優しい目のお姉ちゃんが、怖い顔で「もう貴方も12歳だから」と。




　その日の夜、物もの凄すごい爆発音と一緒に、家が揺れた。

　慌てて跳ね起きた私は、窓から外を睨にらむお姉ちゃんが〝いつもと違う〟格好をしている事に不安になる。

　お姉ちゃんが着ているのは私たちの〝種族の鎧よろい〟、手に持っているのは〝お父さんの形見の三さん叉さ槍そう〟……いつもは危ないからって、大事にしまってあったのに。

「……とうとう見つかったようね。家を囲んでいるのが百、麓で待機しているのを合わせれば……千は固いかな？　向こうも本気ね」

　そう呟つぶやくと、お姉ちゃんはいつもの優しい顔で、抱き締めてくれた。

　そして、いつもなら『入っちゃダメ』って言われていた地下室に、私を押し込んだ。

「いい？　これから何度も凄く大きい音がすると思うけど、絶対にここから出ちゃダメよ。出入り口は土魔法で塞ぐから外からは入れなくなるからね」

「え？　え？　お姉ちゃん??」

「物音や声が完全になくなってから２～３日は様子を見てから出てくるのよ？」

　ワケが分からない私に、お姉ちゃんは頭をポンと撫なでてくれた。

「心配ない。貴女あなたの事は絶対に守る……絶対に迎えに来るから、貴女も絶対に生き残るのよ」

　その言葉が最後、地下室の扉は閉ざされて、私は一人暗闇の中に閉ざされた。

　暗く寒い地下室で聞こえてくる、爆発と色々壊れる音。

　何かが燃える音が聞こえて、私たちの思い出が詰まった家が、崩れていく。

　だけど、そんな事よりももっと嫌な声が、聴こえてくる。

「いやがったぞ、石化の化け物だ！」

「魔法使い援護しろ！　目を狙え、焼き殺せ!!!!」

「バカヤロウ、目を潰したら価値がなくなるだろうが。首を狙え、蛇髪族メデユーサの首はアイテムとして良い金になるんだからよ!!」

　相手が誰か、分からない。

　でもそれが悪い人間で、その碌ろくでもない奴やつ等らが大好きなお姉ちゃんを、殺そうとしている事は分かる。

　暗闇よりも、その事に……全身が震え立っていられなくなる。

　涙が溢あふれて歯の根が合わず、それでも願いが口をついて漏れ出る。

「ヤメテ、ヤメテ、ヤメテ……」

　でも私の願い、あざ笑うように遠くから聞こえる音や人の声が止やむ事はない。

　その中にはお姉ちゃんの声も、聞こえる。

「やってみるがいい。我は蛇髪族メデユーサ最後の生き残り、生半可な覚悟でこの首狩り取れると思うな！　欲深き蛮族共め、我の眼光受けるが良い!!」

　勇ましく、名乗りを上げるお姉ちゃんは、何度も何度も〝最後の生き残り〟だと繰り返している。

　それが何の為なのか、その意味は私にだって分かる。

『人間』から妹わたしを守る為に、自分を囮おとりにする為に。

　たとえ自分が殺されても自分を〝最後の一人〟にすることで、私を逃がす為に……。

　それが分かっていながら……私は震えて泣く事しか出来ない。

　自分を守る為に命を懸けてくれている、絶対に失いたくない人が、大好きなお姉ちゃんが殺されるかもしれない……そんな事を分かった上で、私の体は恐怖に震えるだけで動く事が出来ない。

　ここで約束を破って飛び出しても、私には何も出来ない。

　だけど、それでも私は動けない自分が許せなかった、情けなかった……守られるだけで何も出来なかった自分の事が。




　そのうち人の声も、爆発音も、聞こえなくなって……お姉ちゃんの言い付け通り３日たってから地下室の扉を開けた私は……そのまま、腰が抜けてしまった。

　そこにあったはずの、私の、私たちの温かい場所はなくなっていた。

　初めてお姉ちゃんが料理を褒めてくれた台所も、お姉ちゃんが怖くて眠れない夜に一緒に寝てくれたベッドも、昨日までお姉ちゃんと笑っていられた家も……全てが黒く燃え落ちた瓦が礫れきに変わっていた。

　あるのは『石化の眼光』で硬直して動けなくなった人間たち、そしてお姉ちゃんが持っていた、三叉槍だけが、地下室の入り口を、私を守るように突き立っていた。

「あ……あ……うわああああああああああああああああああああ!!」

　私は泣いた、一生分の涙を流したくらいに、声を上げて……。




　それから……私はただ待っていた。

　お姉ちゃんの『迎えに来る』って約束、信じて。

　いなくなっちゃったお姉ちゃんが帰ってくるのをただ待つだけの毎日。

　何もしていないのに、ただ静かに暮らしていただけなのに、人間たちは私たちを悪だと言って大勢で大好きなお姉ちゃんと私を引き離した。

　イライラして、何度お姉ちゃんがあの時石化させた人間たちを、叩たたき壊して粉々にしてやろうと思ったか。

　自分たちが正しい、私たちが悪者、自分が危ないのだから駆除してやる、自分勝手な憎悪の表情を浮かべ、下らない怨えん嗟さの呪じゆ詛そを唱えて、当時のまま石化している。

　コイツらの……コイツらのせいで、私は……お姉ちゃんは!!

　でも、暗い気持ちになった時、お姉ちゃんが残した三叉槍を見ると、少し落ち着く。

　私の心の中にいるお姉ちゃんは、笑顔で私に言う。

『それだけはしてはダメよ？　貴女はこの人たちと同じになってはダメ』と。




　最近、人間たちが森の奥に、入ってくるようになってきた。

　私はこれ以上この場所に来て欲しくなくて、これ以上近付くなって警告のつもりで何度か『土鎧グランドメイル』の魔法で追い返した。

　でも、とうとう戦いに慣れていそうな人間が、私たちの大事な家にまで到達して……石化させるしか止める方法がなかった。

　武器を持った人間……結局また人間によって私は、私たち蛇髪族メデユーサは否定される……そう悲嘆に暮れ、また来るかもしれない人間に怯おびえていた時、あの人たちは現れた。

　強くて怖くて……そして優しいその人は私に言ってくれた。

『なら、逆に姉ちゃんを迎えに行ってやろうぜ』って……ちょっと怖いけど、お姉ちゃんと同じ笑顔で。







　召喚獣として主あるじを持つ、それは魔族にとって一種のステータスになる……先輩に当たるユメちゃんが教えてくれた事。

　その宿主の召喚士ニオウイン・ジンさん、凄く怖い顔だけど、優しくて変わった人。

　召喚獣として契約したのに、主と呼ばせてくれない。

　いろいろあってジン兄って呼ぶ事になっちゃった……良いのかな？

　そのジン兄と召喚獣契約した私は、本当なら成人するまでは出来ない蛇髪族メデユーサの上位、『ゴーゴン』としての力を手に入れた。

　大地の声を聞き、土と一体になる事で敵には見えているのに認識し辛づらくなる特殊な歩き方は、普段優しくて穏やかだったお姉ちゃんが得意だった戦法。

　さっき初めてやったのに、まるで始めから知っていたみたいに私にも出来た。

　凄い……私は本当に強くなってる……お姉ちゃんみたいに。

　ジン兄に命じられ……いえ、お願いされたのは２つだ。

　それを実行する為ために、私は盗賊たちのアジトの洞窟に〝真正面〟から入って行く。

　入り口で警戒する見張りは４人、しっかりと周囲を見ているのに彼らは私がいる事に全く気が付く事が出来ず、私はただ歩いて洞窟の奥へと進んで行く。

　洞窟内部は盗賊たちが生活している食事の残骸や服、荷物が散乱していてかなりの異臭が鼻に付く。大体は寝ているが、人数が多いので起きている者だけでも結構な数だ。

　内部の状況を確認しながら進んで行くと、ジン兄の予想通り一番奥の結構広い場所に牢ろう獄ごくがあった。

　その中に鎖で繫つながれた数十人の人間、若い女性が入れられている。

　大抵の人たちは抵抗する力を失ったのか、それとも諦めてしまったのか、うな垂れて動こうとしない。

　でもそんな中で、一人の三つ編みの女性が見張りの男を睨にらみ付つけていた。

「私たちをどうするつもりですか!?　こんなにいっぺんに町の人たちがいなくなったら大騒ぎになりますよ!!」

「へえ～そいつは大変だ。なんでか町の方じゃお前等全員、行方不明になんかなってねぇけどなぁ～」

「……何ですかそれ？」

「今頃お前等の家族や仲間たちは、お前等に良く似た石像を石化されたって大事に保管してる頃だろうよ」

　ニヤニヤ笑いで語る男の顔が実にムカつく。

「石像？　って……まさか、アレは蛇髪族メデユーサの残党の仕業じゃ……」

「ヒャハハハ！　んなもんいるワケねーだろ。２年前に奴を殺すのに加担したのはてめえらじゃねーか。いねーもんに怯えて単なる石像を本物だと思ってるなんて、めでてえよなあ～」

「なんて……事……。蛇髪族メデユーサの復ふく讐しゆうではなかった？」

　ショックを受けて青ざめる女性を楽しげに笑う盗賊たちは実に不愉快。

　でも、三つ編みの人の隣にいる人は、下を向いてない……あの人は、あの時私の目を最初に見てくれた人。

　ジン兄の仲間の、確か……マリーさん。

「リトリーさん、どういう事なのですか？　復讐とは……」

　質問に、牢の中の女の人たちは、下を向く。

　皆、聞きたくないみたいに。

「……２年前、本当は分かっていたんです。何もしていない蛇髪族メデユーサを私たちは……ただ恐ろしいという理由で……排除したって事を」

「そうですか……やはり」

　マリーさんは悲しそうに言う、予想していたって感じで。

「ガロンディルに住む皆が、本音では思っていたんです……。これが蛇髪族メデユーサの復讐だったとしても仕方がないって……でも、まさか蛇髪族メデユーサではなく人間の仕業だったなんて」

　泣きそうな顔でそんな事を言う……勝手な人間たちだ。

　勝手に怖がって勝手に迫害して、そして勝手に罪悪感を感じるだなんて……そんな事。

「そんな事、あの娘こがするワケがありません。あの娘はただ、お姉様のお帰りを一人で待っていただけです」

　……え？

「な、何でそんな事が言えるんですか？」

「森の奥にあった燃え落ちた家屋、アレが蛇髪族メデユーサの住まいだったのでしょう？　あそこには古代魔族言語でメッセージが残っていたのです」

　!?　それは、お姉ちゃんが残してくれた言葉。

「〝いい子で待ってて、私は必ず迎えに来る〟……泣きながら必死であの場所を守ろうとしていたあの娘が、復讐などしてお姉様の言いつけを破るはずがありません」

　マリーさんの言葉に皆、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　それはそう、だって、皆思ってなかったんだから……マリーさんの言う通りだなんて。

　……ま、いいか。やる事は変わらないし。

　私はその時、土と同化するのを止めた。

　それだけで、多分この場にいる人たち、私が突然現れたように見えたはず。

「な、何だてめえ!?　牢から抜け出しやがったのか？　良い度胸してるじゃ……」

　そして、私の目を見ただけで次の瞬間には声も出せなくなる。

　石みたいに硬くなって……。

「な、なんだ!?　おいどうした!?」

「てめえ!?　一体何者……」

「うるさいよ」

　私が振り向いただけで、２人の男が私の眼光を見たよう。

　威勢の良い恫どう喝かつの姿勢で動かなくなる。

「う～ん……やっぱりこういう表情は趣味じゃない」

　石化の眼光で硬直した者、芸術品呼ばわりは不敬だけど……やっぱこういう顔は嫌。

　見張りの盗賊は全部で４人、最後の一人はさっき女性を笑い者にしていた嫌な笑い顔をする男。

　何となく、この男はすぐ固めるのは……癪しやく。

「な、なな、なななんなんだよお前は!?　アイツらに一体何をしやがった!?」

　足が震えて立っていられないよう、円月刀を構えているのに迫力が全然ない。

　さっきの余裕はどこに行ったの？

「貴方あなた……今言ったじゃない？　蛇髪族メデユーサはもういないって」

「ひ、ひへ？　ななな何を!?」

「ハズレ……町の人たちが正解、妹がまだいた……」

「ひ、ひいいい……」

　男の顔はみっともない泣き顔で固まってしまった。

「う～ん……駄作。やっぱり怖がる顔は嫌」

　さてと、牢獄に繫がれた人間は……私が視線を向けると、囚とらわれた人たちは怯えた顔で身を竦すくませる。

「蛇髪族メデユーサ!?　み、見ないで、こっちを見ないでええ!!」

「私が一体何をしたってのよ!?　恨まれる筋合いはないわよ!!」

　何もしていなくてもそこにいるだけで勝手に怯おびえて、勝手に罵倒する。

　結局人間は皆同じ……。

　捕らえられた連中の勝手な言葉は私の胸に小さな炎を灯ともす。

　恨みなど、吐いて捨てる程ある。

　さっきまであんな事を言っていたのに、いざ私を目にすればこれだ。

　私たちが一体何をした……そんなのは私こそ言いたい言葉だ！

　睨にらみ付つけ、全てを石化して粉々に砕いてやりたい……そう頭を過よぎった時、あの優しい顔だったシスターが、大きな声を上げた。

「お止やめなさい！　貴女あなた方は命の恩人に対してのお礼すら口に出来ず、あげく罵声を浴びせるおつもりですか!!」

　その声に、怯え慌てふためく連中が押し黙った。

　ただ一人、私を怖がる事もなく、怯える連中を怒るシスターに、私は冷静になって、ジン兄に言われた事を思い出した。




『いいか？　俺の経験上あの手の連中の中には、自分の過去を棚に上げて勝手な事を言う輩やからもいる。ムカつくし、ブン殴りたい衝動に駆られるだろうけど、その時は絶対に何もするな。何もせずにこう言ってやれ』




「お前たちと一緒にするな。弱者に手を出す程、蛇髪族メデユーサは落ちぶれていない」

　その瞬間、恐怖に慄おののく人間たちから怯える気配が消えた。

　代わりに広がるのは戸惑いと焦り？　そして幾ばくかの……羞恥心？

　私は彼かれ等らの変化を横目に体に土魔法で土砂を纏まとわせる。

『土鎧グランドメイル』、蛇髪メデユーサ伝統の闘法、６本腕の大蛇の姿へと変わっていく。

「……しばらくここにいろ、下手に動かれては邪魔。誰か助けに来たら開けてもらえ」

「……助けて、くれるの？」

　さっきの三つ編みの女性が信じられないとばかりに呟つぶやく。

「何故なぜ？　貴女が妹なら、私たちはお姉さんの……」

「何度も、言わせるな」

　私は大蛇の体に完全に埋没する前に言ってやる。

「お前等と一緒にするな……不愉快だ」

　その言葉に、一人だけ苦笑するマリーさん。

「……その言い方、ジンさんに教わりましたか？」




＊




　人間の自分勝手により家族と引き離され、自分も人間によって害されたにも拘かかわらず、自分たちとは違い恨んでいる相手、怨敵ですら手に掛けず、それどころか助けてくれた。

　この事実はガロンディルの者には衝撃であった。

　同時に蛇髪族メデユーサの高潔さを見せ付けられた者たちは皆、自分たちの過ちと矮わい小しようさを自覚するしかなかった。

『お前等と一緒にするな……』

　その言葉は子々孫々に至るまで語り継がれる事になる。
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　ヒトミが洞窟に侵入してから数十分後、突然中から野太い悲鳴が聞こえたかと思うと、洞窟からワラワラ柄の悪い連中が武器を片手に湧き出してきた。

　中には寝起きで飛び出したようで、半裸の者もいる……総じて男だからサービスにもなりゃしねえけど。

「何だ、一体何があったんだ？」

　見張りの連中には突然の仲間たちの行動が理解できず、仲間に聞いているが、仲間は息を切らして恐怖に震えるばかりだ。

「で、ででで出やがった……本物が！」

「本物？　何の？」

「蛇髪メデユーサだよ蛇髪メデユーサ!!　６本腕で無数の蛇の髪ゴーゴン・ヘアに大蛇の体の……」

「そんなバカな。ありゃお頭とヘンゼルの旦那の作り話だろ？」

　見張りの男は馬鹿にしたように言うが、中から出てくる連中は口々に「メデューサが……」とか「大蛇が」とか同様の言葉を口走っていて……。

「え……え？　マジで？」

「だから本当なんだよ！　もう何人かは石化させられちまった……」

　ガタガタ震えながら言う仲間の様子にただ事ではないと感じたらしく、見張りの男も釣られて青くなっていく。

「お頭は？　お頭はどうしたんだ？」

「わ、分からねぇ……必死で逃げたから……あ、お頭、ご無事で、ゲブ!?」

　洞窟から禿はげ上あがった壮年の男が出てくると、怯おびえている男をぶん殴った。

「バカヤロウ、頭置いてさっさと逃げやがって!!」

　連中の会話から、ヒトミが中で上手うまい事やったのを俺は確信した。

　今頃彼女は、初対面時のメデューサ姿で脅して内部から盗賊たちを追い立てて、そのまま捕らえられた人たちの守りに付いているはずだ。

「これでガロンディルの連中にとって〝蛇髪族メデユーサが自分たちを助けた〟って既成事実が出来上がっちまっただろうな……」

「ジン……そこまで考えていたのか？」

「そこまで綿密に考えていたワケじゃねーけどよ。コレで少しは連中も後ろめたさくらいは感じるんじゃねーか？」

「……そうであればいいが」

　イリスは微妙な顔付きになるが、俺は案外上手くいくんじゃないかな～っと勝手に思っている……というか、コレでも何も感じないならどうしようもない。

「さて、ここからが俺たちの出番だぜ。イリス・パルトネール殿」

　冗談交じりにフルネームで呼びつつ立ち上がると、彼女もニヤリと笑って体を起こす。

「分かっている……ニオウイン・ジン殿」

　盗賊たちのアジトは山中の崖下の洞窟、隠れ家としては良いけど非常時の逃亡には欠点が多い。

　それは脱出できるルートが一本しかない事だ。

　隠れやすく守りやすいようにしたつもりだろうが、今回の場合はそれは仇あだとなる。

　洞窟内部にも脱出ルートを作っていたとしても、そっちは怒れる蛇髪メデユーサヒトミが大暴れしていて戻る事が出来ない。

　必然的に逃げ惑う盗賊たちはたった一つのルートを辿たどる事になり……足を止めた。

　唯一の逃走ルートを塞ぐ二つの影、俺とイリスの姿を目にして。

「な、何だてめえら!?　俺たちを誰だと思ってやがる。さっさとどかねえと……」

　一番手前の男がナイフ片手に凄すごんでくるが、声に余裕はない。

　相当ヒトミの登場に脅かされたようだな……しかしまだまだ。

「恐怖の宴うたげはこれからが本番だ……外道ども」

　俺たちは燃え滾たぎる怒りのままに逃げようとする盗賊たちを睨み付けた。

　それだけで、前列で凄んでいた連中は足を止めて後ずさる。

「ひい!?」

「なななな、何だよあの凶悪面は!?」

　逆にヒトミに追い立てられて洞窟から出て来た連中は前の奴等が後ずさるせいで、足止めをされて団子状態になっていく。

「何やってんだ！　早く行けよ!!」

「蛇髪メデユーサが来るだろうが!!」

「バババババカヤロウ、行けねぇんだよ！」

　そんな言い争いをしていると、連中の中の一人が俺の顔を見て声を上げた。

「てて、てめえはあの時、誘拐を邪魔しやがった……」

「あ？　誰だお前」

　俺を指差している髭ひげ面づらの中年……コイツはどこかで見たような……誘拐？

「ああ、お前は商人の馬車を襲っていた奴の一人……」

　盗賊の襲撃に見せかけて娘を攫さらい人身売買の取引に持ち込む現場、そこで襲撃者役をしていて俺に『どうぞどうぞ』って言ってた奴だ。

　……思い出したらまたムカムカしてきた。

「何だお前、知ってる奴なのか？」

「ヘイお頭、この前の取引現場で獲物を横取りしやがった同業者ですよ」

　……あ？　今なんつった？

　男の言葉を聞いた禿はげ頭あたまのお頭の目が見開かれる。

「つまりこの極悪面は俺たちのシマを取りに来たって事なのか？　クソ……何もこんな時に来なくてもいいだろ」

　おいコラ、何を言っているお前。それに後ろの連中も不満そうに「そうだそうだ」とか言ってんじゃねえ。

「なあアンタ、ここは取引と行かねえか？　道を譲ってくれりゃあ、このアジトは中身ごと譲ってやっても良い。俺たちは今同業者と事を構える暇はねーんだ」

　なるほどなるほど、つまりコイツらは俺が自分たちのシマを荒らしに来たご同業の方だと思ったと……。

　正義の味方が悪人を成敗しに来たとか……微み塵じんも思っていないと。

　隣で薙刀なぎなたを構えたまま、イリスが震えている。

「笑ってんじゃねぇ」

「だって……なあ？　ククク……」

「ようアンタ、お頭の話は悪くねぇと思うぜ？　だからよ……ゴベ!?」

　よう兄弟的な馴なれ馴れしさで俺の肩を摑つかもうとした男を、俺は拳骨で思いっきり殴り飛ばした。

「誰が同業だボケェ!!　てめえらがビビッて逃げた蛇髪メデユーサは俺の自慢の召喚獣だ！　この意味が分かるか、ああ!?」

　俺の大声に呆あつ気けに取られる盗賊たち。

　そしてその後ろの洞窟からズルズルと這はい出だしてきた大蛇は、洞窟の入り口付近でトグロを巻いて鎮座し、洞窟の入り口を人間が通れない程度に塞ぐ。

　そして巨大な大蛇がそのまま石像になると、腹の辺りから少女姿のヒトミがポンと出て来た。巨大な禍まが々まがしい姿が急に美少女に変わったのに盗賊たちは驚いている。

「ジン兄、お仕事終わった。中の人、捕らえられた人以外石化完了。残りはここにいるので全部」

「おう、ご苦労さん」

「な……に？　蛇髪族メデユーサと……グル？」

　青くなったお頭の言葉でようやく事態を察したのか、盗賊たちは各々に武器を取り出して構えなおした。

　逃げ道はない、前方で塞いでいる邪魔者俺たちを排除しなければ。

　こういう時俺はいつも逃げ道を作っておく。その上で俺の容姿や恫どう喝かつにビビッて戦意を喪失したなら深追いはしない、むしろ逃げやすいように誘導するが……。

「今日は特別サービスだ。誰一人逃がさねえ……徹底的に叩たたき潰してやる」

　俺が感情のままに武器を召喚すると、手にしていたのは木刀。

「て、てめえやる気か!?」

　俺の行動が引き金になったか、一番手前の男がナイフを片手に突っ込んで来た。

　俺はいつもの大仰な威嚇する姿勢を、本来の構えに戻して……腹の辺りを狙っていたナイフをかわしてから横顔に木刀を叩きつける。

「ブゴガ!?」

　男はそのまま吹っ飛ばされて動けなくなる。

「野郎、やりやがったな！」

「ぶっ殺してやる！　かかれえ!!」

　誰が号令をしたのかは分からないが、反応して盗賊たちは一斉に襲い掛かってきた。

　しかし、俺が何かをするより先にイリスが動き出していた。

「雑に飛び込むのはダメ。なるほど、確かにコレでは単調すぎて動きに工夫がない。何故なぜこんな事に気が付けなかったのか……」

　そう呟つぶやいたイリスは摺すり足あしで、体のブレも音もなく、手にした薙刀を振るった。

　それはまさに華麗、柳のように、風のように、しなやかで無駄のない動きは舞踏のよう。

　正面から来る円月刀を切っ先で捌さばくとそのまま峰で脳天を一撃、隣のトマホークの男は体ごと反転して柄尻の石突きで顔面を砕き、後方から襲い掛かってきた奴をブリッジする程の柔軟さで上体を逸そらして柄の部分で殴り倒す。

　この一連の動作を彼女は一呼吸でやって見せたのだ。

　こいつ、最も早はや薙刀を使いこなしてやがる。

　無理に突っ込まず、自らの間合いを大事に恵まれた柔軟性と敏びん捷しよう性せいを生かししなやかに動く……そんな事、指摘されたからってすぐに出来る芸当じゃねぇ。しかも……。

「なるほど……人がやっているのを見ればいかに今まで無駄が多かったかは頷うなずけるな。でもまだまだ私も使いこなせていないようだ」

　クルクルと薙刀を取り回すイリスは今の動きでも不満があるようで……この前まで武器に振り回されていたアイツはどこに行ってしまったのか。

「薙刀初心者のクセにそんだけ動けておいて……自慢かそりゃ？」

「いやそうは言うがな、君の動きを見れば私の動きにはまだまだ無駄が多いと思うぞ？　さっきの一撃などほとんど動かずに最小の動きで見切ったではないか」

「一呼吸で３人吹っ飛ばしておいて何言ってやがる……」

「なめやがって……食らえ、青炎散弾撃ブルーシヨツト!!」

　俺たちがそんな事を言い合っていると、突然盗賊たちの方から飛来する物があった。

　飛び道具の類かと思えば、それは青白い無数の光を発する飛来物、ようするに魔法。

　そう言えばまともな攻撃魔法って奴は初めて見た。

　盗賊の中に攻撃魔法を使える奴がいるのか!?

「ジン、危ない！」「クッ!?」

　ドドドドドドドド……

　しかし、効果を目にするよりも前に飛来してきた無数の青白い光は緑色の美しい糸状の物によって阻まれ爆発、消滅した。

　弐にの召喚獣、ヒトミの意思で無数の蛇にもなれば鉄線よりも硬い髪の毛にもなる『蛇の髪ゴーゴン・ヘア』によって。

「な、なんだと!?」

　魔法を放った男が驚きよう愕がくする中、伸縮自在の深緑の髪を使ってクルクルと空中に飛び上がったヒトミはストンと俺たちの前に舞い降りた。

「二人とも、戦闘中、余所よそ見みはダメ」

「「すみません……」」

　実年齢は聞いていないけど、見た目が10代前半の少女に正論を言われるのは、立つ瀬がないな。

「ふ……ふざけるなあああ!!」

　魔法が防がれた事が癪しやくに障ったのか、追加の魔法攻撃が放たれる。

「確かに……」

「その通りだな」

　俺とイリスは放たれた魔法攻撃を搔かい潜くぐり、そのまま武器を構える盗賊たちの集団へと飛び込んで、魔法を放ったローブの男へ木刀を振り下ろした。

「え……ぐわ!?」

　しかし魔法使いを潰しても、集団に突っ込めば当然囲まれてしまう。

　瞬間的に面食らった連中も慌てて手にした得物を振り下ろしてくる。

「や、野郎！　調子に乗るんじゃねぇ!!」

　罵声と共に俺に殺到する凶刃、でも俺は少しも焦燥を感じない。

　何故なら俺の背後に付いたイリスによって、振り下ろされた凶刃は全て阻まれたから。

「ふざけるな、とお仲間に言われたものでね！」

　イリスが数人の刃やいばを薙刀で弾はじき返すと、体勢を崩した連中へ俺は木刀の一撃を加えて意識を刈り取る。

　そして近距離で相手を吹っ飛ばした俺に、今度は間合いの外から槍やりや魔法の攻撃が殺到する……前にイリスが広い間合いの薙刀で切り伏せていく。

　それはとても不思議な感覚だった。

　俺がいて欲しい場所、やって欲しい攻撃、守って欲しい箇所、その全てにイリスが答えてくれて、逆に向こうが俺にして欲しい攻撃、守って欲しい場所が手に取るように分かる。

　薙刀での共闘なんてコレでまだ２度目だというのに、示し合わせた訳でもないのに。

　叩き伏せて動かなくなった盗賊が20を超えた辺りから、俺は自然と自分が笑みを浮かべている事に気が付いた。

　戦闘の最中、敵の中心で背中が合ったイリスも似たような表情を浮かべている事が更に可笑おかしくなってくる。

「やるじゃねぇか」

「そっちこそ。私はこれまで、こんなに気分良く舞えた事はなかったぞ」

「お前さんの戦い方ダンスは一貫性がなかったからな～」

「ははは、違いない」

　それは日本にいた時にだってなかった感覚、他者と呼吸を合わせて連携する極意、阿あ吽うんの呼吸。

　いつしかその舞踏に俺たちはのめりこんでいた。

「ならもう少しお相手願おうか、護衛騎士殿マドモアゼル」

「ふ、望むところだ召喚士ミスター」

　そんな俺たちとは対照的に盗賊連中は徐々に減らされていく戦力に更に顔色を悪くしていく。

「な、なんなんだよコイツら……化け物かよ……」

「しかも……笑ってやがる……やってられるかあ！」

　当然だが逃げ出そうとする、俺たちの間合いの外を抜ける連中もいる。

　しかし連中は上手く修羅場を抜け出したつもりのようだが、そんな事を許す程彼女は甘くはない。

「ハ～イ、逃がさない」

　逃亡しようとした連中の目の前に、上から逆さかさ吊づりのヒトミが降りて来て目と目が合ってしまう。

「「うわあああああ…………」」

　人生最大の恐怖を味わったような顔で、そいつらは動かなくなった。

　ヒトミ、実は結構楽しんでいる？　作品名は『恐怖と驚愕』か？

「む～、やっぱりこういう顔は趣味じゃない」

　しかも石化しといてダメ出しとか……結構辛辣だ。

「芸術家は自分勝手だな……」

「芸術は、難解なの、ジン兄……危ない、上」

「あ!?」

「危ない!!」

　そんな事を考えていると、突然上空から数本の矢が降ってきた。

　それはアジトを囲む崖の上から、どうやら周辺を見張っていた連中が戻って来たらしい。

　遠距離の眼下、それは城壁から打ち下ろすのと同じで一方的に向こうが有利の状況。

「頭！　無事ですかい!?」

「た、助かったぜ……良く来たてめえら！」

　仲間の声、友軍の登場に禿頭のお頭が安あん堵どの表情を浮かべる。

　10メートル以上はある崖上からの味方の援護に安心したんだろうが……。

「イリス！」

「任せろ！」

　俺はその一瞬の間に武器召喚で『木刀』を『脚立』に変化させて、梯子はしご状に空中で上に向かって伸ばす。

　そして上に向けた脚立をイリスがそのまま瞬時に駆け上がって行く。

「な、なんだなんだ!?」

　崖上の連中が慌てて矢を放つが全く目測が付かず明後日の方向へと飛んで行く。

　そして脚立を足場に飛び上がったイリスはアッサリと崖上に達して、そのまま弓を構えた盗賊たちに薙刀なぎなたを振るう。

「残念だったな。この場にいるのが私だけだったらチャンスだったがな、私には相棒がいるのだよ！」

「グゲ!?」「ゴボ!!」

　昇竜の如ごとく上空へ駆け上がったイリスは上の盗賊たちを瞬時に一掃すると、そのまま華麗に着地を決めた。

　ほんの一時の安堵の後の絶望、イリスの無傷の帰還に盗賊たちの顔色が更に悪くなっていく。

「さあ、もう奥の手はないのか？　遠慮する事はない。全て我われ等らが食い破ってやろうではないか！」

　我等……な。こんな戦闘の最中、イリスが俺の事を仲間として扱ってくれている事が妙にこそばゆく、嬉うれしかったりする。




＊




　盗賊たちは次々と討ち取られていく仲間たちを目にして、自分たちが最大の過ちをしでかしていた事に、ようやく気が付き始めていた。

　特に頭の男は目の前の光景に自分がいつから、どこから間違っていたのか、不毛であると思いつつも考えざるを得なかった。

『ヘンゼルの口車に乗って蛇髪メデユーサを利用したのがそもそも間違っていたんだ……人が魔族を利用するなんぞ……』

　そもそも盗賊稼業をしている事自体が間違っていると思わない辺り、救いがないが。

　笑いながら楽しげに、踊るように仲間たちを次々に叩たたき伏せていく２人の連携は凄まじく、間合いの違う武器で補い合う事で互いをカバーし合い、死角をなくす。

　攻撃しようと近付いただけで、その猛攻に巻き込まれた者たちは完全に意識を刈り取られ動かなくなる。

　頭の男は化け物２人の背後に二対の鬼のような形相を浮かべる巨人の姿を幻視する。

「な……なんだあのおっかねぇ巨人は……」

「ジン兄の故郷の神様、２人で左右を守る、最強の門番」

　呟つぶやきに答えた声にお頭は目を見開いた。

「な!?」

　２人の化け物にばかり目を囚とらわれて、頭の男は失念していた。

　化け物は２人じゃない、３人目がいたという事を……。

　その３人目は紅あかい瞳を輝かせて……とても可愛らしいおそろしい笑顔を浮かべた。

「あの２人にピッタリ、そう思わない？」

「うわ、うわああああああ!!」




＊




　ヒトミが連中の頭を石化させた辺りで周囲に動ける盗賊の姿はなくなっていた。

　俺はこの場をイリスと、固まった頭の男を眺めて「う～ん……今までで一番の駄作」と辛辣な評価を下すヒトミに任せて洞窟の奥へ入った。

「…………くせえ」

　洞窟内部は盗賊のアジトらしく散らかり放題、特に食い散らかされて腐りかけた残飯なんかの異臭が酷ひどい。

　そんな場所の要所要所で恐怖の表情で固まってる男たちの姿は異様だ。

　勿もち論ろん全てヒトミに石化された連中だろうけど。

　本当ならせめてどちらかに同伴をお願いしたかったのだが、イリスは微笑ほほえみながら「姫の救出は古来から男の役目と決まっているであろう？」と言って断った。

　初対面を考えれば随分信用されたようで、嬉しくないワケではないのだが……。




「い、いやああああ！　こ、来ないで……来ないでえええええ!!」

「お願い、何でもするから殺さないでええええ!!」




　ようやく最深部の牢ろう獄ごくに辿たどり着ついて鉄格子を開けた時、俺の姿を見た女性たちが〝予想通りの〟悲鳴を上げ出す……。

　やっぱり是が非でもどっちかに付いて来てもらえば良かったか。

　でも、そんな恐怖に慄おののく女性たちの中で唯一俺の姿を目にして〝安心の微笑み〟を浮かべてくれた者がいた。

「おお、良かった無事だったみてぇだなマリー」

　言わずと知れた、俺の事を初対面から今までずっと真まっ直すぐに見据えてくれるシスターはそのまま俺の胸に飛び込んできた……うえ？　ちょっと!?

　彼女の心地よい体温と香りが俺の心拍数を急激に跳ね上げてしまう！

「お、おい……マリー!?」

「ああ、やっぱり……救って下さったのですね……あの娘この事も」

「お、おいおい……」

　あの娘？　ヒトミの事か？

　い、いかん！　至近距離で目を潤ませて微笑むマリーは危険すぎる!!

　思考が纏まとまらない……思わずギュッとやってしまいたくなる衝動が……。

　前にイリスが『持って帰って抱き締めて一緒に寝たい程可愛い』とのたまっていた気持ちが物もの凄すごく分かってしまう!!

　いかん落ち着け俺の両腕よ……止まれ……止まるんだあああ!!







[image: 12章　聖女と聖騎士が救った一人の少女]




　蛇髪メデユーサの、あの少女の涙目を見てから私の記憶は曖昧で……気が付いた時にはジンさんたちは再びガロンディルの森へと赴いてしまった後でした。

　私は石化の後、宿まで運んでいただき、そして石化の治療までして頂いていたのです。

　……私はまたしてもジンさんにも、イリスにも迷惑をかけてしまったのですね……。

　すぐにでも謝罪とお礼をしたかったのですが、それを知ったのは看病をしてくださっていたリトリーさんと一緒に盗賊の人たちに捕らえられてしまった後の事でした。

　そこで、ガロンディルにおける色々な話を聞きました。

　２年前に起こった蛇髪族メデユーサの迫害、石化騒動についての町の人たちの見解、そして……石化事件の真の犯人の存在。

　元はと言えば、私たち聖せい光こう教会の者が回復、治療の魔法を使えなくなった事が原因だと考えると、いたたまれない気持ちになります。

　でも、私は自らの未来や命の心配をするリトリーさんや町の女性たちとは違い、彼女たちの今後の心配をあまりしていませんでした。

　だって……私が気が付いた事を、あの人が気が付かないワケがないですもの。

　それは蛇髪族メデユーサの少女が救出に現れた事で確信しました。

　それからしばらく、洞窟の外で喧けん騒そうが聞こえていたのですが、やがて唐突に静かになりました。そして……。

「い、いやああああ！　こ、来ないで……来ないでえええええ!!」

「お願い、何でもするから殺さないでええええ!!」

　突然悲鳴を上げる女性たちにガッカリしながら、ジンさんは現れました。

　相変わらず、怖がらせるつもりもないのに怖がらせてしまった事を申し訳なさそうにしていらっしゃいます。

　本当に……お人ひと好よしな方です。

「おお、良かった無事だったみてぇだなマリー」

　この時、悲鳴を上げてジンさんを怖がる彼女たちに優越感を感じてしまった私は、相当に罪深いシスターなのでしょう。

　それでも今、この瞬間、この場所でジンさんの笑顔を知っているのが私だけだと思うと、何故なぜだか無性に嬉しくなってしまいます。

「お、おい……マリー!?」

「ああ、やっぱり……救って下さったのですね……あの娘の事も」

　私が救って欲しかった人なら町人であっても、蛇髪族メデユーサであっても……助けてくれる。

　私は……はしたなくも、思わずジンさんの胸に寄り添ってしまいました。

「お、おいおい……」

　少し心臓の音が早くなっていきます。

　それは私も同じなのですけど。

　私は少しだけ湧き上がった悪戯いたずら心に抗あらがう事が出来ず……そのままジンさんの体をギュッとしてしまいました。

「マ、マリー!?」

「…………ありがとうございました」







　洞窟から出てみれば、大勢の盗賊たちが倒れ伏すのを囲むさらに大勢の警備兵の人たち。

　その中心で見慣れない武器を手に立っている私の親友にして護衛騎士イリスは、私を見るなり満面の笑みで一足で飛び付いて来ました。
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「マリー！　無事だったか!!」

「……ごめんなさい、心配しましたよね？」

「当たり前だ！　ジンとヒトミ殿が協力してくれなければどうなっていた事か!!」

　イリスの言葉が少し気になります。

　今、確かにジンさんの事を名前で呼びましたよね？

　つい最近までニオウインもしくは貴様なんて呼んでいたのに。

　周囲を見渡せば倒れて動かない盗賊たち、瓦が礫れきに埋もれて動かない盗賊たち、そして石化して動けなくなった盗賊たち……どう見てもイリスを含む３人の仕業です。

　経緯を考えれば、共に戦い友情を深めた……というものでしょうか？

　騎士や戦士特有の感性、なのかもしれませんが……何でしょう？　少しだけ胸の内がモヤッとします。

「メ、蛇髪メデユーサ!?　蛇髪メデユーサがいるぞ!!」

「なんだと!?　全員武器を構えろ！　ただし目を見るな!!」

　私がハッとして声の方へ目を向けると、そこには頭の薄い男性を前に佇たたずむ蛇髪メデユーサ、ヒトミさんが殺気立つ警備兵の方たちに睨にらまれていました。

「……………………」

　彼かれ等らを見つめる彼女の目は悲し気で、それでも何も語ろうとはしません。

　この場で硬直している者たちは何者で、彼女は一体何をしてくれたのか……その事実を知らずに理不尽な殺気を向ける。

　私は思わず怒鳴りそうになりました。

　でも、そんな事をする必要はありませんでした。

　ヒトミさんを守るように、その殺気の間に立った人たちがいたのです。

「止やめて下さい！　彼女は私たちを助けてくれたのですよ!!」

「武器を下ろして！　アンタ等は恩人に凶器を向けるっての!?」

　それはリトリーさんを筆頭にした、盗賊たちに奴隷として捕らえられていた方々です。

　自分たちも捕らえられていて肉体も精神も疲弊しているのに、それでも必死でヒトミさんの前に手を広げ立ち塞がります。

　ヒトミさんは、そんな彼女たちに目を丸くしています。

　そして……少し気恥ずかしそうな、それでも全てを許す事は出来ない複雑な目をして……崖上の森林へと飛び上がり、姿を消しました。

　彼女に対して許しを乞おうなど人間のエゴ、罪の意識を軽減したいだけの勝手でしかないでしょう。

　蛇髪族メデユーサに人間がした仕打ちは未み来らい永えい劫ごう忘れてはいけない。

「人への憎悪も罪も胸に仕舞い込んだ悲しい少女は、それでも憎しみしかない人間を助けてくれたのです。彼女と私たち人間、一体どちらが高潔であるというのでしょう……」

　私の言葉に武器を落とす音がカラカラと複数回響きました。

「日々を暮らす中、他人や他の種族を疑う事も時には必要でしょう。でも……それは静かに暮らしていたかった少女を家族と引き離し、あまつさえ生き別れた姉を思い泣き暮らす少女を虐いじめて良い理由にはなりません」

　私の言葉にガロンディルの人たちは、ただ立ち尽くしていました。

　後は自分で考えるべき事……ジンさんならきっとそう言うでしょうね……。

　あら？　そう言えば……。

「イリス、ジンさんはどこに行ったの？」

「え……アレ？」

　私に言われて気が付いたのか、周辺にいるのは昏こん倒とうした盗賊の方々のみで、どこにもジンさんの姿が見当たりません。

　そう言えばユメさんの姿も……私は何となく崖上の森林、ヒトミちゃんが去って行った方へと視線を向けます。

「飛んで……逃げた……ハ!?」

　その瞬間、私は周囲の状況にまたしてもやられた事に気が付きました。

「イリス、大変です！　またやられました!!」

「また？　一体何の事……」

　怪け訝げんな顔になるイリスは状況を全く理解していません。

　囚とらわれの彼女たちを引き連れて現れた私、アジトを壊滅せしめたイリス、そして人間を助けた蛇髪メデユーサのヒトミさん……ここだけを見れば肝心な方が全くいない。

　私がその事実に気が付いた時、捕らえられていた一人の女性が歩み寄り頭を下げました。

　それは最上級の感謝を示すように深々と……。

「聖女様、そして聖騎士様、本当に、本当にありがとうございました。こんな罪深い私たちを救っていただいて……」

「は？　聖騎士??」

　自分が呼ばれる事などないと思っていた称号でいきなり呼ばれ戸惑うイリス、それはロロイプールで私自身も経験した事でした。

「単身で助けに来て下さった聖騎士様の勇猛さには我々感服いたしました」

「ま、待つのだ！　私は一人ではない、背中を預ける相棒がいるのだ!!」

　相棒？　その言葉をイリスが口にした時、私の胸で再び何かモヤッとしました。

　……本当に一体何なのでしょうか？

　しかし女性は私とは違う人物を想像したようで、視線を落とすと悔恨を嚙かみ締しめるように声を絞り出します。

「……分かっております。貴女あなた様が相棒と呼ばれるあの方、蛇髪メデユーサの少女は私どもにとって恩人にして英雄。そして子々孫々にまで伝えねばならない、償うべき人の罪の証あかし。ガロンディルの名が続く限り、その愚かな歴史を忘れず同じ過ちを二度と起こさないように尽力いたします」

「いや！　それは良いのだが……そこではなくて」

　慌てふためくイリスですが、蛇髪族メデユーサの真実と今後を考えれば否定する事も上手うまく出来ず、オロオロし始めます。

　私はそんな彼女の肩に手を置いて、微笑ほほえみました。

「ね？　言った通りでしょ。油断していると英雄にされてしまうって」

　私の言葉に納得したのか、ハッとしたイリスはそれから徐々に悔しそうに顔を歪ゆがめます。

　気持ちは凄すごく分かります。

　自分が讃たたえられているのに、本当の英雄がこの場にいない。

　聖女や聖騎士という称号が自分には分不相応で、ちっぽけに感じてしまうこの瞬間。

「マリー……このまま終わるのは、物凄く癪しやくなんだけど」

「奇遇ね、私もよ……イリス」




＊




　大急ぎでジンたちを追う為ために宿に戻ったマリーとイリスだったが、宿の店主に確認すると『先に行ってる』とだけメッセージを残して町を出た後だった。

　チェックアウトの際、町の英雄を引きとめようとする連中をやんわりと断るマリーをイリスは一人宿の前で待っていた。

　そんな彼女に一人の女性が話しかける。

　それは、前に見かけた、蛇髪族メデユーサを悪として退治する者たちを英雄と讃たたえる歌を歌っていた女性の吟遊詩人。

「すっかり、貴女も貴女の主人も町の英雄ですね」

　今まで蛇髪族メデユーサを、ヒトミの事を蔑む歌を歌っていた彼女の言葉に、イリスは一瞬激高しかけて……止めた。

　自分だって歌わずとも同じだった。

　風聞のみで蛇髪族メデユーサを、ヒトミを悪と断じて排そうとしていた一人だったのだから。

「……何が英雄なものか、私など弱い者イジメに加担しかけて罪滅ぼしに別の悪人を成敗したに過ぎん……」

　イリスが自嘲気味にそう言うと、吟遊詩人はフッと笑う。

「なるほど……貴女もそちら側なのですね」

　その顔は作られた石像のように美しいが、氷のように冷たく……イリスは背筋に冷たい物が走るのを感じる。

「そっち側？　一体何を言っているのだ？」

　イリスが不穏な物を感じて聞き返すと、吟遊詩人は途端に表情を崩して人の良さそうな顔を浮かべた。

「いえいえ、お気になさらずに。私のようなしがない吟遊詩人は人々が求める歌を歌い紡ぐのみ。貴女方の存在を人々が、世界が望むのであれば……歌い讃える事もあるかもしれませんね」

　蛇髪族メデユーサが貶おとしめられる英えい雄ゆう譚たんを歌っていたのも、町の人々が望んでいたから……か。

　皮肉な事を言い残し、竪たて琴ごとを片手に〝燃えるような赤髪の〟吟遊詩人は踵きびすを返した。

「そうならない事を、私は心よりお祈りしますが……」

「ああ、私もこんな英雄扱いはもうゴメンだからな」

　その二人の会話は嚙かみ合あっているようで、実は全く嚙み合っていない事を知る者はいなかった。
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　盗賊団のアジトを壊滅に追い込んだ俺たちだったが、やはりシメは正義の味方にしてもらわなくてはならない。

　こういう場合の正義の味方は美形なのが当然で、最近の傾向なら女性の方が映える。

　まず間違いなく、俺のような極悪面がいたら輝きが半減してしまう。

　俺はユメが町の連中を予定通り連れて来た事を確認した瞬間、速攻でユメにコッソリと頼んで崖上へ飛び、逃亡に成功したのだ。

　現在俺は一足早くガロンディルを出て、街道を北に向かって歩いていた。

　さすがに書き置きをしてきたから、このままサヨナラって事にはならないと思うけど。

「相変わらず、こういう時の逃げ方は神業よね……お兄ちゃん」

「ジン兄……いつもこんな事をしてるの？」

　呆あきれたように言うユメは肩の上、そしてヒトミは俺のガクランの袖を摑つかんでいる。

　なんかどっちも手を繫つなぐのが絵面的にマズいと思ったからこんな感じになっているんだが……あんまり変わらないか？

「ど～も俺は昔っからこういう場面には不向きらしくてな。下手に現場に留とどまると迷惑掛ける事になりかねなくてな～」

「どういう事？　ジン兄」

「……例えば、不良に攫さらわれた女子がいたとするだろ？　その娘の彼氏と共闘して助け出すのに成功した時、俺が傍そばにいるとその娘は俺の事をラスボスの登場と勘違いして怯おびえる事になる……結果彼氏が彼女に説明する、怯えながらその娘が謝罪する……その流れは実に面倒くせえんだぞ……」

「それ……実体験なの？」

「……聞くな」

「ジン兄、可哀かわい想そう……」

　ほんの２年前の体験談に召喚獣２人が慰めてくれる……うん、兄ちゃんめげねぇよ。

「でも、これからあの町はどうなるのかな？　石像が石化した人間じゃないって分かって、盗賊に捕まった人たちは助け出せたけど、それで全員じゃないでしょ？」

　俺の頭で肘を突くユメが言う事はもっともだ。

　今回助け出された人たちの人数と、町の石像の数はイコールじゃない。明らかに石像の数の方が多い。

　つまり〝既に売られてしまった人たち〟に関しては未いまだに行方不明という事になる。

「あの腐れ彫刻家の裏帳簿でもありゃ、そこから足取りは摑めるかもしれねぇけどな。そこから先は俺たちにはどうしようもねぇよ」

「…………」

　俺の言葉にヒトミは暗い表情で下を向いてしまう。

　……ったく、実の姉と引き離した人間相手にコイツはどこまでも。

　俺がヒトミの頭にポンと手を置くと、彼女の紅あかい円つぶらな瞳がこっちを見上げる。

　澄んだ瞳は彼女がその気にならなければ、本当にただの綺き麗れいな眼めでしかない。

「ジン兄？」

「気にするな……つってもお前にゃ無理だろうが、気に病むなよ。それは間違いなくお前のせいじゃねーんだからな」

「……うん」

　小さく頷うなずくヒトミは少しだけ笑った。今はそのくらいで良いだろうさ。

「ヤレヤレ……同類の思考にはするどいよね～。それで、はぐれ魔族な私たちのはぐれ人間なご主人様？　これから私たちはどこに向かうのかな～？」

　はぐれ人間って……相変わらずこのロリサキュバスは一言多い。

「行き先は今んとこ変わんねーよ。ゆっくり『聖都』を目指して北上しようと思ってるけど……ヒトミはいいのか？　俺たちに付いて来て」

　この少女の最終目的は姉を見つける事だ。

　明確な目的地があるなら……と思ったが、ヒトミは首を振った。

「うん、私は一緒に行く。ジン兄たちと、一緒がいい」

「そうか……それなら俺が言う事はねーな。このままゆっくり北を目指していれば、そのうちマリーたちも追い付いて……」

　俺はその時、それ以上の言葉を発する事が出来なかった。

　突如背後に現れたとてつもない殺気の塊に気け圧おされて……。

「な、なんだ!?」

「待たんか！　この卑ひ怯きよう者ものめえええ!!」

　殺気の塊は有無を言わさず上空から飛び掛かってきた。

　自慢の薙刀なぎなた『ディメンション』を振りかぶって……。

　気が付くと今まで傍そばにいた２人の召喚獣はちゃっかり道の脇に避難している！

　こいつらいつの間に!?

　慌てて召喚したバールで薙刀を受け止めるが、俺はそのまま体ごと吹っ飛ばされる。

「ぐわあ!?　なんつー重たい一撃を……」

　体勢を整えて見れば、そこに佇たたずんでいたのは予想通りの護衛騎士、怒りの形相を浮かべるイリス・パルトネール氏である。

「ジン！　貴様、全てを私等に押し付けて早々に旅の空とは……良い度胸だな!!」

　あ、やべえ……大層お怒りだ。

　マリーの話で『聖騎士』とかの称号は喜ぶタイプかと思ったんだが……目もく論ろ見みが外れていたみたいだな。

「本来讃えられるべき者の賞賛の全てを私に押し付けおって……成敗してくれる！　そこに直れ、ニオウイン・ジン!!」

「うおわああ!?」

　怒りに身を任せて振るわれる薙刀だが、それでも細剣レイピアや大剣とは比べ物にならない程精錬された動きで、洒落しやれになんねぇ。

　正直、こいつに薙刀の存在を教えなければ良かったと思うくらいに。

　そんな地獄の薙刀フルコースを味わっていると、道の向こうから息切れしたマリーが姿を現した。

　どうやらイリスの足にようやく追いついたらしいが、いずれにしても天の助けだ。

　暴力反対のマリーだったらイリスの暴挙を止めてくれて……。

「イリス、大おお怪け我がは避けて下さいね。やり過ぎると治療できませんから」

「マリー!?」

　あの温厚で慈愛の精神に溢あふれる、暴力反対のシスターからまさかの折せつ檻かん許可だと!?

　援軍のない状況にショックを受ける俺に、マリーはニッコリと笑った。

　……ただし、額に怒りのマークが見えるのは俺の幻覚か？

「少しは痛い目にあっていただきます。貴方あなたの優しさは、本当に心に痛いんですよ」

「ああ、それは私もだ！　物もの凄すごく痛いぞ!!」

「何の事だよそりゃ!?」

　どうやら彼女たちは怒りを鎮めるつもりはないらしい。

　こうなれば、頼りになるのは頼もしき召喚獣たちしか……。

「う～ん……これについてはお姉ちゃんたちに賛成かな？」

「がんばれ、ジン兄」

　止める気ゼロ!?　まさかの孤立無援だと!?

「分かった、悪かった！　面倒を全部押し付けて!!」

「そういう事じゃありません！　イリス、懲らしめてやりなさい!!」

　晴天の、異世界のどこまでも青い空に『聖』なんて大仰な肩書きには似合わない、年相応の女の子の声が響き渡っていた。

[image: ]



















　あとがき




　この度は『縛りプレイ英雄記２』をご購読いただき、誠にありがとうございます。

　最近はネタを考えながら学生時代の通学路を徘はい徊かいする怪しい人物、語かた部りべでございます。

　……通報だけは勘弁して下さい。




　今作ではギリシャ神話に登場する女怪として世界的に有名な、目を見ただけで人を石像にしてしまう恐ろしい怪物『メデューサ』を題材にしています。

　余談ですが、私がギリシャ神話を初めて知ったのは星座の鎧よろいを着けて拳で戦う系の某バトル漫画が最初でした。

　その流れで……バトルで盛り上がっていた当時の私は漫画のモチーフとなったギリシャ神話を知ると、一気にクールダウンしてしまいました。

　今となれば神話が作られた時代の世相や宗教観なんかもあったのだろうと思いますけど、当時の私は語られる物語の理不尽な展開に納得が行かなかったのです。

　特に納得行かなかったのは、ここに至れば予想が付くでしょうが『メデューサ』の話。

　＊現代風アレンジ

　ある村に可愛かわいい髪の綺き麗れいな幼女（メデューサ）がいて、ある日彼女がテレビに映る大女優（アテナ）の髪が綺麗だと皆が言う中、言いました。

『あたちのほうが、かみきれいだもん！』

　小さな村の小さな少女が言った事を耳にした大女優はブチ切れて、メデューサの綺麗な髪を無数の蛇に、そして見ただけで相手を石像に変えてしまう目に改造してしまいました。

　その後少女は嘆き悲しみ、迷惑にならないように人里離れた場所にヒッソリと住むようになりますが、大女優の怒りはそれだけでは収まらず、けしかけられた人間の手によって遂ついには怪物として殺されてしまいました……。




　神話における人間と神の立場なら、人によって解釈の違いはあるでしょうけど、私が思う物語の概要はこんな感じかな～って思います。

　現代日本人としてはその大人気ない、心の狭すぎる大女優（アテナ）に言いたい。

『トイレの神様に弟子入りして来い!!』




　今作はその役目（トイレの神様）を主人公『仁に王おう院いん陣じん』に担わせる事で、そんな風に自分の中にあった気に入らない物語の登場人物たちに、少しでも救いがあればいいな～っと妄想して書き上げました。楽しんでいただけたのなら幸いです。




　最後に今回も色々とバトルを繰り広げる事になった担当のＷさん、ご迷惑をおかけいたしました。発想の共有の為に出した例えが共有できない事がしばしばありましたが、これは男女の違いですよね？　決してジェネレーション何とかじゃないですよね!?

　ぎうにうさん、今作でもエロカッコいいイラストを提供して頂き誠にありがとうございます。下から見上げる脚線美は、流石さすが分かっていらっしゃる！

　そしてこの本をお買い上げくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　もう少しで仙台に寿司屋を出す兄貴にタカリに行く計画をしつつ……。





二〇一七年　夏　語部マサユキ　　



























　現実世界から主の自己精神世界アストラルサイドへの帰還。

　最初の内は見慣れない感覚に戸惑いもあったけど、今ではすっかり慣れたものよね。

　目を覚ましたそこは召喚獣になった〝私たち〟にとっての住居、『ニオウイン家の居間』だった。

「あ、ユメちゃん、おかえりなさい」

　目を覚ました私の前にいたのは、この前召喚獣契約した（仲間になった）深緑の長い髪に紅い瞳が愛らしい女の子。大き目のＴシャツに短パンが凄く似合っている蛇髪族メデユーサのヒトミちゃんだった。

「ええ、ただいま」

　本体を〝自己精神世界こつち〟に置いている私たち召喚獣は主ジンの魔力を媒体にして現実世界で体を具現化、その上で精神を飛ばしている。

　平たく言えば本体は自己精神世界こつちで眠っているようなのよね。

　そう考えると、この場合『おかえり』よりも『おはよう』って挨拶するのが正しいのかしら？　迷うところね……。

「ふふ……」

「？　どうかしたの、ヒトミちゃん」

　私がそんな事を考えていると、ヒトミちゃんは不意に笑った。

　初対面では泣いてばかりいた彼女だったけど、お兄ちゃんと一緒に過ごしている内に大分笑顔を見せてくれるようになったのよね。

「おかえりって……ひさしぶり」

　嬉しそうに私の疑問に答えてくれたヒトミちゃんに、私は嬉しさと一緒に胸が締め付けられる思いだった。

　そうなのよね……この娘は２年前にお姉さんと生き別れになってから、ずっと一人ぼっちだったんだもの。

　起きても一人、帰ってきても一人……挨拶は自分以外の誰かがいて初めて成立する。

　待つ人も待っていてくれる人もいなければ使う事がない。

　２年前まではありえた事が急に無くなった悲しさ、大切さを彼女は身を持って知っているんだから……。

　生まれた時から一人だった私も、人の子に混じって遊んだ後、親元に帰って行く子供たちに何も思わなかった……などとは言えない。

　私はそう考えると『おかえり』って言ってくれた少女が堪らなく愛おしく思えて、思わず頭を撫でた。

「よし、じゃあまず一緒にお風呂に入ろっか」




＊




　ニオウイン家のお風呂。

　普通なら各家庭に風呂があるなんて想像も付かないのに、お兄ちゃんの世界では常識だって言うんだから凄い話よね。

　私はお風呂用の椅子にちょこんと座ったヒトミちゃんの髪を、後ろから丁寧に洗ってあげていた。

「へえ[image: ]、髪を使っての戦いなんて無茶をしているワリにはそれほど痛んでないね。結構綺麗じゃない」

　洗髪が気持ち良いのか、ヒトミちゃんはフニャっとした顔でされるがままになっている。

　なにかな、この癒し系は……洗っているのはこっちなのに、心が洗われるというか。

「蛇髪族の髪、魔力で動く。生え変わり、凄く早い」

「あ、なるほどね」

　魔力で蛇になったり硬化させたりする他、ヒトミちゃんの髪は伸縮自在なんだった。

　ようするに彼女の髪は常に生まれたての新鮮さをを保っているワケね。

「ちょっと羨ましいわ。私なんてクセッ毛だから長くすると大変なのよねぇ[image: ]。トリートメントは気を付けているつもりなんだけど」

　私が生を受けたのがいつなのか自分でも良く分からないけど、この悩みだけは何十年たっても変わる事がないな[image: ]。

「そんな事無い。ユメちゃんの髪綺麗、顔も体も……」

　そうしているとヒトミちゃんがフォローをしてくれる。

　アリャ？　気を使わせちゃったかしら。

　そんなに深い意味で言ったんじゃないけれど……。

「私も、ユメちゃんみたく、大きくならない？　今すぐに……」

　……違ったみたいね。

　どうやらヒトミちゃんは私が幼児と大人を使い分けている事を少々勘違いしているみたいね。

　その上で早く大人な体になりた[image: ]い……って。

　まあ、私が男を惑わし女性が羨むナイスバディなのは認めるけどねぇ[image: ]。

「もう少ししたら、ヒトミちゃんも大きくなるのよ。色々とね」

「本当？　ユメちゃんみたいに、ボ[image: ]ンってなる？」

「う、う[image: ]ん……そこまでは約束出来ないけどねぇ[image: ]」

　シャワーでしっかりと彼女の髪を濯いであげながら、私はお茶を濁す事にした。

「ヒトミちゃんは今のままでも需要があるんだから、焦らない焦らない」

「……需要って、何？」




＊




「フ……今日こそは真の強者がどちらなのか、思い知らせてあげるわ」

　私は何者をも叩き斬る事が出来る巨大な大剣を選び、宿敵である蛇髪の少女へと向ける。

「……何度挑んでも、結果は同じ。今宵貴女は、私の刃の錆になる」

　不適な目付きでヒトミちゃんが選び取ったのは、お兄ちゃんの国の武器で切れ味に特化した刃物『刀』だ。

　迷いの無い殺気……彼女も本気でやる気だ。

　私は夢魔、淫魔と呼ばれるサキュバスで、彼女は蛇髪族……所詮種族を別にする者同士、同じ主の召喚獣になったとしても、相容れる事は無かったのかもしれない。

「行くわよヒトミちゃん、覚悟！」

「勝負……」

　互いに刃を手にした戦いは当初は拮抗していた。

　だが、拮抗状態に焦れたヒトミちゃんが大降りをした瞬間、私は渾身の一撃を振り下ろした。

「もらった！」

「……ふ」

　しかし直撃すると思った大剣は空を斬った。

　その瞬間に垣間見えるヒトミちゃんの不適な笑み……まさか！　誘われた!!

　気が付いた時には既に遅かった。

　がら空きになった私にヒトミちゃんの居合いをかわす術などあるワケも無く、致命傷を受けてしまった……。




『ＨＩＴＯＭＩ　ＷＩＮ!!』




「やった[image: ][image: ][image: ][image: ]10連勝！　ユメちゃん弱[image: ]い!!」

「むわああああ!!　またしてもおおお!!」

　画面一杯に表示されるヒトミちゃんの勝利コール、同時にそれは私の敗北……この娘に〝かくげー〟で戦いを挑んだ事自体が間違いだったみたいね。

　居間の〝てれび〟と一緒に置いてあった〝てれびげーむ〟に私たちが手を出したのは最近の事。

　最初は使い方も何も分からず、二人で試行錯誤を繰り返して……そして諦めてお兄ちゃんに使い方を教えて貰ってから……私たちはこの娯楽にドハマリしている。

　でも、元々『魔力で大蛇の石像』を動かしていたヒトミちゃんは、この手の操作が大の得意だったみたい。

　そんなワケで、本日私は10連敗を記してしまったのよ。

「むき[image: ][image: ][image: ][image: ]〝れーすげーむ〟なら互角なのに[image: ][image: ][image: ]！」

「ふっふ[image: ]ん、これで10日間、ちゃんねる権は私の物。今日は『魔法王女ティアリスちゃん』で決まり」

「おのれ[image: ][image: ]『愛と憎しみのラーメンチェーン店』がああ！」

　10日間のチャンネル権を失ったのは痛い。

　私はドラマ派だけど、ヒトミちゃんはアニメ押しだから。

　くう……やはり私たちは相容れない存在同志なのね。










　そんな感じで何だかんだ騒いでいる内に、いつの間にかヒトミちゃんは私の肩を枕にしてコックリコックリと船を漕ぎ始めていた。

　自己精神世界も時間経過は現実世界と同じ、いい加減少女には辛い時間帯だからね。

　私は布団で寝ましょうってヒトミちゃんを起こそうとして……止めた。

　閉じた彼女の瞳から一筋の涙が流れているのを見たから。

「……お姉ちゃん」

　涙の理由、今ヒトミちゃんが見ている夢、それがその一言に全て集約されている。

　少しずつ笑顔を見せ始めてくれるようになった彼女だけど、生き別れたお姉ちゃんの事を忘れるはずが無いよね。

　今、少しだけ私やマリーお姉ちゃん、イリスさんが代わりを努めているつもりだけど、それだってあくまで代わりでしかない。

「なんとか……見つけてあげたいね」

　私はそっと涙を拭いて、そのままヒトミちゃんの額に手を置き、魔法を使う。

　サキュバスの本分、魅了魔法チヤームを。

　その人にとって最良の夢を魅せる為に……。

「せめて、夢くらいは……ね」

　そして穏やかな寝顔になっていくヒトミちゃんを、私は起こさないように抱きかかえて部屋へと運ぶ事にする。

　元々はお兄ちゃんの妹さんの部屋らしいけど、今はヒトミちゃんの部屋として使っている二階へと。

　早々に姉役を降りる事を願い、余り早く降りたくはないって複雑な気分を抱きつつ。
















カバー・口絵・本文イラスト／ぎうにう
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